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※�シリアル番号が｢11XXXXXX｣(はじめの2桁が11)のも
のには、上図の付属品に加えてバッテリーチャージャーと
ニッケル水素電池を付属しています。

　�シリアル番号は、本製品背面のシリアルシールでご確認く
ださい。

シリアル番号

1 1 X X X X X X

はじめに
　このたびは、������������た�����、�こ�に������������た�����、�こ�に�������た�����、�こ�に
ありが�うござ��す。
　�����は、��1���1����������の�������す�����は、��1���1����������の�������すは、��1���1����������の�������す��1���1����������の�������す�1����������の�������す1����������の�������すの�������す
る、超小型・軽量の受信機です。
　ご使用の際は、この取扱説明書�よく�読みのうえ、正�く
�使�く�さ��すよう�願�申����す。
　�読みになったあ�も、�つでも読めるように大切に保管�
�く�さ�。

付属品につ��

使用後はリサイクルへ

Ni-MH

この製品は充電式電池使用機器です。
�希少な金属を再利用し、地球環境を維持するた
めに、不要になった電池は廃棄せず、充電式電
池リサイクル協力店へご持参ください。

アンテナ ハンド
ストラップ

ベルト
クリップ

□�取扱説明書(本書�本書��
□�保証書　　　　
□�愛用者カード

�

本製品の概要につ��
◎�BTL��と��ス�ーカー��に��、���用に��な��と��ス�ーカー��に��、���用に��な��、���用に��な���用に��な
�音量で聞き取�やすくなっています。

◎�ク�ーニン�機�に��、本製品の��や��リーの��ク�ーニン�機�に��、本製品の��や��リーの��
を本製品と同じ受信機に書き込みできます。（別売品が必要
です）(+P69�

バ ッ テリー
チャージャー
(BC-196�

ニッケル
水素電池
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防水性能につ��のご��につ��のご��のご��
この製品は、�水��では��ませ�ので、��に水に���水��では��ませ�ので、��に水に��、��に水に��
ないでください。
水に��ると故障の原因にな�ます。

登録商標/���につ�����につ��につ��
アイコム株式会社、アイコム、Icom Inc.、アイコム�ゴ、ポケッ
トビープは、アイコム株式会社の登録商標です。
アイコム株式会社の著作物の全部、または一部を無断記�、複
写お�びいかなる方法に�る複製を禁止します。

個人情報の取り扱�につ��につ��
弊社が個人情報を利用する場合、事前に明確にした利用目的
達成の必要範囲�で利用し、範囲を�えての利用はいたしまで利用し、範囲を�えての利用はいたしま利用し、範囲を�えての利用はいたしま
せ�。
弊社の個人情報保護方針に�いては、弊社ホームページ
（http://www.icom.co.jp/）をご覧ください。

電波法につ��のご��
電波法第59条で｢特定の相手方に対��行われる無線通信�
傍受��、その存在若�くは内容�漏ら�、又はこれ�窃用�
�はならな�｣と通信の秘密に�いて�められています。
※�受信機の取�扱いには����して、電波法を�ってください。機の取�扱いには����して、電波法を�ってください。
※使用できるのは、�本��に�られています。使用できるのは、�本��に�られています。

ユ�ザ�登録につ��につ��
ユーザー登録はバージョンアップ・サービスなどをご提供す
るときに必要にな�ます。
付属の愛用者カードに必要事項をご記入いただき、必ず投函
してください。
また、弊社ホームページから登録される場合は、インターネッ
トから、｢http://www.icom.co.jp/｣にアクセスいただき、
ユーザー登録用フォーム（サポート情報�ユーザー登録）にし（サポート情報�ユーザー登録）にしにし
たがって必要事項を入力してください。

��

取扱説明書の内容につ��
本製品は、工場出荷時の状態でプリセットされてお�ますが、
本書は、プリセット��が入っていない状態(�ールリセットは、プリセット��が入っていない状態(�ールリセットプリセット��が入っていない状態(�ールリセット
+P74�で説明しています。�で説明しています。で説明しています。。
そのため、一部操作画面が本書と異な�ますので、ご了承くだ
さい。

http://www.icom.co.jp/


はじめに

取り扱��のご��
◎�アンテナを持って製品を持ち��だ�、振��した�しな
いでください。

◎�本製品を極端に寒い場所から持ち��だ場合は、結露する
ことが��ます。

� 結露した場合は、自然乾燥させるか、長い�いだ同じ環境
に置くなどして、結露がなくなってからご使用ください。

◎�雨の中や、水滴が付着したまま、またはぬれた手で電池や
アンテナを付�た�、はずした�しないでください。

◎�受信機本体や充電器の各端子（充電端子お�び電源ジャッ
ク）にゴミやホコリが付着すると、正常に使用できないこ
とが��ますので、ときどきお手入れをしてください。

◎�磁気カードを本製品に近づ�ないでください。
� 磁気カードの��が消去されることが��ます。
◎�本製品をお買い上げいただいたときや、約6ヵ月以上充電し
なかったときは、必ずニッケル水素電池を充電してください。

◎�本製品の故障、誤動作、不具合、停電などの�部要因に�
�、逸失利益、または第三者からのいかなる請求に�いて
も当社は一切その責任を負いかねますので�らかじめご了
承ください。

◎��部アンテナを使用するときは、テレビなどのアンテナや、
電灯線からはなして�置してください。

◎�BC-196またはCP-18を接続したときに、スプリアスや雑
音を受信することが��ます。

� �できるだ�BC-196またはCP-18から本製品をはなして
使用してください。

◎�本製品の�部発振(スプリアス�に��、受信できなかった
�、雑音を発生させた�する周波数も��ますが、故障で
は��ませ�。

���

自動車運転時のご��
◎�安全�転のため、�転中に受信機を操作した�、受信機の表示
部を注視(表示部を見�づ�る行為�した�しないでください。

� �受信機を操作、または表示部を注視する場合は、必ず安全な
場所に自動車を停車させてください。

◎��安全�転に必要な�部の音が聞こえない状態で自動車を�
転しないでください。

� �一部の都道府県では、�転中にイヤホンやヘッドホンなど
を使用することが規制されています。

◎�安全�転のため、受信機を身体に付�た状態で�転しない
でください。

◎�本製品をハイブリッドカーでご使用になる場合は、��さ
れているインバーターからのノイズの影響を受�て、正常
に受信できないことが��ます。。

アナログ������ら���ル�����への������ら���ル�����への���ら���ル�����への�����への��への
移行につ��

◎本製品は地上�ジタルテレビ��(音��に��してお�ま��本製品は地上�ジタルテレビ��(音��に��してお�まテレビ��(音��に��してお�ま��(音��に��してお�ま
せ�。

◎地上�ジタルテレビ��は���6�1�月1�から全�で���地上�ジタルテレビ��は���6�1�月1�から全�で�テレビ��は���6�1�月1�から全�で���は���6�1�月1�から全�で�
�が開始されています。

� �ただし、該当地域にお�るサービスエリア(受信可�エリ
ア�は、��されていることが��ます。サービスエリアは
順次拡�される予�です。

◎地上アナ��テレビ��は��11�7月に�了することが、��地上アナ��テレビ��は��11�7月に�了することが、テレビ��は��11�7月に�了することが、��は��11�7月に�了することが、
�の方針で決�しています。す。。
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安全�のご��(必ず�読みく�さ�)

安
全
上
の
ご
注
意

安全にご使用�た�くために、
必ず�読みく�さ�。

≈��使用者お�び周囲の人への危害や財産への損害を未然に�
ぎ、製品を安全に正しくお使いいただくために、�ってい
ただきたい事項を示しています。

≈��次の『R危険』『R警告』『R注意』の��を�く理解してから、
本文をお読みください。

R 危険
この記�事項は、これを無視して誤った取�
扱いをすると｢使用者お�び周囲の人が、死
亡または重傷を負う危険が差し迫って生じ
ることが想�される��｣を示しています。

R 警告
この記�事項は、これを無視して誤った取�
扱いをすると｢使用者お�び周囲の人が、死
亡または重傷を負う可�性が想�される�
�｣を示しています。

R ��
この記�事項は、これを無視して誤った取�
扱いをすると｢人が傷害を負う可�性が想�
される��、お�び物的損害のみの発生が想
�される��｣を示しています。

【免責事項につ���につ����
お客様または第三者が、取扱説明書記�の使用方法とは異な
る使用方法で本製品を使用したことに��生じた故障、ならび
に本製品の違法な使用に��生じた故障に�きましては、当
社は一切責任を負いませ�ので、�らかじめご了承ください。
�本製品の使用に��本製品以�に生じた損害に�きまして本製品の使用に��本製品以�に生じた損害に�きまして
は、法令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社は一
切責任を負いませ�ので、�らかじめご了承ください。

本製品につ���
R 危険

◎		引火性ガスの発生する場所では絶対に使用�な�でく�さ�。
� 火災、爆発の原因にな�ます。
◎		液晶パネルが破損�た場合は、液もれ�た液に触れな�で

く�さ�。
� �液もれした液が目に入った�、皮膚や衣服に付着した�し
たときは、こすった�、触った�しないでください。

� �失明、皮膚障害のおそれが��ますので、すぐにきれいな水
で洗い流した�と、ただちに医師の治療を受�てください。

も
く
じ



安全�のご��

◎� 直射日光の�たる場所�����、ク�ラ�の������たる場所�����、ク�ラ�の�����場所�����、ク�ラ�の�����
など、温度変化の激��場所には�置�な�でく�さ�。

� 変形、変色、火災、故障の原因になることが��ます。
◎� 製品の�に乗ったり、物�置�たり�な�でく�さ�。
� �落ちた�、倒れた�して、�が、故障の原因になることが
��ます。

◎ 製品�落��たり、強�衝撃�与えたり�な�でく�さ�。
� �が、故障の原因になることが��ます。

R ��

■�本製品に�いて（�づき�

v��

◎  民間航空機内、空港敷地内、新幹線車両内、これらの関連
施設周辺では絶対に使用�な�でく�さ�。

� �交通の安全や無線局の�用などに支障をきたす原因にな�
ます。

� ��用が必要な場合は、使用する区域の管理者から許可が得
られるまで電源を入れないでください。

◎ 	電子機器の近く(特に医療機器のある病院内)では絶対に使
用�な�でく�さ�。

� �電波障害に��電子機器が誤動作、故障する原因にな�ま
すので、電源を切ってください。

◎		線材のような金属物�入れたり、水につけたり�な�でく
�さ�。

� 火災、感電、故障の原因にな�ます。
◎	 指定以外の電��使用�な�でく�さ�。電��使用�な�でく�さ�。�使用�な�でく�さ�。
� 火災、感電、故障の原因にな�ます。
◎�	アン�ナ�ハンドストラップ�持っ�本製品�振り回�た

り、投�たり�な�でく�さ�。
� �本人や他人に当たって、�がや故障、お�び破損の原因にな
�ます。

◎� 大�な音量でヘッドホン�イヤホンなど�使用�な�でく
�さ�。

� ��きな音を連続して聞くと、耳に障害を与える原因にな�
ます。

◎�	この製品は完全調整����すので、絶対に��、���絶対に��、�����、���
な�でく�さ�。

� 火災、感電、故障の原因にな�ます。
◎�	煙が���る、変なに���音がするなどの異常状態の�

�使用�な�でく�さ�。
� �そのまま使用すると、火災、感電、故障の原因にな�ます｡
� �すぐに電源を切�、煙が出なくなるのを確認してからお買
い上げの販売店、または弊社サポートセンターにお問い合
わせください。

◎�	赤ちゃん�小さな�子さ�の手が届�な�場所で使用、保
管��く�さ�。

� 感電、�がの原因にな�ます。

R 警告



安全�のご��
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ニッケル水素電�につ��
アルカリ電池に�いては、電池に記�されている注意事項をを
ご覧ください。ください。

�

◎  清掃する��は、シンナ��ベン�ン�絶対使用�な�で
く�さ�。

� �変色、塗料がはがれる原因になることが��ます。
� ��だ�はやわらかい�で、�れの�どいときは水で�めた�だ�はやわらかい�で、�れの�どいときは水で�めたはやわらかい�で、�れの�どいときは水で�めた
中性洗剤を少し含ませて�いてください。

◎ 本製品����ホ�リの��場所に置�な�でく�さ�。本製品����ホ�リの��場所に置�な�でく�さ�。����ホ�リの��場所に置�な�でく�さ�。
� 故障の原因になることが��ます。
◎  本製品��らつ�た�の����た�こ�など、�安定な本製品��らつ�た�の����た�こ�など、�安定な��らつ�た�の����た�こ�など、�安定な�こ�など、�安定ななど、�安定な

場所に置�な�でく�さ�。
� 落ちた�倒れた�して、�がの原因になることが��ます。
◎  指定以外の別売品�使用�な�でく�さ�。
  故障の原因になることが��ます。
◎  ハンドストラップ�ベルトクリップは確実に取り付け�く

�さ�。
� 落下に�る�が、本製品の破損の原因になることが��ます。
◎  長期間ご使用にならな���は、本製品の電源�切り、電

��取りはず��く�さ�。
� �本製品を使用しないときは、必ず電源スイッチを切ってく
ださい。
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◎  ニッケル水素電�は、火の�に投入�たり、���たり�ニッケル水素電�は、火の�に投入�たり、���たり�は、火の�に投入�たり、���たり�
な�でく�さ�。

� �ニッケル水素電池�部の�スに�火して、破�や火災などニッケル水素電池�部の�スに�火して、破�や火災など�部の�スに�火して、破�や火災など
の原因にな�ます。

◎  下記の事項�守らな��、破裂、発火�火災、発��発煙、
液もれ、感電、�けどの原因になり�す。

		�ニッケル水素電池の端子にハン�付�をしないでください。の端子にハン�付�をしないでください。
		�ニッケル水素電池の端子�を針金などの金属�で接続しなニッケル水素電池の端子�を針金などの金属�で接続しなの端子�を針金などの金属�で接続しな
いでください。

		�ネックレスなどの金属�とニッケル水素電池をいっし�にニッケル水素電池をいっし�にをいっし�にいっし�にに
持ち��だ�、�置した�しないでください。

		�ニッケル水素電池は、水や�水に��た�、ぬらした�しニッケル水素電池は、水や�水に��た�、ぬらした�しは、水や�水に��た�、ぬらした�し
ないでください。

		�弊社指�の充電器での充電、お�び受信機の使用に�いて受信機の使用に�いて機の使用に�いて
厳しい検査をしていますので、弊社指�以�の受信機や充受信機や充機や充
電器で使用した�、それ以�の用途には使用した�しない
でください。

		�ニッケル水素電池からもれ出した液が目に入ったときは、ニッケル水素電池からもれ出した液が目に入ったときは、からもれ出した液が目に入ったときは、
こすらないでください。

�� �失明のおそれが��ますので、すぐにきれいな水で洗った
�と、ただちに医師の治療を受�てください。

		�ニッケル水素電池は、��に�解や��をしないでください。は、��に�解や��をしないでください。��に�解や��をしないでください。�解や��をしないでください。

R 危険

R ��



安全�のご��

�x

◎  ニッケル水素電��らもれ��た液が�����に付��ニッケル水素電��らもれ��た液が�����に付���らもれ��た液が�����に付����た液が�����に付��た液が�����に付��
た��は、�置�な�でく�さ�。

� �皮膚に障害を与えるおそれが��ますので、すぐにきれい
な水で洗い流してください。

◎  ニッケル水素電�は、�れた状態で��指定の受信機に�ニッケル水素電�は、�れた状態で��指定の受信機に�は、�れた状態で��指定の受信機に�受信機に�機に�に��
��な�でく�さ�。

� �受信機の電源端子接�部に水や�水が付着すると、故障の受信機の電源端子接�部に水や�水が付着すると、故障の機の電源端子接�部に水や�水が付着すると、故障の
原因にな�ます。

◎  赤ちゃん�小さな�子さ�の手が届�な�場所で使用、保
管��く�さ�。

� 発熱、感電、�が、故障の原因にな�ます。

■�ニッケル水素電池に�いて（�づき�ニッケル水素電池に�いて（�づき�に�いて（�づき�

◎  ��プ�巻�つけたり、�工�たり�な�でく�さ�。
� �ニッケル水素電池�部から�スが発生することが��、破ニッケル水素電池�部から�スが発生することが��、破から�スが発生することが��、破、破破
�、発熱、液もれの原因にな�ます。、液もれの原因にな�ます。の原因にな�ます。

R 危険

◎  ニッケル水素電�の使用���電�、�たは保管�などに、ニッケル水素電�の使用���電�、�たは保管�などに、の使用���電�、�たは保管�などに、
�つもより発����るなど異常�感じられた��は、使
用�な�で�����の販売店、�たは��サポ�トセン
��に�問�合わせく�さ�。

� �そのまま使用すると、ニッケル水素電池の破�、発熱、液ニッケル水素電池の破�、発熱、液の破�、発熱、液
もれ、故障の原因にな�ます。

◎  ニッケル水素電��電子�ン�����などに入れたり、ニッケル水素電��電子�ン�����などに入れたり、�電子�ン�����などに入れたり、
電磁調理器の�に置�たり�な�でく�さ�。

� �破�、発火や火災、発熱や発煙の原因にな�ます。
◎  指定の�電時間以�、�電�な�でく�さ�。
� �満充電後、すぐに再充電を繰�返すと、過充電にな�、ニッニッ
ケル水素電池の破�、発熱、液もれの原因にな�ます。の破�、発熱、液もれの原因にな�ます。

◎  指定の�電時間�超え�も�電�完了�な���は、た�
ちに�電��止��く�さ�。

� �破�、発火や火災、発熱や発煙の原因にな�ます。

R 警告

◎��コンクリートなどの堅い床に落とした�するなど、強い衝
撃を与えた�、投げ付�た�しないでください。

� ��観上、�び割れや破損がない場合でも、�部で破損して
いることが��、その状態で使用を�づ�ると、破�、発
火や火災、発熱や発煙の原因にな�ます。

◎��火やストーブのそば、車�や炎天下など、高温になる場所
で充電しないでください。

� �保護装置が動作して、充電できなくなった�、保護装置を
破損した�して、破�、発煙、発火や火災、や�どの原因
にな�ます。

R ��
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�電器につ��(���1��)(���1��)�

����1��(�ッ�リ��ャ��ャ�)は������用の�電器です。�ッ�リ��ャ��ャ�)は������用の�電器です。)は������用の�電器です。は������用の�電器です。������用の�電器です。�用の�電器です。�電器です。器です。。
◎  下記の事項�守らな��、破裂、発火�火災、発�、液も

れ、感電、けが、故障の原因になり�す。
		�BC-196、別売品のBC-194、CP-18以�のものを使用し、別売品のBC-194、CP-18以�のものを使用しBC-194、CP-18以�のものを使用し、CP-18以�のものを使用しCP-18以�のものを使用し
ないでください。

		�本製品以�の受信機は、充電しないでください。本製品以�の受信機は、充電しないでください。以�の受信機は、充電しないでください。受信機は、充電しないでください。は、充電しないでください。
		�BC-196以�の充電器は、使用しないでください。充電器は、使用しないでください。は、使用しないでください。
			乾電池、または指�以�の充電式電池を充電しないでくだ
さい。

		���に�解や��をしないでください。��に�解や��をしないでください。�解や��をしないでください。
�� また、ご自�で修理しないでください。

◎  火�スト�ブのそば、車内�炎天下など、��℃�超える
環境で�置、�たは使用�な�でく�さ�。

�� �ニッケル水素電池の性�や寿命が低下した�、破�、発煙、
発火や火災、液もれ、や�どの原因にな�ます。

◎  �℃�4�℃以外の環境では�電�な�でく�さ�。
�� �周囲や本体の温�が���4��以�の環境では、充電されや本体の温�が���4��以�の環境では、充電され温�が���4��以�の環境では、充電され
ないことが��ます。

◎  下記の事項�守らな��、ニッケル水素電�の性能���ニッケル水素電�の性能���の性能���
�低下させる原因になるこ�があり�す。

			ニッケル水素電��完全に使�切った状態で長期間�置��完全に使�切った状態で長期間�置�
な�でく�さ�。

�� �長期�ニッケル水素電池を保管する場合は、ニッケル水素ニッケル水素電池を保管する場合は、ニッケル水素を保管する場合は、ニッケル水素ニッケル水素
電池を満充電にしてから、受信機から取�はずして保管しから、受信機から取�はずして保管し受信機から取�はずして保管し機から取�はずして保管し
てください。

		�−�℃�＋��℃以�の環境で使用しないでください。
◎  本製品�長期間使用�な�場合はニッケル水素電��取りニッケル水素電��取り�取り

はず�、下記の温度範囲で��の少な�場所に保管��く
�さ�。

�� ニッケル水素電池の発熱、サビの原因になることが��ます。電池の発熱、サビの原因になることが��ます。
   ・1��以内 �−2��＋4�℃��以内 �−2��＋4�℃以内 �−2��＋4�℃
   ・���以内 �−2��＋��℃��以内 �−2��＋��℃以内  �−2��＋��℃
   ・約1年 �−2��＋2�℃ *
�� 　�6ヵ月ごとに充電することをおすすめします。　�6ヵ月ごとに充電することをおすすめします。

R �� R 危険
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◎  下記の事項�守らな��、火災、液もれ、発�、感電、故
障の原因になるこ�があり�す。

		�電池を満充電した�とも連続で充電した�、�時�使用後電池を満充電した�とも連続で充電した�、�時�使用後を満充電した�とも連続で充電した�、�時�使用後
の再充電を繰�返した�しないでください。

		�湿気やホコリの多い場所、風通しの悪い場所に置かないで
ください。

		�電源ケーブルを抜き差しするときは、電源ケーブルを�っ
張らないでください。

		�充電後や充電しないときは、ACコンセントから充電器充電器
(BC-196�、またはDC(1�V�16V�ジャックから弊社指�の、またはDC(1�V�16V�ジャックから弊社指�のまたはDC(1�V�16V�ジャックから弊社指�の�16V�ジャックから弊社指�の16V�ジャックから弊社指�の
ケーブル(CP-18�を抜いてください。

		�直射�光の当たる場所やヒーター、クーラーの吹き出し口
など、温�変化の激しい場所には�置しないでください。

◎  清掃する��は、シンナ��ベン�ン�絶対に使用�な�
でく�さ�。

�� �ケースが変�した�、塗装がはがれた�する原因になるこケースが変�した�、塗装がはがれた�する原因になるこが変�した�、塗装がはがれた�する原因になるこ
とが��ます。

�� ��だ�はやわらかい�で、�れの�どいときは水で�めた�だ�はやわらかい�で、�れの�どいときは水で�めたはやわらかい�で、�れの�どいときは水で�めた
中性洗剤を少し含ませて�いてください。

R ��

■�充電器に�いて(BC-196� �づき充電器に�いて(BC-196� �づきに�いて(BC-196� �づき��づき�づき

◎  下記の事項�守らな��、火災、発�、感電、けが、故障
の原因になり�す。

		�充電器に水を入れた�、ぬらした�しないでください。
�� また、水にぬれたときは、使用しないでください。
		ぬれた手で電源プラ�や機器に��触れないでください。
		�電源ケーブルの上に重い物を�せた�、��だ�しないで、��だ�しないでしないで
ください。

		�電源ケーブルを加工した�、無理に曲げた�、ねじった�、
�っ張った�、加熱した�しないでください。

		�充電器の充電端子接�部に金属�を差し込まないでくだ
さい。

		�電源ケーブルが傷�いた�、ACコンセントの差し込みがゆ
る�だ�するときは使用しないでください。

		�赤ちゃ�や小さなお子さまの手が届かない場所で使用、保
管してください。

		�万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状
態のまま使用しないでください。

�� �すぐにACコンセントから電源ケーブルを抜き、煙が出な
くなるのを確認してからお買い上げ販売店、または弊社サ
ポートセンターにお問い合わせください。

R 警告



ご使用の前に 1

1

付属品の取り付け�た�
ハンドストラップ�取り付ける

受信時や持ち歩くときに、手首に通しておくと、落とした�
しないで安全です。

ベルトクリップ�取り付ける
「��ッ｣と音がするまで、本体背面の取�付�部にはめ込�
でください。
取�はずすときは、レバーを［q］の方向に押し下げ、［w］の方
向にスライドさせます。

D

D

ハンドストラップ
(付属品)

ベルトクリップ(付属品)

ベルトクリップ

この部分を持って回す

アンテナ(付属品)

ゴムキャップ

q

w

ハンドストラップ
(付属品)

ベルトクリップ(付属品)

ベルトクリップ

この部分を持って回す

アンテナ(付属品)

ゴムキャップ

q

w

1

アン�ナ�取り付ける
取�付�るときは、アンテナ(付属品�の根元を持って時計まわ
�に手で締まる程�まで�します。
取�はずすときは、アンテナの根元を持って反時計まわ�に
�します。
※ゴムキャップの上から取�付�てください。
※�別売品のAD-9�SMAを使用すれば、BNC接栓の�部アン
テナも接続できます。(+P78�

D

ハンドストラップ
(付属品)

ベルトクリップ(付属品)

ベルトクリップ

この部分を持って回す

アンテナ(付属品)

ゴムキャップ

q

w

【ご参考�
�アンテナコネクターは、SMA�を使用しています。は、SMA�を使用しています。SMA�を使用しています。使用しています。しています。
付属品のアンテナでも��な受信感�が��ますが、低い周
波数帯や�用する場所に��受信しにくい場合が��ます。
市販のアンテナをご使用になると受信性�が�くなる場合
が��ますので、販売店にご相談ください。

R警告
アン�ナ�ハンドストラップ�
持っ�本製品�振り回�たり、
投�たり�な�でく�さ�。
本人や他人に当たって、�がや故
障、お�び破損の原因にな�ます。



電源につ��2

2

電�の運用時間につ��
�¡		ニッケル水素(���)電�は、連�受信で約1�時間運用で(���)電�は、連�受信で約1�時間運用で���)電�は、連�受信で約1�時間運用で)電�は、連�受信で約1�時間運用で電�は、連�受信で約1�時間運用で1�時間運用で時間運用で

��す。
¡  アル�リ(���)電�は、連�受信で約1�時間運用で��す。
� (FMラジ�受信時で、音�出力約5�m�で�用した場合�ラジ�受信時で、音�出力約5�m�で�用した場合�5�m�で�用した場合�で�用した場合��

使用条件やアルカリ電池の種�(製�元など�に��､�用時�
が異なることが��ますので､ご注意ください。
※�アルカリ電池の特性に��､低温では�用時�が�くな�
ます｡

電�の交換時期につ��
電池の�量が残�少なくなると、電
池マークが半�にな�ます。
さらに�量が少なくなると、表示が
消えた�(電源が切れた��、�ィスプレイ全体が��、または(電源が切れた��、�ィスプレイ全体が��、または電源が切れた��、�ィスプレイ全体が��、または�、�ィスプレイ全体が��、または、�ィスプレイ全体が��、または
表示が全体的に�くなってきます。
この�うなとき、ニッケル水素電池の場合は充電してください。
また、アルカリ電池の場合はすべて同じ種�の新しいアルカリ
電池と交換してください。

D

D

電�の入れ�た
電�����はずす

電池カバーの止め具をはずして、電池カバーを取�はずします。

電��入れる
電池の極性+(プラス�、_(マイナス�に注意して、電池(�本�を
入れます。
�本製品には、充電式電池(ニッケル水素電池�、または乾電池(ア本製品には、充電式電池(ニッケル水素電池�、または乾電池(ア
ルカリ電池�がご使用になれます。

�
D

D

止め具

電池残量表示

AC100V
コンセントへ

外部電源
ジャックへ
接続
[DC4.5V]

IC-R6

�バッテリーチャージャー
  （BC-196）

�シガレットライターケーブル
  （CP-18) DC12V系

自動車の
シガレットライター
ソケットへ

[受信機＋ニッケル水素電池]

BC-194(別売品)
充電スタンドCP-18

シガレット
ライターソケット
も接続可能

バッテリー
チャージャー
(BC-196)

固定用両面シール（BC-194に付属）
※半分に切るなどしてお使いください

クッションシート
（BC-194に付属）

アース用ネジ
平ワッシャー

（BC-194に付属）

AC100V
コンセントへ

ヒューズ　5A

止め具

電池残量表示

AC100V
コンセントへ

外部電源
ジャックへ
接続
[DC4.5V]

IC-R6

�バッテリーチャージャー
  （BC-196）

�シガレットライターケーブル
  （CP-18) DC12V系

自動車の
シガレットライター
ソケットへ

[受信機＋ニッケル水素電池]

BC-194(別売品)
充電スタンドCP-18

シガレット
ライターソケット
も接続可能

バッテリー
チャージャー
(BC-196)

固定用両面シール（BC-194に付属）
※半分に切るなどしてお使いください

クッションシート
（BC-194に付属）

アース用ネジ
平ワッシャー

（BC-194に付属）

AC100V
コンセントへ

ヒューズ　5A

止め具

電池残量表示

AC100V
コンセントへ

外部電源
ジャックへ
接続
[DC4.5V]

IC-R6

�バッテリーチャージャー
  （BC-196）

�シガレットライターケーブル
  （CP-18) DC12V系

自動車の
シガレットライター
ソケットへ

[受信機＋ニッケル水素電池]

BC-194(別売品)
充電スタンドCP-18

シガレット
ライターソケット
も接続可能

バッテリー
チャージャー
(BC-196)

固定用両面シール（BC-194に付属）
※半分に切るなどしてお使いください

クッションシート
（BC-194に付属）

アース用ネジ
平ワッシャー

（BC-194に付属）

AC100V
コンセントへ

ヒューズ　5A

【ご参考に�
電池は、気温が低下するほど�量の減少が著しくな�ます。
使用できる温�の下�は、一般的に−1��とされています。
寒冷地でご使用になる場合は、電池を��に保温しながら電池を��に保温しながらを��に保温しながら
ご使用ください。
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電��正�くご使用�た�くために
◎�電池の極性(+と_�に､ご注意ください。
◎�電池を交換するときは、必ず電源を切ってください。
◎�ニッケル水素電池、アルカリ電池は、同じ製�元の同一�
量のものを使用してください。

◎�電池の電�が、本製品の動作範囲以下になると、電源が切電池の電�が、本製品の動作範囲以下になると、電源が切の電�が、本製品の動作範囲以下になると、電源が切
れます。

◎�電池端子部にゴミやホコリが付着すると、正常に使用でき
ないことが��ます。

　各端子は、乾いた�などで�期的にお手入れしてください。
◎�使用しないときは、電池を取�はずして保管してください。はずして保管してください。して保管してください。
◎�ニッケル水素電池は消�品ですので、充電と�電を繰�返ニッケル水素電池は消�品ですので、充電と�電を繰�返は消�品ですので、充電と�電を繰�返ので、充電と�電を繰�返、充電と�電を繰�返
す�数が多くなってくると�用時�が�くなってきます。

　��用時�が極端に�くなったときや、電源が入らなくなっや、電源が入らなくなっ
たときは、寿命ですので、新しいニッケル水素電池をご�寿命ですので、新しいニッケル水素電池をご�ニッケル水素電池をご�をご�
入ください。

◎�電池に記�されている注意事項も、併せてお読みいただき、
正しくご使用ください。

D

【�願��
使用済みの充電式電池は、+(プラス�とプラス�と�とと_(マイナス�の端子マイナス�の端子�の端子の端子
にテープなどを貼�、��してから、充電式電池のリサイ、��してから、充電式電池のリサイ��してから、充電式電池のリサイ
クル協力店にご持参ください。

【ご参考�
接触不良を�ぐために、電池の端子を乾いた�などで�期電池の端子を乾いた�などで�期の端子を乾いた�などで�期
的に清掃されることをおすすめします。



ニッケル水素電�の�電の��た
ニッケル水素電�は、��時の状態では��な�電がされ�は、��時の状態では��な�電がされ�
��せん。
ご使用の前に、必ず�電��く�さ�。
※ �電�ながら、受信するこ�もで��す。�電�ながら、受信するこ�もで��す。

	ニッケル水素電�
� �量：14��mAh ��本14��mAh ��本���本��本本

	�ッ�リ��ャ��ャ�(���1��)
� 入力電�：AC1��V、5�/6�H�AC1��V、5�/6�H�、5�/6�H�5�/6�H�
� 出力電�：DC4.5V、�.3ADC4.5V、�.3A、�.3A�.3A

	シガ�ットライ��ケ�ブル（�P�18)
� 入力電�：DC1��16VDC1��16V�16V16V
� 出力電�：DC6V、1.5ADC6V、1.5A、1.5A1.5A

�
接�につ��

�電の��た
q��ニッケル水素電池(�3形�を装着します。ニッケル水素電池(�3形�を装着します。(�3形�を装着します。�3形�を装着します。�を装着します。を装着します。
� ※�電池電�(�本の合計電��が1V以下の場合、または充電電池電�(�本の合計電��が1V以下の場合、または充電(�本の合計電��が1V以下の場合、または充電本の合計電��が1V以下の場合、または充電�が1V以下の場合、または充電が1V以下の場合、または充電1V以下の場合、または充電以下の場合、または充電

機�が動作しない場合は充電しませ�。((+P6�
� ※�充電しながら受信する場合は、電源を入れます。((+P14�

D

D
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[受信機＋ニッケル水素電池]

BC-194(別売品)
充電スタンドCP-18

シガレット
ライターソケット
も接続可能
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(BC-196)

固定用両面シール（BC-194に付属）
※半分に切るなどしてお使いください
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平ワッシャー

（BC-194に付属）

AC100V
コンセントへ

ヒューズ　5A

�

R��
ニッケル水素電��完全に使�切った状態で長期間�置��完全に使�切った状態で長期間�置�
な�でく�さ�。
�長期�電池を保管する場合は、電池が満充電になってから、電池を保管する場合は、電池が満充電になってから、を保管する場合は、電池が満充電になってから、電池が満充電になってから、が満充電になってから、満充電になってから、になってから、
受信機から取�はずして保管してください。から取�はずして保管してください。
保管期�と温�範囲に�いては、xページをご覧ください。

R危険
◎		乾電池、または指�以�の充電式電池を充電しないでくだ
さい。

◎	弊社指�以�の充電器で充電しないでください。
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w��4ページの接続図を参�にして、�部電源ジャックへ�部4ページの接続図を参�にして、�部電源ジャックへ�部
電源(BC-196、またはCP-18�を接続します。(BC-196、またはCP-18�を接続します。BC-196、またはCP-18�を接続します。CP-18�を接続します。を接続します。

� ��ィスプレイに「Ni�� N｣を表示
して、ビープ音が鳴�ます。

e��[D�AL]を�して、「Ni�� Y｣を
選択します。

r��[�AND]を押すと、�ィスプレイ
に「��G  N｣を表示して、ビープ
音が鳴�ます。

t��[D�AL]を�して、「��G  Y｣を選
択します。

y��[�AND]を押すと、充電を開始します。
� �充電開始とともに充電時�をカ�ントして、約15時�で充電開始とともに充電時�をカ�ントして、約15時�で15時�で時�で
充電を停止します。(充電中は下記の�うに電池マークが�(充電中は下記の�うに電池マークが�充電中は下記の�うに電池マークが�
�します。��

※充電�了後は、電池マークお�び充電�了後は、電池マークお�び｢��A�GE｣が消えます。
※��本製品は、約15時�の充電�了後から�量電気の消�を�本製品は、約15時�の充電�了後から�量電気の消�を�
ぐため、少しず�充電して常に満充電の状態にする充電方
法を初期��しています。((+P6��

　�このとき、約15時�の充電�了後から、電池マークお�び
｢��A�GE｣は表示しませ�。

充電中の電池マークの表示

[DIAL]

[BAND]

外部電源
ジャック

電源OFF時の充電中の表示 電源ON時の充電中の表示

〈�電時間は、約1�時間です。〉

【ご���ご����
※��下記手順下記手順wから手順yの各操作を、1��以�で操作して1��以�で操作して�以�で操作して
ください。

� �1���操作をしなかった場合は、接続前の表示に��、充��操作をしなかった場合は、接続前の表示に��、充
電しませ�。

� �充電を再開する場合は、電池を本製品から��以上はずし本製品から��以上はずしから��以上はずし��以上はずし�以上はずし
て、再セットし、手順wから操作してください。

※��アルカリ電池を装着し、アルカリ電池を装着し、BC-196、またはCP-18を接続し
て受信するときは、必ず「Ni�� N｣を選択して、[�AND]
を押してください。
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ニッケル水素電池の充電のしかた(�づき��

※�充電機�は、電源の充電機�は、電源の“ON/OFF”に関係なく動作します。
※��充電中に�部電源(BC-196、またはCP-18�がはずれた場充電中に�部電源(BC-196、またはCP-18�がはずれた場(BC-196、またはCP-18�がはずれた場、またはCP-18�がはずれた場CP-18�がはずれた場がはずれた場
合、約1�以�で�れば、再��部電源を接続すると�続1�以�で�れば、再��部電源を接続すると�続�以�で�れば、再��部電源を接続すると�続
して充電を再開します。

※��充電中に接続した�部電源(BC-196、またはCP-18�が一充電中に接続した�部電源(BC-196、またはCP-18�が一(BC-196、またはCP-18�が一、またはCP-18�が一CP-18�が一が一
時的に電�降下したときも、約1�以�で�れば、�続し1�以�で�れば、�続し�以�で�れば、�続し
て充電を再開します。

� �なお、1�以上�過すると充電時�をリセットして、充電なお、1�以上�過すると充電時�をリセットして、充電1�以上�過すると充電時�をリセットして、充電�以上�過すると充電時�をリセットして、充電
を再開します。

※��充電を中止または変�するときは、�部電源ジャックに接充電を中止または変�するときは、�部電源ジャックに接または変�するときは、�部電源ジャックに接、�部電源ジャックに接
続しているBC-196、またはCP-18をはずしてください。BC-196、またはCP-18をはずしてください。、またはCP-18をはずしてください。CP-18をはずしてください。をはずしてください。

� �その後、電池を本製品から��以上はずして、再セットし、その後、電池を本製品から��以上はずして、再セットし、電池を本製品から��以上はずして、再セットし、本製品から��以上はずして、再セットし、から��以上はずして、再セットし、��以上はずして、再セットし、�以上はずして、再セットし、
｢�電の��た｣�電の��た｣｣(+P5�にしたがって操作してください。にしたがって操作してください。

※�充電時�は、約15時�ですが、充電温�範囲（���
4��）�になると、電池マーク全体が��し、一時停止し
ます。

� �この�うな場合は、一時停止した時�だ�充電時�が長く
な�ます。

�電につ��のご��
◎�アル�リ電�使用時は、���1��、�たは�P�18�接��、�たは�P�18�接���P�18�接��

�、絶対に�電�な�でく�さ�。
� �液もれ�発�により、本製品に重大な破損�与えるこ�が

あり�す。
◎���車など�4Vのバッテリーをご使用の場合は、CP-18の��車など�4Vのバッテリーをご使用の場合は、CP-18の�4Vのバッテリーをご使用の場合は、CP-18ののバッテリーをご使用の場合は、CP-18のCP-18のの
ほかにDC-DCコンバータ(�4Vを1�Vに変換�が必要です。DC-DCコンバータ(�4Vを1�Vに変換�が必要です。コンバータ(�4Vを1�Vに変換�が必要です。(�4Vを1�Vに変換�が必要です。を1�Vに変換�が必要です。1�Vに変換�が必要です。に変換�が必要です。�が必要です。が必要です。

� お買い上の販売店にご相談ください。
◎�CP-18はDC-DCコンバータを��しているため、常に�はDC-DCコンバータを��しているため、常に�DC-DCコンバータを��しているため、常に�コンバータを��しているため、常に�
電流が流れています。

� �車のバッテリーを保護するためにも使用しないときは、シ
�レットライターソケットからはずしてください。

◎�充電する前に、CP-18に供�する電�が前に、CP-18に供�する電�がCP-18に供�する電�がに供�する電�が供�する電�がD�12V�1�Vの
範囲�で�ることを確認してから接続してください。

◎�本製品の�用や充電をしないときは、�部電源(BC-196/
CP-18�を本製品から取�はずしてください。

◎�充電が�了した直後に、電源プラ�の抜き差しを繰�返す
などして再充電をしないでください。

◎�充電しても、 (電池残量表示�を3段階で示す充電中の
表示が、約1�後に消えるときは、ニッケル水素電池に異常
な場合が��ますので、取�はずしてお買い上げ販売店、ま
たは弊社サポートセンターにお問い合わせください。

◎��ご家庭のコンセントの電�(AC1��V�が極端に低くなった
ときは、正常に充電できないことが��ます。

D

※��電池電�(�本の合計電��が1V以下の場合、電池電�(�本の合計電��が1V以下の場合、(�本の合計電��が1V以下の場合、本の合計電��が1V以下の場合、�が1V以下の場合、が1V以下の場合、1V以下の場合、以下の場合、または充電
機�が動作しない場合は充電しませ�。

� �このときは、電池を本製品から��以上はずして、再セッこのときは、電池を本製品から��以上はずして、再セッ電池を本製品から��以上はずして、再セッ本製品から��以上はずして、再セッから��以上はずして、再セッ��以上はずして、再セッ�以上はずして、再セッ
トし、[FUN�]を押しながら�部電源(BC-196、または(BC-196、または、または
CP-18�を接続してください。を接続してください。

� �その後、その後、｢�電の��た｣�電の��た｣｣(+P5�にしたがって操作してくにしたがって操作してく
ださい。
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◎�ニッケル水素電池が満充電になった�と、�き�づき充電ニッケル水素電池が満充電になった�と、�き�づき充電が満充電になった�と、�き�づき充電�と、�き�づき充電、�き�づき充電�づき充電き充電
した�、�時��用後に再充電した�することは、みか�に再充電した�することは、みか�再充電した�することは、みか�した�することは、みか�は、みか�
上電池の�量が低下した状態となるだ�でなく、過充電に
なって電池の破�、発熱、液もれの原因にな�ます。この
�うなときは、�全に�電(通常の�用�した�と、再充電(通常の�用�した�と、再充電通常の�用�した�と、再充電�した�と、再充電した�と、再充電
してください。

���1�4（�ッ�リ��ャ��ャ�ス�ンド）の接�
�ッ�リ��ャ��ャ�����1�4へ接��、本製品�本製品��
���1�4へ���た状態で�電、�たは受信で��す。���た状態で�電、�たは受信で��す。、�たは受信で��す。で��す。
※��充電の操作に�いては、充電の操作に�いては、｢�電の��た｣�電の��た｣｣(+P4�にしたがっにしたがっ
て操作してください。

※�アースを接続すると、電源からのノイズの影響を軽減でき
ることが��ます。

D

【ご���ご����
�ス管や�電管、水道管に��アースを取らないでください。
火災、感電、故障の原因にな�ます。。
アースは市販のアース棒や銅板を使用してください。
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�P�18の����交換の��たの����交換の��た
別売品のCP-18には、5Aのヒューズが��されています。CP-18には、5Aのヒューズが��されています。には、5Aのヒューズが��されています。5Aのヒューズが��されています。のヒューズが��されています。
ヒューズが切れたときは、下図の方法で同じ�量の新しい
ヒューズと交換してください。

※��交換するときは、小さな部品をなくさない�うにご注意く交換するときは、小さな部品をなくさない�うにご注意く
ださい。

�
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各部の名称�機能 �

�

w	V/� S��W  キ�[V/�][V/�]
➥	 キーを押すごとに、VFO�ードと��リー�ードVFO�ードと��リー�ード�ードと��リー�ード
を切�替えます。((+P19�

� ➥	キーを長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押すと、セレク(�ッ、�ーと鳴るまで�押すと、セレク�ッ、�ーと鳴るまで�押すと、セレク�押すと、セレク押すと、セレク
� � 　ト��リーライト状態にな�ます。((+P�6�
	 	 	➥	VFO�ード時、[FUN�]を押しながら[ ](V/�)

を押すと、PS�IP(周波数スキップ�の指�をPS�IP(周波数スキップ�の指�を周波数スキップ�の指�を�の指�をの指�を“ON/
OFF”します。((+P39�

	 	 	➥	��リー�ード時、[FUN�]を押しながら[ ] 
(V/�)を押 すと、PS�IP(周 波 数 ス キ ッ プ�/PS�IP(周 波 数 ス キ ッ プ�/周 波 数 ス キ ッ プ�/�//
S�IP(��リースキップ�/OFF(スキップ��なし�(��リースキップ�/OFF(スキップ��なし���リースキップ�/OFF(スキップ��なし��/OFF(スキップ��なし�/OFF(スキップ��なし�
の指�を切�替えます。((+P41�

e 外部電源�ャック(D�4��V)(D�4��V)
� �バッテリーチャージャー(BC-196�またはシ�レットライバッテリーチャージャー(BC-196�またはシ�レットライ(BC-196�またはシ�レットライまたはシ�レットライ
ターケーブル（CP-18�を接続するジャックです。(CP-18�を接続するジャックです。(を接続するジャックです。((+P4�

� ※��部電源に�る�用、またはニッケル水素電池の充電に�部電源に�る�用、またはニッケル水素電池の充電に
使用できます。

r	�ODE S�AN  キ�[�ODE]
➥		キーを押すごとに、受信�ード(電波�式�を切�替
えます。(+P15�

	 ➥	 キーを長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押すと、各種
� � �　スキャンの選択画面を表示します。(+P38、P39、P4��
	 	 	➥	[FUN�]を押しながら[ ](�ODE)を押すと、

トーンスキャンがスタートします。((+P67�

�面/�面/前面パネル/�面/前面パネル�面/前面パネル/前面パネル前面パネル

q	PW�(電源)キ�[電源)キ�[)キ�[キ�[[ ]
� �長く(約1��押すごとに電源を長く(約1��押すごとに電源を(約1��押すごとに電源を約1��押すごとに電源を1��押すごとに電源を��押すごとに電源を�押すごとに電源を押すごとに電源を“ON/OFF”します。
� ((+P14�
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t	TS SET  キ�[TS]
➥ キーを押すと、チューニン�ステップ(TS�の��(TS�の��の��
状態にな�ます。((+P�1�

	 ➥	 キーを長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押すと、SET(�ッ、�ーと鳴るまで�押すと、SET�ッ、�ーと鳴るまで�押すと、SET�押すと、SET押すと、SETSET
�ードの状態にな�ます。((+P48�

� � 	 ➥	[FUN�]を押 しながら [ ](TS)を押 すと、
[D�AL]と[Y]/[Z]に割�当てている機�を入れ
替えます。((+P�3�

y	D�AL(�イヤル)���[D�AL]�イヤル)���[D�AL])���[D�AL]���[D�AL][D�AL]
� �VFO�ードでは周波数の��、��リー�ードでは�ードでは周波数の��、��リー�ードでは

��リーチャンネルを呼び出します。
(+P16、P�5�、P�5��5�
�また、スキャン方向の変�などにも使用します。また、スキャン方向の変�などにも使用します。

� � (+P35�

u	イヤホン�ャック[SP]
� 別売品のイヤホンを接続するジャックです。((+P78�
� �本製品をク�ーニン�するときは、ク�ーニン�ケーブル
を接続します。((+P69�

i	アン�ナ�ネク��
� 付属品のアンテナを接続するコネクターです。(+P1�
� ※�別売品のAD-9�SMAを使用すれば、BNC接栓の�部ア

ンテナも接続できます。(+P78�

10

� 各部の名称�機能

■上面/側面/前面パネル(�づき�上面/側面/前面パネル(�づき�/側面/前面パネル(�づき�側面/前面パネル(�づき�/前面パネル(�づき�前面パネル(�づき�(�づき��づき��

w

q

e

t

r

y

u

i

o

!0

!1

!2

ディスプレイ

o

i

!5
!0

!3 !2 !1!4

q w e yr t u



o	FUN�キ�[FUN�]キ�[FUN�][FUN�]
�[FUN�]を押しながら、該当するキーや[D�AL]を
操作すると、各種機�が動作します。

�� 	VFOモ�ド時モ�ド時
	 		 	[FUN�]を押しながら[D�AL]を�すと、��している

周波数ステップで周波数をアップまたは��ンします。
� �� �(初期���：1MH�ステップ�(初期���：1MH�ステップ�(1MH�ステップ�(ステップ�(�(+P���

   メモリ�モ�ド時メモリ�モ�ド時
	 		 	[FUN�]を押しながら[D�AL]を�すと、M-CHを1�CHM-CHを1�CHを1�CH1�CH

ステップでアップまたは��ンします。

   SETモ�ド時SETモ�ド時
� �� �[FUN�]を押しながら[D�AL]を�すと、SET�ードの�SET�ードの��ードの�

���を選択します。((+P48�

!0	SQL(スケル�)キ�[SQL]スケル�)キ�[SQL])キ�[SQL]キ�[SQL][SQL]
➥		キーを押している�いだ、スケルチを開いて受信
します。(�ニター機��((�ニター機��(�ニター機��(�(+P���

�　※キーを押しながら　※キーを押しながら※�キーを押しながらキーを押しながら[D�AL]を�すと、スケルチ
レベルを変�できます。((+P15�

	 	 ➥	[FUN�]を押しながら[ ](SQL)を押すと、アッ
テネーター(ATT�機�を(ATT�機�を機�を“ON/OFF”します。

� � 　((+P�1�

!1	音量アップ/��ンキ�[/��ンキ�[��ンキ�[[Y]/[Z]
�音量レベルをアップまたは��ンします。音量レベルをアップまたは��ンします。
※�[Y]または [Z]を押しながら [D�AL]を�しても
調整できます。((+P14�

!2	�AND   キ�[�AND][�AND]
➥��VFO�ード時は、受信バンドを切�替えます。�ード時は、受信バンドを切�替えます。

� 　((+P18�
� ➥����リー�ード時は、��リー�ード時の表示機��リー�ード時は、��リー�ード時の表示機�
� � �を切�替えます。((+P19�

� � � � �押すごとに、押すごとに、｢�ンク A｣�ンク A｣ A｣�｢�ンク �｣�｢�ンク�ンク �｣�｢�ンク �｣�｢�ンク�｢�ンク｢�ンク�ンク 
Y｣�｢オ�トメモリ�ライト用�ャンネル｣オ�トメモリ�ライト用�ャンネル｣｣�｢メメ
モリ�モ�ド｣｣と切�替えます。

� � � � ※�キーを押しながらキーを押しながら[D�AL]を�しても切�替え
ます。

� � � ➥�[FUN�]を押 しながら [ ](�AND)を長 く
(�ッ、�ーと鳴るまで�押すと、�ック機�を�ッ、�ーと鳴るまで�押すと、�ック機�を�押すと、�ック機�を押すと、�ック機�を
“ON/OFF”します。((+P�3�

� � � ➥	��リー�ード時、[FUN�]を押しながら [ ] 
(�AND)を押 すと、｢メ モ リ � モ � ド｣メ モ リ � モ � ド｣｣�｢� 
NA�E(バンクネーム�バンクネーム��｣�｢� NA�E(��リー��リー
ネーム��｣�｢������(チャンネル表示�チャンネル表示��｣と表示を
切�替えます。((+P3��

11

�各部の名称�機能

�
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� 各部の名称�機能

�ィスプ�イ

q 電��量��部電��量��部
� 電池の残量を表示します。電池の残量を表示します。
� �残量が少なくなると電池マークが半�にな�ます。残量が少なくなると電池マークが半�にな�ます。
� �※充電中は、電池マークが3段階に変化します。(※充電中は、電池マークが3段階に変化します。((+P5�

w	ロック��部
� �ック機�が動作中に表示します。(�ック機�が動作中に表示します。((+P�3�

e	��プ�ックス��部
� ��ュプレックス�ード(D�P�ュプレックス�ード(D�P(D�P−/D�P�を選択中に表示しまを選択中に表示しま
す。((+P63�

�
r�ト�ンスケル�/���ル��ドスケル���部/���ル��ドスケル���部���ル��ドスケル���部
� 各種トーン機�を��しているときに表示します。
� (+P37、P65�、P65�P65�
	�ST SQL�� CTCSSに�るポケットビープ機�に�るポケットビープ機�
	�T SQL� �トーンスケルチ機�
	�SDT�S�� DTCSに�るポケットビープ機�に�るポケットビープ機�
	�DT�S� � DTCSコードスケルチ機�コードスケルチ機�
	�T SQL��� � 逆トーンスケルチ機�
	�DT�S��� � 逆DTCSコードスケルチ機�
	�SQL� � 空線キャンセラー機�、MS�機�MS�機�機�

t�ボイススケル��ントロ�ル��部
� �ボイススケルチコント�ール機�の動作中を表示します。
(+P68�

y�オ�トメモリ�ライト用�ャンネル��部
� ��ート��リーライト用チャンネルを選択すると表示しま
す。((+P4��
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1�

�各部の名称�機能

u�スキップ��部
� �スキップ機�を表示します。(スキップ機�を表示します。((+P39、P41�、P41�P41�
	�SK�P� ���リースキップ
	�PSK�P� �プ��ラムスキップ

i プライオリ�ィ���部プライオリ�ィ���部
� �プライ�リティースキャンの動作中に表示します。((+P43�

o メモリ�モ�ド��部メモリ�モ�ド��部
� ��リー�ード状態を表示します。(��リー�ード状態を表示します。((+P19、P�5�、P�5�P�5�

!0 メモリ���部メモリ���部
� ���リーバンク、��リーチャンネル番号、SET�ードの項��リーバンク、��リーチャンネル番号、SET�ードの項SET�ードの項�ードの項
目などを表示します。

!1	Sメ�����部メ�����部
� 受信した信号の強さを表示します。(受信した信号の強さを表示します。((+P16�

!2 アッ�ネ�����部アッ�ネ�����部
� �アッテネーター(ATT�機�が動作中に表示します。アッテネーター(ATT�機�が動作中に表示します。(ATT�機�が動作中に表示します。機�が動作中に表示します。
� ((+P�1�

!3 �ODE��部��部
� 受信�ード(電波�式�を表示します。(受信�ード(電波�式�を表示します。((電波�式�を表示します。(電波�式�を表示します。(�を表示します。(を表示します。((+P15�

!4 VOL(ボリ���)��部ボリ���)��部)��部��部
� �[Y]/[Z]の音量調整と[D�AL]の周波数調整に割�当てて
いる機�が入れ替わったことを表示します。((+P�3�

� ��灯時は、�灯時は、[Y]/[Z]が周波数調整、[D�AL]が音量調整とし
て動作します。

!5 周波���部周波���部
� �受信周波数、��リー、バンクネーム、SET�ードの��な受信周波数、��リー、バンクネーム、SET�ードの��なSET�ードの��な�ードの��な
どを表示します。

� �SET�ード時は��項目と����を表示します。(�ード時は��項目と����を表示します。((+P48�

�



基本操�の��た�

1�

ア���ア�ンド�受信��みる
ア���ア�ンド(4����ンド)���する(4����ンド)���する�ンド)���する)���する���する

q��[ ]を長く(1�以上�押して、電源を(1�以上�押して、電源を�以上�押して、電源を�押して、電源を押して、電源を“�N”にします。
�� ※�電源を電源を“�FF”にするときは、再�[ ]を長く(1�以上�(1�以上��以上��

押します。
w��[V/�]を数�押して、VFO�ードにします。VFO�ードにします。�ードにします。
� ※�押すごとに、VFO�ードと��リー�ードを切�替えます。VFO�ードと��リー�ードを切�替えます。�ードと��リー�ードを切�替えます。
e��[�AND]を押して、アマチュアバンド(43�Mバンド�を選(43�Mバンド�を選バンド�を選�を選を選

択します。
� ※�押すごとに押すごとに ｢��(1�)｣�｢��｣�｢���｣�｢F�� �� �

(7��)｣�｢A��｣�｢144�｣�｢����｣�｢4���｣�
｢8���｣�｢12���｣�｢��(1�)｣と受信バンドが切
�替わ�ます。（+P18）

� ※�[�AND]を押しながら[D�AL]を�しても選択できます。

�
D 音量�調整する

[Y]/[Z]を押して、4�段階で音量を調整します。
(�ィスプレイが音量レベル表示にな�ます。��ィスプレイが音量レベル表示にな�ます。��
※押し�づ�ると、連続動作にな�ます。押し�づ�ると、連続動作にな�ます。
※�[Y]/[Z]を押しながら[D�AL]を�しても調整できます。
※�押すごとにビープ音が鳴�、音量の目安にな�ます。押すごとにビープ音が鳴�、音量の目安にな�ます。

���プ音の種類
� “ピッ”� ：�く押すキー操作が正しいとき：�く押すキー操作が正しいとき
� “ピッ、ピ�”� ：長く押すキー操作が正しいとき：長く押すキー操作が正しいとき
� “プッ”� ：キー操作が無�のとき：キー操作が無�のとき
� “ピッ ピピ ピピピピ”� ：��リー書き込み操作が正しいとき：��リー書き込み操作が正しいとき
※�BEEP(操作音�の音量を変�したいときは、SET�ードの

｢�EEPLV｣(��プ�ベルの設定)で変�できます。（+P51）

D

表　示 音量レベル
0(無音)
1～13
14～22
23～29
30～34
35～38
39(最大)

�印は、初期設定値(レベル19)

�

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

430Mバンド

AUTOモード

AUTO選択時

LEVEL9選択時(最大レベル)

FMモード

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

WFMモード

AMモード

受信する周波数を設定する

AMラジオ放送の周波数帯
を設定時
バーアンテナ選択

AMラジオ放送の周波数帯
以外の周波数を設定時
イヤホンアンテナ選択

信号を受信すると、
Sメーターが振れる

TV-CH表示 TVモード表示

[DIAL]を回すと設定してい
るチューニングステップにし
たがって周波数が変化する

SKIP表示
[DIAL]

約1秒後周波数表示に戻る

表　示 音量レベル
0(無音)
1～13
14～22
23～29
30～34
35～38
39(最大)

�印は、初期設定値(レベル19)

�

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

430Mバンド

AUTOモード

AUTO選択時

LEVEL9選択時(最大レベル)

FMモード

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

WFMモード

AMモード

受信する周波数を設定する

AMラジオ放送の周波数帯
を設定時
バーアンテナ選択

AMラジオ放送の周波数帯
以外の周波数を設定時
イヤホンアンテナ選択

信号を受信すると、
Sメーターが振れる

TV-CH表示 TVモード表示

[DIAL]を回すと設定してい
るチューニングステップにし
たがって周波数が変化する

SKIP表示
[DIAL]

約1秒後周波数表示に戻る



1�

�基本操�の��た

受信モ�ド(電波型�)�設定する(電波型�)�設定する電波型�)�設定する)�設定する�設定する
受信�ード(電波�式�は初期��で(電波�式�は初期��で電波�式�は初期��で�は初期��では初期��で｢AUTO｣に��しています。
｢AUTO｣選択時は、受信バンドごとに�く使われている、受
信�ードが選択されます。
※��受信�ードを変えるときは受信�ードを変えるときは[�ODE]を押して、選択しま

す。
※��押すごとに押すごとに｢AUTO｣�｢F�｣�｢WF�｣�｢A�｣�｢AUTO｣

と切�替えます。
※����した受信�ードは、受信中のバンドだ�に��です。��した受信�ードは、受信中のバンドだ�に��です。

D スケル��ベル�調整する
q��[SQL]を押しながら[D�AL]を1クリック�すと、���1クリック�すと、���クリック�すと、���

�しているスケルチレベルを表示します。
� ※�初期��で初期��で｢AUTO｣を��しています。
w��[SQL]を押しながら[D�AL]を�して、信号を受信してい

ない状態で雑音(ザー�が消える�に、スケルチレベルを調(ザー�が消える�に、スケルチレベルを調ザー�が消える�に、スケルチレベルを調�が消える�に、スケルチレベルを調が消える�に、スケルチレベルを調
整します。

� ��スケルチレベルスケルチレベル

� ��スケルチレベルの数�が小さいほど、�い信号でも受信スケルチレベルの数�が小さいほど、�い信号でも受信
することができます。

D

表　示 音量レベル
0(無音)
1～13
14～22
23～29
30～34
35～38
39(最大)

�印は、初期設定値(レベル19)

�

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

430Mバンド

AUTOモード

AUTO選択時

LEVEL9選択時(最大レベル)

FMモード

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

WFMモード

AMモード

受信する周波数を設定する

AMラジオ放送の周波数帯
を設定時
バーアンテナ選択

AMラジオ放送の周波数帯
以外の周波数を設定時
イヤホンアンテナ選択

信号を受信すると、
Sメーターが振れる

TV-CH表示 TVモード表示

[DIAL]を回すと設定してい
るチューニングステップにし
たがって周波数が変化する

SKIP表示
[DIAL]

約1秒後周波数表示に戻る

表　示 音量レベル
0(無音)
1～13
14～22
23～29
30～34
35～38
39(最大)

�印は、初期設定値(レベル19)

�

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

430Mバンド

AUTOモード

AUTO選択時

LEVEL9選択時(最大レベル)

FMモード

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

WFMモード

AMモード

受信する周波数を設定する

AMラジオ放送の周波数帯
を設定時
バーアンテナ選択

AMラジオ放送の周波数帯
以外の周波数を設定時
イヤホンアンテナ選択

信号を受信すると、
Sメーターが振れる

TV-CH表示 TVモード表示

[DIAL]を回すと設定してい
るチューニングステップにし
たがって周波数が変化する

SKIP表示
[DIAL]

約1秒後周波数表示に戻る

�OPEN(開��開��� A�TO(自動� LEVEL1 LEVEL� LEVEL3 LEVEL4

LEVEL5 LEVEL6 LEVEL7 LEVEL8 LEVEL9



1�

� 基本操�の��た

■ アマチュアバンドを受信してみる(�づき��アマチュアバンドを受信してみる(�づき�(�づき��づき��

周波��設定する
q��[V/�]を数�押して、VFO�ードにします。VFO�ードにします。�ードにします。
w��[D�AL]を�して、受信する周波数を��します。
� ※��アマチュアバンドのチューニン�ステップは、���H�アマチュアバンドのチューニン�ステップは、���H����H�

を初期��しています。
� ※��周波数を�きく変えるときは、周波数を�きく変えるときは、[FUN�]を押しながら

[D�AL]を�します。
� � 1MH�ステップ(初期����で周波数を��できます。ステップ(初期����で周波数を��できます。(初期����で周波数を��できます。初期����で周波数を��できます。�で周波数を��できます。で周波数を��できます。
� ※�[D�AL]を速く�すと、�イヤルス�ード機�が動作し、

さらにス�ードアップします。（+P53）
e�受信すると、信号の強さに�じてS�ーターが振れます。�受信すると、信号の強さに�じてS�ーターが振れます。

D

F�(ラ�オ)���受信するラ�オ)���受信する)���受信する���受信する
《例》F�ラ�オ　88�1������受信するF�ラ�オ　88�1������受信するラ�オ　88�1������受信する88�1������受信する�受信する
q	�[V/�]を数�押して、VFO�ードを選択します。VFO�ードを選択します。�ードを選択します。
w	�[�AND]を数�押して、FM��(76M�バンドを選択しまFM��(76M�バンドを選択しま��(76M�バンドを選択しま(76M�バンドを選択しまバンドを選択しま

す。(初期表示：76.���MH��(初期表示：76.���MH��初期表示：76.���MH��76.���MH��
� ※��[�AND]を押しながら[D�AL]を�しても選択できます。
e	 [�ODE]を数�押して、�FM�ードを選択します。�FM�ードを選択します。�ードを選択します。
� ※� A�TO�ード選択時は、自動的に�FM�ードにな�ます。�ード選択時は、自動的に�FM�ードにな�ます。�FM�ードにな�ます。�ードにな�ます。
r	�[D�AL]を�して、88.1��MH�を��します。88.1��MH�を��します。を��します。
t	�受信すると、ラジ���が聞こえてきます。受信すると、ラジ���が聞こえてきます。
� �信号の強さに�じてS�ーターが振れます。信号の強さに�じてS�ーターが振れます。S�ーターが振れます。�ーターが振れます。

�

表　示 音量レベル
0(無音)
1～13
14～22
23～29
30～34
35～38
39(最大)

�印は、初期設定値(レベル19)

�

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

430Mバンド

AUTOモード

AUTO選択時

LEVEL9選択時(最大レベル)

FMモード

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

WFMモード

AMモード

受信する周波数を設定する

AMラジオ放送の周波数帯
を設定時
バーアンテナ選択

AMラジオ放送の周波数帯
以外の周波数を設定時
イヤホンアンテナ選択

信号を受信すると、
Sメーターが振れる

TV-CH表示 TVモード表示

[DIAL]を回すと設定してい
るチューニングステップにし
たがって周波数が変化する

SKIP表示
[DIAL]

約1秒後周波数表示に戻る

表　示 音量レベル
0(無音)
1～13
14～22
23～29
30～34
35～38
39(最大)

�印は、初期設定値(レベル19)

�

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

430Mバンド

AUTOモード

AUTO選択時

LEVEL9選択時(最大レベル)

FMモード

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

WFMモード

AMモード

受信する周波数を設定する

AMラジオ放送の周波数帯
を設定時
バーアンテナ選択

AMラジオ放送の周波数帯
以外の周波数を設定時
イヤホンアンテナ選択

信号を受信すると、
Sメーターが振れる

TV-CH表示 TVモード表示

[DIAL]を回すと設定してい
るチューニングステップにし
たがって周波数が変化する

SKIP表示
[DIAL]

約1秒後周波数表示に戻る
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アン�ナの切り替えにつ��
	��アン�ナにつ��
� �BC(1M�バンドで、AMラジ���の周波数帯(�.495MH��

1.6��MH��を受信するときは、��のバーアンテナを使用
できます。

� �アンテナコネクターにアンテナを接続しなくてもAMラジ
���をお楽しみいただ�ます。

	イヤホンアン�ナにつ��
� �接続するイヤホンをワイヤーアンテナとして使用できます。
� �イヤホンアンテナは、BC(1M�バンドのAMラジ���の周

波数帯(�.495MH��1.6��MH��以�の周波数でご使用
いただ�ますが、アンテナの特性上、FMラジ���の周波
数帯（76.���MH��1�7.995MH��やTV��などの強
い電波を受信するときに、���果が��ます。

※�バーアンテナ、またはイヤホンアンテナと�部アンテナ(付バーアンテナ、またはイヤホンアンテナと�部アンテナ(付(付付
属のアンテナ�の切�替えは、SET�ードで��します。�の切�替えは、SET�ードで��します。の切�替えは、SET�ードで��します。SET�ードで��します。�ードで��します。

※�イヤホンアンテナに切�替えた場合でも、�部アンテナでイヤホンアンテナに切�替えた場合でも、�部アンテナで
受信できます。

�
q		[V/�]を数�押してVFO�ードにし、VFO�ードにし、�ードにし、[�AND]を数�押し

てバンドを選択します。
w��[D�AL]を�して、周波数を��します。
� ※�BC(1M�バンドでBC(1M�バンドでバンドでAMラジ���の周波数帯を選択した

ときは、受信�ードを「A�｣に��してください。
e��[SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�押して、SET押して、SETSET

�ードにし、[D�AL]を�して｢ANT｣(アン�ナ切り替えのアン�ナ切り替えの
設定))を選択します。

r	�[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、アンテナを選択し
ます。

� ��AMラジ���の周波数帯(�.495MH��1.6��MH��
　　�：｢EXT｣(�部アンテナ�/�部アンテナ�/�/｢�A�｣(バーアンテナ�バーアンテナ��
� �AMラジ���の周波数帯以�の周波数
　　�：｢EXT｣(�部アンテナ�/�部アンテナ�/�/｢EA�｣(イヤホンアンテナ�イヤホンアンテナ��
t	�[SET](TS)を押すと、SET�ードを解除します。SET�ードを解除します。�ードを解除します。

表　示 音量レベル
0(無音)
1～13
14～22
23～29
30～34
35～38
39(最大)

�印は、初期設定値(レベル19)

�

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

430Mバンド

AUTOモード

AUTO選択時

LEVEL9選択時(最大レベル)

FMモード

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

WFMモード

AMモード

受信する周波数を設定する

AMラジオ放送の周波数帯
を設定時
バーアンテナ選択

AMラジオ放送の周波数帯
以外の周波数を設定時
イヤホンアンテナ選択

信号を受信すると、
Sメーターが振れる

TV-CH表示 TVモード表示

[DIAL]を回すと設定してい
るチューニングステップにし
たがって周波数が変化する

SKIP表示
[DIAL]

約1秒後周波数表示に戻る

�

【ご参考�
※��イヤホンアンテナまたは��のバーアンテナを使用すると、ノイズをイヤホンアンテナまたは��のバーアンテナを使用すると、ノイズを

受�た�、スプリアスを受信した�することが��ます。
� �この場合は、付属のアンテナ、または市販の�部アンテナを使用するこの場合は、付属のアンテナ、または市販の�部アンテナを使用する

ことをおすすめします。
※��AMラジ���またはFMラジ���以�を受信するときは、付属のアラジ���またはFMラジ���以�を受信するときは、付属のアFMラジ���以�を受信するときは、付属のアラジ���以�を受信するときは、付属のア

ンテナ、または市販の�部アンテナの使用をおすすめします。
※�バーアンテナを使用するときは、�く聞こえる方向に向�てください。
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[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

AUTO選択時(初期設定)

20kHzステップ選択時

1MHzステップで周波数が
変化する

: 

: を押しながら　　　　を回すと切り替わる

を押すごとに切り替わる 

一部表示できない周波数帯があります

VFOモード表示

バンク(A)表示メモリーモード表示

バンク(B)表示

バンク(Y)表示
オートメモリーライト
用チャンネル表示

を押すごとに
切り替える

※未編集のバンクと
　チャンネルは表示
　されません。

ダイヤルセレクトの設定

10MHzステップ選択

アッテネーター表示

モニター機能動作時は点滅する

入れ替え機能動作時に点灯

ロック表示

M-CH表示とM-CH番号が点灯

モニターホールド機能の設定 PUSH選択

BC(1M)バンド
(0.100MHz～1.620MHz)

5Mバンド
(1.625MHz～29.995MHz)

50Mバンド
(30.000MHz～75.995MHz)

FM放送(76M)バンド
(76.000MHz～107.995MHz)

AIR(118M)バンド
(108.000MHz～136.995MHz)

800Mバンド
(769.800MHz～914.895MHz)

1200Mバンド
(960.100～1309.995MHz)

430Mバンド
(382.100MHz～769.795MHz)

300Mバンド
(255.100MHz～379.895MHz)

144Mバンド
(137.000MHz～252.895MHz)

受信�ンド(周波��)につ��(周波��)につ��周波��)につ��)につ��につ��
バンドごとの周波数範囲と初期��周波数は、下図のとお�
です。

受信�ンドの��
q��[V/�]を数�押して、VFO�ードにします。VFO�ードにします。�ードにします。
w��[�AND]を数�押して、受信バンドを選択します。
� ※�[�AND]を押しながら[D�AL]を�しても選択できます。

�

D

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

AUTO選択時(初期設定)

20kHzステップ選択時

1MHzステップで周波数が
変化する

: 

: を押しながら　　　　を回すと切り替わる

を押すごとに切り替わる 

一部表示できない周波数帯があります

VFOモード表示

バンク(A)表示メモリーモード表示

バンク(B)表示

バンク(Y)表示
オートメモリーライト
用チャンネル表示

を押すごとに
切り替える

※未編集のバンクと
　チャンネルは表示
　されません。

ダイヤルセレクトの設定

10MHzステップ選択

アッテネーター表示

モニター機能動作時は点滅する

入れ替え機能動作時に点灯

ロック表示

M-CH表示とM-CH番号が点灯

モニターホールド機能の設定 PUSH選択

BC(1M)バンド
(0.100MHz～1.620MHz)

5Mバンド
(1.625MHz～29.995MHz)

50Mバンド
(30.000MHz～75.995MHz)

FM放送(76M)バンド
(76.000MHz～107.995MHz)

AIR(118M)バンド
(108.000MHz～136.995MHz)

800Mバンド
(769.800MHz～914.895MHz)

1200Mバンド
(960.100～1309.995MHz)

430Mバンド
(382.100MHz～769.795MHz)

300Mバンド
(255.100MHz～379.895MHz)

144Mバンド
(137.000MHz～252.895MHz)

1�



VFOモ�ド�メモリ�モ�ドの切り替え�たモ�ド�メモリ�モ�ドの切り替え�た
VFOモ�ド�メモリ�モ�ドは、下記のように使��け�す。モ�ド�メモリ�モ�ドは、下記のように使��け�す。

VFOモ�ド�はモ�ド�は
[D�AL]で周波数を��する�ードです。
q��[V/�]を押します。
� ※� 周波数を表示します。します。
w��[D�AL]を�すと、周波数の��ができます。((+P16�

メモリ�モ�ド�は (+P�4�

�らかじめ記憶させたM-CHを呼び出して受信する�ードです。M-CHを呼び出して受信する�ードです。を呼び出して受信する�ードです。
※��本製品は、工場出荷時の状態でプリセットされてお�ます

が、本書はプリセット��が入っていない状態(�ールリはプリセット��が入っていない状態(�ールリプリセット��が入っていない状態(�ールリ
セット+P74�で説明しています。�で説明しています。で説明しています。。

q��[V/�]を押します。
�� ※「 ｣表示とM-CH番号が�灯します。M-CH番号が�灯します。番号が�灯します。
w��以後、以後、[D�AL]を�すと、書き込まれているM-CHを呼び出M-CHを呼び出を呼び出

します。

�

D

D

1�
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メモリ�モ�ド時の��切り替えにつ��
��リー�ード時に、[�AND]を押すごとに、｢�ンク A｣�ンク A｣ A｣�｢��
ンク �｣�｢�ンク Y｣ �｣�｢�ンク Y｣�｢�ンク Y｣｢�ンク Y｣�ンク Y｣ Y｣�｢オ�トメモリ�ライト用�ャンネル｣オ�トメモリ�ライト用�ャンネル｣｣
�｢メモリ�モ�ド｣メモリ�モ�ド｣｣と表示を切�替えます。
※ [�AND]を押しながら、[D�AL]を�しても切�替えます。

D

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

AUTO選択時(初期設定)

20kHzステップ選択時

1MHzステップで周波数が
変化する

: 

: を押しながら　　　　を回すと切り替わる

を押すごとに切り替わる 

一部表示できない周波数帯があります

VFOモード表示

バンク(A)表示メモリーモード表示

バンク(B)表示

バンク(Y)表示
オートメモリーライト
用チャンネル表示

を押すごとに
切り替える

※未編集のバンクと
　チャンネルは表示
　されません。

ダイヤルセレクトの設定

10MHzステップ選択

アッテネーター表示

モニター機能動作時は点滅する

入れ替え機能動作時に点灯

ロック表示

M-CH表示とM-CH番号が点灯

モニターホールド機能の設定 PUSH選択

BC(1M)バンド
(0.100MHz～1.620MHz)

5Mバンド
(1.625MHz～29.995MHz)

50Mバンド
(30.000MHz～75.995MHz)

FM放送(76M)バンド
(76.000MHz～107.995MHz)

AIR(118M)バンド
(108.000MHz～136.995MHz)

800Mバンド
(769.800MHz～914.895MHz)

1200Mバンド
(960.100～1309.995MHz)

430Mバンド
(382.100MHz～769.795MHz)

300Mバンド
(255.100MHz～379.895MHz)

144Mバンド
(137.000MHz～252.895MHz)

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

AUTO選択時(初期設定)

20kHzステップ選択時

1MHzステップで周波数が
変化する

: 

: を押しながら　　　　を回すと切り替わる

を押すごとに切り替わる 

一部表示できない周波数帯があります

VFOモード表示

バンク(A)表示メモリーモード表示

バンク(B)表示

バンク(Y)表示
オートメモリーライト
用チャンネル表示

を押すごとに
切り替える

※未編集のバンクと
　チャンネルは表示
　されません。

ダイヤルセレクトの設定

10MHzステップ選択

アッテネーター表示

モニター機能動作時は点滅する

入れ替え機能動作時に点灯

ロック表示

M-CH表示とM-CH番号が点灯

モニターホールド機能の設定 PUSH選択

BC(1M)バンド
(0.100MHz～1.620MHz)

5Mバンド
(1.625MHz～29.995MHz)

50Mバンド
(30.000MHz～75.995MHz)

FM放送(76M)バンド
(76.000MHz～107.995MHz)

AIR(118M)バンド
(108.000MHz～136.995MHz)

800Mバンド
(769.800MHz～914.895MHz)

1200Mバンド
(960.100～1309.995MHz)

430Mバンド
(382.100MHz～769.795MHz)

300Mバンド
(255.100MHz～379.895MHz)

144Mバンド
(137.000MHz～252.895MHz)

※��VFO�ード表示は、選択した受信バンドを表示します。

�
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周波��大�く変える��は
周波数を�幅に移動するときに便利な機�です。
q��[V/�]を数�押して、VFO�ードにします。VFO�ードにします。�ードにします。
w�[FUN�]を押しながら[D�AL]を�します。
� ※�1MH�ステップ(初期����で周波数を��できます。ステップ(初期����で周波数を��できます。(初期����で周波数を��できます。初期����で周波数を��できます。�で周波数を��できます。で周波数を��できます。

�
周波�ス�ップ�変更する

周波数を�幅に移動するときの周波数ステップは、SET�ード
で変�できます。
q��[SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�押して、SET押して、SETSET

�ードにします。
w��[D�AL]を�して、｢D SEL｣(�イヤルセ�クトの設定)�イヤルセ�クトの設定))を選

択します。
e��[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、周波数ステップ

を選択します。
� 	1��k ��周波数ステップが1���H�にな�ます。1���H�にな�ます。にな�ます。
� 	1� ���周波数ステップが1MH�にな�ます。(初期���1MH�にな�ます。(初期���にな�ます。(初期���(初期���初期����
� 	1�� ��周波数ステップが1�MH�にな�ます。1�MH�にな�ます。にな�ます。
r�[SET](TS)を押すと、SET�ードを解除します。SET�ードを解除します。�ードを解除します。

D

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

AUTO選択時(初期設定)

20kHzステップ選択時

1MHzステップで周波数が
変化する

: 

: を押しながら　　　　を回すと切り替わる

を押すごとに切り替わる 

一部表示できない周波数帯があります

VFOモード表示

バンク(A)表示メモリーモード表示

バンク(B)表示

バンク(Y)表示
オートメモリーライト
用チャンネル表示

を押すごとに
切り替える

※未編集のバンクと
　チャンネルは表示
　されません。

ダイヤルセレクトの設定

10MHzステップ選択

アッテネーター表示

モニター機能動作時は点滅する

入れ替え機能動作時に点灯

ロック表示

M-CH表示とM-CH番号が点灯

モニターホールド機能の設定 PUSH選択

BC(1M)バンド
(0.100MHz～1.620MHz)

5Mバンド
(1.625MHz～29.995MHz)

50Mバンド
(30.000MHz～75.995MHz)

FM放送(76M)バンド
(76.000MHz～107.995MHz)

AIR(118M)バンド
(108.000MHz～136.995MHz)

800Mバンド
(769.800MHz～914.895MHz)

1200Mバンド
(960.100～1309.995MHz)

430Mバンド
(382.100MHz～769.795MHz)

300Mバンド
(255.100MHz～379.895MHz)

144Mバンド
(137.000MHz～252.895MHz)

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

AUTO選択時(初期設定)

20kHzステップ選択時

1MHzステップで周波数が
変化する

: 

: を押しながら　　　　を回すと切り替わる

を押すごとに切り替わる 

一部表示できない周波数帯があります

VFOモード表示

バンク(A)表示メモリーモード表示

バンク(B)表示

バンク(Y)表示
オートメモリーライト
用チャンネル表示

を押すごとに
切り替える

※未編集のバンクと
　チャンネルは表示
　されません。

ダイヤルセレクトの設定

10MHzステップ選択

アッテネーター表示

モニター機能動作時は点滅する

入れ替え機能動作時に点灯

ロック表示

M-CH表示とM-CH番号が点灯

モニターホールド機能の設定 PUSH選択

BC(1M)バンド
(0.100MHz～1.620MHz)

5Mバンド
(1.625MHz～29.995MHz)

50Mバンド
(30.000MHz～75.995MHz)

FM放送(76M)バンド
(76.000MHz～107.995MHz)

AIR(118M)バンド
(108.000MHz～136.995MHz)

800Mバンド
(769.800MHz～914.895MHz)

1200Mバンド
(960.100～1309.995MHz)

430Mバンド
(382.100MHz～769.795MHz)

300Mバンド
(255.100MHz～379.895MHz)

144Mバンド
(137.000MHz～252.895MHz)
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4基本操作のしかた

チューニングステップを変える
チューニングステップ(TS)とは、[DIAL]で周波数を設定する
ときに、変化する周波数の間隔です。
q		[TS]を押します。
w		[DIAL]を回して、チューニングステップを選択します。
	 ※	5.0/6.25/8.33*1/9.0*2/10.0/12.5/15.0/20.0/

25.0/30.0/50.0/100.0/125.0/200.0kHz������
AUTO*3(��設定)�選択できます。��設定)�選択できます。)�選択できます。�選択できます。

	 M1	��A���ン�の�選択でき、�の�の�ン�では選択��A���ン�の�選択でき、�の�の�ン�では選択	A���ン�の�選択でき、�の�の�ン�では選択�ン�の�選択でき、�の�の�ン�では選択
できません。

	 M2	����(1�)�ン�の�選択でき、�の�の�ン�では����(1�)�ン�の�選択でき、�の�の�ン�では	��(1�)�ン�の�選択でき、�の�の�ン�では�ン�の�選択でき、�の�の�ン�では
選択できません。

	 M3	��周波数��に��てチューニングステップを��で��周波数��に��てチューニングステップを��で	周波数��に��てチューニングステップを��で周波数��に��てチューニングステップを��で
設定しています。

e		[TS]を押すと、チューニングステップ選択画面を解除しま
す。

�

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

AUTO選択時(初期設定)

20kHzステップ選択時

1MHzステップで周波数が
変化する

: 

: を押しながら　　　　を回すと切り替わる

を押すごとに切り替わる 

一部表示できない周波数帯があります

VFOモード表示

バンク(A)表示メモリーモード表示

バンク(B)表示

バンク(Y)表示
オートメモリーライト
用チャンネル表示

を押すごとに
切り替える

※未編集のバンクと
　チャンネルは表示
　されません。

ダイヤルセレクトの設定

10MHzステップ選択

アッテネーター表示

モニター機能動作時は点滅する

入れ替え機能動作時に点灯

ロック表示

M-CH表示とM-CH番号が点灯

モニターホールド機能の設定 PUSH選択

BC(1M)バンド
(0.100MHz～1.620MHz)

5Mバンド
(1.625MHz～29.995MHz)

50Mバンド
(30.000MHz～75.995MHz)

FM放送(76M)バンド
(76.000MHz～107.995MHz)

AIR(118M)バンド
(108.000MHz～136.995MHz)

800Mバンド
(769.800MHz～914.895MHz)

1200Mバンド
(960.100～1309.995MHz)

430Mバンド
(382.100MHz～769.795MHz)

300Mバンド
(255.100MHz～379.895MHz)

144Mバンド
(137.000MHz～252.895MHz)

ATT������������
アッテネーター(減衰器)は、強い信号を受信したときに信号
強度を減衰して受信音のひず�を低減します。また、高性能
なアンテナ(市販品)を使用した場合に、強い信号からの妨害
を抑える効果もあります。
アッテネーターの減衰量は約10d�です�、受信周波数に�
り変化します。
	[FUNC]を押しな�ら[ ](SQL)を押すと、アッテネーター
(ATT)�能��能�“ON/OFF”します。
�“ON”時は、「ATT�ATT�表示�点灯します。
※		�ーアンテナで受信しているときは、�ーアンテナで受信しているときは、「ATT�ATT�表示�点灯し

ても�作しません。((☞P17)
※	�-�Hごとに設定できます。(☞P24)

�

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

AUTO選択時(初期設定)

20kHzステップ選択時

1MHzステップで周波数が
変化する

: 

: を押しながら　　　　を回すと切り替わる

を押すごとに切り替わる 

一部表示できない周波数帯があります

VFOモード表示

バンク(A)表示メモリーモード表示

バンク(B)表示

バンク(Y)表示
オートメモリーライト
用チャンネル表示

を押すごとに
切り替える

※未編集のバンクと
　チャンネルは表示
　されません。

ダイヤルセレクトの設定

10MHzステップ選択

アッテネーター表示

モニター機能動作時は点滅する

入れ替え機能動作時に点灯

ロック表示

M-CH表示とM-CH番号が点灯

モニターホールド機能の設定 PUSH選択

BC(1M)バンド
(0.100MHz～1.620MHz)

5Mバンド
(1.625MHz～29.995MHz)

50Mバンド
(30.000MHz～75.995MHz)

FM放送(76M)バンド
(76.000MHz～107.995MHz)

AIR(118M)バンド
(108.000MHz～136.995MHz)

800Mバンド
(769.800MHz～914.895MHz)

1200Mバンド
(960.100～1309.995MHz)

430Mバンド
(382.100MHz～769.795MHz)

300Mバンド
(255.100MHz～379.895MHz)

144Mバンド
(137.000MHz～252.895MHz)

4
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� 基本操�の��た

モニ��の��た
受信信号が�かった�、途切れた�して聞こえにくい場合に
使用します。
[SQL]を押している�いだ、スケルチを開いて受信します。
スケルチレベルの「OPEN｣OPEN｣と同じ状態にな�ます。
※��[SQL]の動作を、1�押すごとに1�押すごとに�押すごとに“ON/OFF”する�うに

SET�ード�ードの｢�ON�｣(モニ��ホ�ルド機能の設定)ホ�ルド機能の設定)機能の設定)で変
�できます。（（+P53�

	���ニターホールド機�使用時は、時は、、1�押すごとに�押すごとに“ON”(スス
ケルチが開く��にな�、再��く押すと“OFF”(スケルチスケルチ
が閉じる��にな�ます。。

�
モニ��ホ�ルド機能の設定�変更する

�ニターホールド機�は、EXPAND�SET�ードで変�でき�ードで変�でき
ます。
q��[SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�押して、SET押して、SETSET

�ードにします。
w��[D�AL]を�して、｢EXPAND｣(機能��の設定)機能��の設定))を選択し

ます。
e��[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、｢ON｣を選択しま

す。
r��[D�AL]を�して、｢�ON�｣(モニ��ホ�ルド機能の設定)モニ��ホ�ルド機能の設定))

を選択します。
t��[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、選択します。
� 	PUS� ��押している�いだ、スケルチを開きます。
� � � 　(初期���(初期���初期����
� 	�OLD ���一�押すとスケルチを開き、もう一�押すとス一�押すとスケルチを開き、もう一�押すとス

ケルチを閉じます。
y��[SET](TS)を押すと、SET�ードを解除します。SET�ードを解除します。�ードを解除します。

D

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

AUTO選択時(初期設定)

20kHzステップ選択時

1MHzステップで周波数が
変化する

: 

: を押しながら　　　　を回すと切り替わる

を押すごとに切り替わる 

一部表示できない周波数帯があります

VFOモード表示

バンク(A)表示メモリーモード表示

バンク(B)表示

バンク(Y)表示
オートメモリーライト
用チャンネル表示

を押すごとに
切り替える

※未編集のバンクと
　チャンネルは表示
　されません。

ダイヤルセレクトの設定

10MHzステップ選択

アッテネーター表示

モニター機能動作時は点滅する

入れ替え機能動作時に点灯

ロック表示

M-CH表示とM-CH番号が点灯

モニターホールド機能の設定 PUSH選択

BC(1M)バンド
(0.100MHz～1.620MHz)

5Mバンド
(1.625MHz～29.995MHz)

50Mバンド
(30.000MHz～75.995MHz)

FM放送(76M)バンド
(76.000MHz～107.995MHz)

AIR(118M)バンド
(108.000MHz～136.995MHz)

800Mバンド
(769.800MHz～914.895MHz)

1200Mバンド
(960.100～1309.995MHz)

430Mバンド
(382.100MHz～769.795MHz)

300Mバンド
(255.100MHz～379.895MHz)

144Mバンド
(137.000MHz～252.895MHz)

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

AUTO選択時(初期設定)

20kHzステップ選択時

1MHzステップで周波数が
変化する

: 

: を押しながら　　　　を回すと切り替わる

を押すごとに切り替わる 

一部表示できない周波数帯があります
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バンク(A)表示メモリーモード表示

バンク(B)表示

バンク(Y)表示
オートメモリーライト
用チャンネル表示

を押すごとに
切り替える

※未編集のバンクと
　チャンネルは表示
　されません。

ダイヤルセレクトの設定

10MHzステップ選択

アッテネーター表示

モニター機能動作時は点滅する

入れ替え機能動作時に点灯

ロック表示

M-CH表示とM-CH番号が点灯

モニターホールド機能の設定 PUSH選択

BC(1M)バンド
(0.100MHz～1.620MHz)

5Mバンド
(1.625MHz～29.995MHz)

50Mバンド
(30.000MHz～75.995MHz)

FM放送(76M)バンド
(76.000MHz～107.995MHz)

AIR(118M)バンド
(108.000MHz～136.995MHz)

800Mバンド
(769.800MHz～914.895MHz)

1200Mバンド
(960.100～1309.995MHz)

430Mバンド
(382.100MHz～769.795MHz)

300Mバンド
(255.100MHz～379.895MHz)

144Mバンド
(137.000MHz～252.895MHz)
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�基本操�の��た

[D�AL]�[�[[Y]/[Z]に�り����る機能に�り����る機能
�入れ替える

[D�AL](周波数やM-CHなどの���と、[∫]/[√](音量調整�に
割�当てている機�を入れ替えできます。
[FUN�]を押しながら[ ](TS)を押すごとに、入れ替わ�
ます。
※��[D�AL]の操作を音量��に入れ替えると、「VOL｣VOL｣表示が

�灯します。

�

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

VFOモード表示

メモリーモード表示

AUTO選択時(初期設定)

20kHzステップ選択時

1MHzステップで周波数が
変化する

: 

: を押しながら　　　　を回すと切り替わる

を押すごとに切り替わる 

一部表示できない周波数帯があります

VFOモード表示

バンク(A)表示メモリーモード表示

バンク(B)表示

バンク(Y)表示
オートメモリーライト
用チャンネル表示

を押すごとに
切り替える

※未編集のバンクと
　チャンネルは表示
　されません。

ダイヤルセレクトの設定

10MHzステップ選択

アッテネーター表示

モニター機能動作時は点滅する

入れ替え機能動作時に点灯

ロック表示

M-CH表示とM-CH番号が点灯

モニターホールド機能の設定 PUSH選択

BC(1M)バンド
(0.100MHz～1.620MHz)

5Mバンド
(1.625MHz～29.995MHz)

50Mバンド
(30.000MHz～75.995MHz)

FM放送(76M)バンド
(76.000MHz～107.995MHz)

AIR(118M)バンド
(108.000MHz～136.995MHz)

800Mバンド
(769.800MHz～914.895MHz)

1200Mバンド
(960.100～1309.995MHz)

430Mバンド
(382.100MHz～769.795MHz)

300Mバンド
(255.100MHz～379.895MHz)

144Mバンド
(137.000MHz～252.895MHz)

�
通常の動� 入れ替え時の動�

[D�AL]

周波数の��
スキャン方向の切�替え
��リーの��
スケルチの��
SET�ードの項目と��の��

音量の��

[∫]/[√]

音量の�� 周波数の��
スキャン方向の切�替え
��リーの��
スケルチの��
SET�ードの項目と��の��

ロック機能の使��た
不用意に[D�AL]やキーに触れても、周波数や受信状態が変
わらない�うにする機�です。

�[FUN�]を押しながら[ ](�AND)を長く(�ッ、�ーと鳴(�ッ、�ーと鳴�ッ、�ーと鳴
るまで�押すと、�ック機�を�押すと、�ック機�を押すと、�ック機�を“ON/OFF”します。
� ��ック機���時は、「 ｣(�ック表示�が�灯します。�ック表示�が�灯します。�が�灯します。
� ���ック機�を解除するときも、同じ操作をします。
� ���ック機�を��しても、[ ]、[FUN�]+[ ](�AND)、

[∫]/[√]*、[SQL]*、スケルチレベルの調整�（スケルチレベルの調整�（[SQL]++ 
[D�AL]D�AL]）は�ックされませ�。は�ックされませ�。

� � ��SET�ードの｢LO�K｣（キ�ロック機能の設定）に�
�、�ックするキーを変�できます。(+P5��

�
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[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]
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AUTO選択時(初期設定)
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1MHzステップで周波数が
変化する

: 

: を押しながら　　　　を回すと切り替わる

を押すごとに切り替わる 
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(137.000MHz～252.895MHz)
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2�

メモリ�モ�ドにつ��
�く使用する周波数や情報などを、�らかじめ��リーチャン
ネル((以下、������記��す。������記��す。��記��す。�に記憶させておき、すばやに記憶させておき、すばや
く呼び出して受信できます。

�記につ��
	 本製品には、通常のM-CHとして13��CH(受信バンドの区M-CHとして13��CH(受信バンドの区として13��CH(受信バンドの区13��CH(受信バンドの区受信バンドの区

別は��ませ��、プ��ラムスキャン用チャンネル(�、プ��ラムスキャン用チャンネル(、プ��ラムスキャン用チャンネル((以下、
P�OG�A������記��す。��記��す。�として5�CH(��A/��Bとして5�CH(��A/��B5�CH(��A/��B
��4A/�4B�、お�び�ート��リーライト���CH(�4A/�4B�、お�び�ート��リーライト���CH(、お�び�ート��リーライト���CH(���CH(A����
�A�199�の合計155�CHを��しています。の合計155�CHを��しています。155�CHを��しています。を��しています。

	�M-CHで受信する�は、��リー�ードにします。で受信する�は、��リー�ードにします。
� ���リー(記憶�していないM-CHは呼び出さないので、す��リー(記憶�していないM-CHは呼び出さないので、す(記憶�していないM-CHは呼び出さないので、す記憶�していないM-CHは呼び出さないので、す�していないM-CHは呼び出さないので、すしていないM-CHは呼び出さないので、すM-CHは呼び出さないので、すは呼び出さないので、す

ばやく目的のM-CHを呼び出せます。M-CHを呼び出せます。を呼び出せます。
	 M-CHに記憶する�は、VFO�ードで��を��した�と、に記憶する�は、VFO�ードで��を��した�と、VFO�ードで��を��した�と、�ードで��を��した�と、

書き込み操作をします。

�

D

����に記�で�る内容に記�で�る内容
���通常のM-CHは、受信周波数のほかに、下記の��を記憶します。

���ート��リーライト用CHで、受信周波数のほかに記憶する��
です。

PROGRAM-CHでは、上�周波数/下�周波数のほかに、下記の�
�を記憶します。

D

�ュプレックスのON/OFF� ��リーバンク

シフト方向(＋/−�� ��リーネーム

�フセット周波数� スキップチャンネル
トーンスケルチのトーン周波数と受信受信
�ードのON/OFF�

DTCSコードスケルチのDTCSコード
と受信�ードのON/OFF�受信�ードのON/OFF��ードのON/OFF�

DTCSコードの位相反転機��の位相反転機�� 受信�ード(電波�式��電波�式����

AFフィルター�フィルター� アッテネーターの���

チューニン�ステップ(TS�� ボイススケルチコント�ール�

空線キャンセラー機�の��� 空線信号周波数の���

スキャンネームネーム 受信�ード(電波�式�電波�式��

チューニン�ステップ(TS� アッテネーターの��
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�メモリ�の使��た

メモリ��ャンネル(����)の�び���た(����)の�び���たの�び���た
[D�AL]で�び�すにはで�び�すには

q	�[V/�]を数�押して、��リー�ードにします。
w	�[�AND]を数�押して、��リー�ード表示にします。
e	[D�AL]を�します。
� ※��書き込まれているM-CHだ�を呼び出します。書き込まれているM-CHだ�を呼び出します。M-CHだ�を呼び出します。だ�を呼び出します。

1���ス�ップで�び�すにはス�ップで�び�すには
[FUN�]を押しながら[D�AL]を�します。
※��M-CHを1�CHステップで、呼び出すことができます。を1�CHステップで、呼び出すことができます。1�CHステップで、呼び出すことができます。ステップで、呼び出すことができます。
� (ブランクチャンネルも呼び出します。�ブランクチャンネルも呼び出します。��

�
D

D

[DIAL]

[DIAL]

M-CHを10CHステップ
で切り替える

メモリーモード表示
点灯

M-CH番号表示

VFOモードで
145.520MHzに設定

VFOモードに戻る

[DIAL]を回して、
M-CH「012｣を選択

　　　を長く押して、
メモリーに書き込み

　　　を長く押して、
セレクトメモリーライト
の状態にする

チャンネル 12

　　　を長く押してメモリーに書き込み

VFOモードに戻る

書き込み後も　　　 を押しつづける
(ピッ、ピピ、ピーが鳴るまで)ピピ、

ピッ、

ピー

ピッ、ピー、

ピピ、

転送したいM-CHを選択

VFOモードに戻る

　　　を長く押す [DIAL]を回して
コピーするM-CHを選択

コピーしたいM-CHを選択

M-CHに書き込む

　　　を長く押す

　　　を長く押す

《例》M-CH023をバンクAの
　　チャンネル01に書き込む

　　　を長く押す

　　　を押して「BANK｣を選択

[DIAL]で「01｣を選択する

　　　を長く押して入力完了
メモリーモードに戻る

バンクの編集

　　　で「A｣を選択する

※キーをはなさずに押しつづ
けると、表 示して いる
M-CHに書き込みますので
ご注意ください。

※キーをはなさずに押しつづ
けると、M-CHが1CHだけ
自動的に繰り上がり、VFO
モードになります。

[DIAL]

[DIAL]

M-CHを10CHステップ
で切り替える

メモリーモード表示
点灯

M-CH番号表示

VFOモードで
145.520MHzに設定

VFOモードに戻る

[DIAL]を回して、
M-CH「012｣を選択

　　　を長く押して、
メモリーに書き込み

　　　を長く押して、
セレクトメモリーライト
の状態にする

チャンネル 12

　　　を長く押してメモリーに書き込み

VFOモードに戻る

書き込み後も　　　 を押しつづける
(ピッ、ピピ、ピーが鳴るまで)ピピ、

ピッ、

ピー

ピッ、ピー、

ピピ、

転送したいM-CHを選択

VFOモードに戻る

　　　を長く押す [DIAL]を回して
コピーするM-CHを選択

コピーしたいM-CHを選択

M-CHに書き込む

　　　を長く押す

　　　を長く押す

《例》M-CH023をバンクAの
　　チャンネル01に書き込む

　　　を長く押す

　　　を押して「BANK｣を選択

[DIAL]で「01｣を選択する

　　　を長く押して入力完了
メモリーモードに戻る

バンクの編集

　　　で「A｣を選択する

※キーをはなさずに押しつづ
けると、表 示して いる
M-CHに書き込みますので
ご注意ください。

※キーをはなさずに押しつづ
けると、M-CHが1CHだけ
自動的に繰り上がり、VFO
モードになります。

�

メモリ��ャンネル(����)の内容(����)の内容の内容�

�ャンネル �　も　な　用　途

����12�� 
(����)

	通常のM-CHとして使用する
	��ールリセット時に��されている��
� 「���｣�145.���MH�
� 「��1｣�433.���MH�
※��「����1�99｣は�ールリセット時、ブラン
クチャンネルのため表示しない

��A/����
24A/24�

(P�OG�A��
��)

		プ��ラムスキャンの周波数��用
� (�5組��CH�
	��ールリセット時に��されている��
� 「��A｣��.1��MH�� /�「��B｣�13��.���MH�
� 「�1A｣�144.���MH�� /�「�1B｣�146.���MH�
� 「��A｣�43�.���MH�� /�「��B｣�44�.���MH�
※��「�3A/�3B��4A/�4B｣は�ールリセット
時、ブランクチャンネルのため表示しない

AW����
AW1��

(オ�トメモリ�
ライト用��)

		�ート��リーライトスキャン時の自動書き
込み用

� 「AW���｣�「AW199｣(���CH�

【ご���
��リーの��は、静電気や電気的雑音などで消失するこ
とが��ます。
また、故障や修理の�にも消失する場合が��ます。
��リーの��を紙などに控えておくか、CS-R6(ク�ーニク�ーニ
ン�ソフト��ア�を使用して、パソコンに保�することを��ア�を使用して、パソコンに保�することを
おすすめします。
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� メモリ�の使��た

��リーチャンネル(M-CH�、プ��ラムスキャン用チャンネ(M-CH�、プ��ラムスキャン用チャンネ、プ��ラムスキャン用チャンネ
ル(PROGRAM-CH��への書き込み、または書き換えをします。(PROGRAM-CH��への書き込み、または書き換えをします。への書き込み、または書き換えをします。
�ールリセット時は、チャンネル「��2�12��｣��2�12��｣�12��｣12��｣までがブラ
ンクチャンネルになっています。
なお、受信バンドに�るM-CHの区別は��ませ�｡M-CHの区別は��ませ�｡の区別は��ませ�｡｡
��プ��ラムスキャン用チャンネルはスキャン範囲の上�周波
数と下�周波数の��の周波数を書き込む必要が��ます。

����への書��み�たへの書��み�た
【例� 14���2����をチャンネル「�12｣に書き込む場合

q	�[V/�]を数�押して、VFO�ードにします。
w	�[�AND]を数�押して、144��ンドを選択します。
e	�[D�AL]を�して、周波数を14���2����に��します。
r	�[S��W](V/�)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、セレ
クト��リーライト状態にします。

� M-CH表示部が��して、��リー��を表示します。
� ※�キーをはなさずに押し�づ�ると、表示しているM-CH

に書き込みますのでご注意ください。
t	�[D�AL]を�して、M-CHを「�12｣にします。
� ※�「��A/����24A/24�｣を選択すると、PROGRAM-�

CHに書き込みます。
y���[S��W](V/�)を長く(�ッ、��と鳴るまで�押すと、��
リー��を書き込み、VFO�ードに��ます。

� ※�キーをはなさずに押し�づ�ると、M-CHが1CHだ�自
動的に繰�上が�、VFO�ードにな�ます。(+P�7�

D

メモリ�(����/P�OG�A����)への書��み�た(����/P�OG�A����)への書��み�たへの書��み�た�

[DIAL]

[DIAL]

M-CHを10CHステップ
で切り替える

メモリーモード表示
点灯

M-CH番号表示

VFOモードで
145.520MHzに設定

VFOモードに戻る

[DIAL]を回して、
M-CH「012｣を選択

　　　を長く押して、
メモリーに書き込み

　　　を長く押して、
セレクトメモリーライト
の状態にする

チャンネル 12

　　　を長く押してメモリーに書き込み

VFOモードに戻る

書き込み後も　　　 を押しつづける
(ピッ、ピピ、ピーが鳴るまで)ピピ、

ピッ、

ピー

ピッ、ピー、

ピピ、

転送したいM-CHを選択

VFOモードに戻る

　　　を長く押す [DIAL]を回して
コピーするM-CHを選択

コピーしたいM-CHを選択

M-CHに書き込む

　　　を長く押す

　　　を長く押す

《例》M-CH023をバンクAの
　　チャンネル01に書き込む

　　　を長く押す

　　　を押して「BANK｣を選択

[DIAL]で「01｣を選択する

　　　を長く押して入力完了
メモリーモードに戻る

バンクの編集

　　　で「A｣を選択する

※キーをはなさずに押しつづ
けると、表 示して いる
M-CHに書き込みますので
ご注意ください。

※キーをはなさずに押しつづ
けると、M-CHが1CHだけ
自動的に繰り上がり、VFO
モードになります。
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�メモリ�の使��た

メモリ�内容�VFOに�ピ���使うにはVFOに�ピ���使うにはに�ピ���使うには
使用しているM-CHの周�に移って受信する場合などに便利M-CHの周�に移って受信する場合などに便利の周�に移って受信する場合などに便利
な機�です。
q	�[V/�]を数�押して��リー�ードにします。
w	�[�AND]を数�押して、��リー�ード表示にします。
e	�[D�AL]で希望のM-CHを呼び出します。M-CHを呼び出します。を呼び出します。
r		[S��W](V/�)を長く(�ッ、�ー、��と鳴るまで�押します。(�ッ、�ー、��と鳴るまで�押します。�ッ、�ー、��と鳴るまで�押します。�押します。押します。
� �M-CHの��をVFOに転�して、VFO�ードにな�ます。の��をVFOに転�して、VFO�ードにな�ます。VFOに転�して、VFO�ードにな�ます。に転�して、VFO�ードにな�ます。VFO�ードにな�ます。�ードにな�ます。

D

[DIAL]

[DIAL]

M-CHを10CHステップ
で切り替える

メモリーモード表示
点灯

M-CH番号表示

VFOモードで
145.520MHzに設定

VFOモードに戻る

[DIAL]を回して、
M-CH「012｣を選択

　　　を長く押して、
メモリーに書き込み

　　　を長く押して、
セレクトメモリーライト
の状態にする

チャンネル 12

　　　を長く押してメモリーに書き込み

VFOモードに戻る

書き込み後も　　　 を押しつづける
(ピッ、ピピ、ピーが鳴るまで)ピピ、

ピッ、

ピー

ピッ、ピー、

ピピ、

転送したいM-CHを選択

VFOモードに戻る

　　　を長く押す [DIAL]を回して
コピーするM-CHを選択

コピーしたいM-CHを選択

M-CHに書き込む

　　　を長く押す

　　　を長く押す

《例》M-CH023をバンクAの
　　チャンネル01に書き込む

　　　を長く押す

　　　を押して「BANK｣を選択

[DIAL]で「01｣を選択する

　　　を長く押して入力完了
メモリーモードに戻る

バンクの編集

　　　で「A｣を選択する

※キーをはなさずに押しつづ
けると、表 示して いる
M-CHに書き込みますので
ご注意ください。

※キーをはなさずに押しつづ
けると、M-CHが1CHだけ
自動的に繰り上がり、VFO
モードになります。

書��み後のオ�トインクリメントにつ��
左記y[S��W](V/�)を書き込み�了後も押し�づ�る
(�ッ、��、�ーが鳴るまで�とM-CHが1CHだ�自動的に繰�ッ、��、�ーが鳴るまで�とM-CHが1CHだ�自動的に繰�とM-CHが1CHだ�自動的に繰とM-CHが1CHだ�自動的に繰M-CHが1CHだ�自動的に繰が1CHだ�自動的に繰1CHだ�自動的に繰だ�自動的に繰
�上が�、VFO�ードにな�ます。VFO�ードにな�ます。�ードにな�ます。
M-CHに順次�づ�て書き込みをするときに便利な機�です。に順次�づ�て書き込みをするときに便利な機�です。

D

�

[DIAL]

[DIAL]

M-CHを10CHステップ
で切り替える

メモリーモード表示
点灯

M-CH番号表示

VFOモードで
145.520MHzに設定

VFOモードに戻る

[DIAL]を回して、
M-CH「012｣を選択

　　　を長く押して、
メモリーに書き込み

　　　を長く押して、
セレクトメモリーライト
の状態にする

チャンネル 12

　　　を長く押してメモリーに書き込み

VFOモードに戻る

書き込み後も　　　 を押しつづける
(ピッ、ピピ、ピーが鳴るまで)ピピ、

ピッ、

ピー

ピッ、ピー、

ピピ、

転送したいM-CHを選択

VFOモードに戻る

　　　を長く押す [DIAL]を回して
コピーするM-CHを選択

コピーしたいM-CHを選択

M-CHに書き込む

　　　を長く押す

　　　を長く押す

《例》M-CH023をバンクAの
　　チャンネル01に書き込む

　　　を長く押す

　　　を押して「BANK｣を選択

[DIAL]で「01｣を選択する

　　　を長く押して入力完了
メモリーモードに戻る

バンクの編集

　　　で「A｣を選択する

※キーをはなさずに押しつづ
けると、表 示して いる
M-CHに書き込みますので
ご注意ください。

※キーをはなさずに押しつづ
けると、M-CHが1CHだけ
自動的に繰り上がり、VFO
モードになります。
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� メモリ�の使��た

■���リー(M-CH/PROGRAM-CH�への書き込みかた(�づき�(M-CH/PROGRAM-CH�への書き込みかた(�づき�への書き込みかた(�づき�(�づき��づき��

メモリ�内容�ほ�の�ャンネルへ�ピ�するには
q	�[V/�]を数�押して、��リー�ードにします。
w	�[�AND]を数�押して、��リー�ード表示にします。
e	�[D�AL]を�して、コ�ーしたい

M-CHを呼び出します。を呼び出します。
r	�[S��W](V/�)を長 く(� ッ、(� ッ、� ッ、

�ーと鳴るまで�押します。�押します。押します。
� 	M-CH表示部が��して、��表示部が��して、��

リー��を表示します。
� ※�キーをはなさずに、押し�づ

�ると、VFO�ードにコ�ー
します。(+P�7�

t		[D�AL]を�して、コ�ーしたい
M-CHを選びます。を選びます。

� ※�「VF｣を選択すると、VFOにコすると、VFOにコVFOにコ
�ーします。します。

y		[S��W](V/�)を長く(�ッ、��(�ッ、���ッ、��
と鳴るまで�押して書き込みます。�押して書き込みます。押して書き込みます。

※���リー��をほかのM-CHに転�して使うには33ページ
をご覧ください。

D

[DIAL]

[DIAL]

M-CHを10CHステップ
で切り替える

メモリーモード表示
点灯

M-CH番号表示

VFOモードで
145.520MHzに設定

VFOモードに戻る

[DIAL]を回して、
M-CH「012｣を選択

　　　を長く押して、
メモリーに書き込み

　　　を長く押して、
セレクトメモリーライト
の状態にする

チャンネル 12

　　　を長く押してメモリーに書き込み

VFOモードに戻る

書き込み後も　　　 を押しつづける
(ピッ、ピピ、ピーが鳴るまで)ピピ、

ピッ、

ピー

ピッ、ピー、

ピピ、

転送したいM-CHを選択

VFOモードに戻る

　　　を長く押す [DIAL]を回して
コピーするM-CHを選択

コピーしたいM-CHを選択

M-CHに書き込む

　　　を長く押す

　　　を長く押す

《例》M-CH023をバンクAの
　　チャンネル01に書き込む

　　　を長く押す

　　　を押して「BANK｣を選択

[DIAL]で「01｣を選択する

　　　を長く押して入力完了
メモリーモードに戻る

バンクの編集

　　　で「A｣を選択する

※キーをはなさずに押しつづ
けると、表 示して いる
M-CHに書き込みますので
ご注意ください。

※キーをはなさずに押しつづ
けると、M-CHが1CHだけ
自動的に繰り上がり、VFO
モードになります。

メモリ��ャンネル(����)の内容�(����)の内容�の内容� 
�ンクで編集する

本製品のM-CHは13��CH(����1�99���ます。M-CHは13��CH(����1�99���ます。は13��CH(����1�99���ます。13��CH(����1�99���ます。�1�99���ます。1�99���ます。��ます。
13��CHに書き込�だM-CHの��を��個のバンク(A�R、に書き込�だM-CHの��を��個のバンク(A�R、M-CHの��を��個のバンク(A�R、の��を��個のバンク(A�R、��個のバンク(A�R、個のバンク(A�R、(A�R、�R、R、、
T、�、�、��に�割して編集できます。、�、�、��に�割して編集できます。�、�、��に�割して編集できます。、�、��に�割して編集できます。��に�割して編集できます。に�割して編集できます。
各バンクには、���99(1��CH�のチャンネルに割�当て���99(1��CH�のチャンネルに割�当て�99(1��CH�のチャンネルに割�当て99(1��CH�のチャンネルに割�当てのチャンネルに割�当て
られています。

������ンク�ャンネルの使用例��ンク�ャンネルの使用例

�

D

000   51.000MHz
001 145.160MHz
002 118.125MHz
003 145.120MHz
004 435.340MHz
005 145.040MHz
006 118.200MHz
007 850.480MHz
008   52.560MHz
009      1.620MHz
010   50.140MHz
011 433.020MHz
012   76.500MHz
013 433.560MHz
014 145.540MHz
015 369.850MHz
016 127.700MHz
017   85.100MHz
018   84.700MHz
019   75.795MHz
020 434.720MHz
021 146.300MHz

1299 434.860MHz

A 00~99 144MHz帯を編集する
B 00~99 AIRバンドを編集する
C 00~99 430MHz帯を編集する
D 00~99
E 00~99
F 00~99
G 00~99
H 00~99
I 00~99
J 00~99
K 00~99
L  00~99
M 00~99
N 00~99
O 00~99
P 00~99
Q 00~99
R 00~99
T  00~99
U  00~99
W 00~99
Y 00~99 FM放送バンドを編集する

M-CHの内容 バンクの内容

A00

B00

A01

B01

C00

C01

A02

B02

Y00

Y01

Y02
C02

A03

C03

バンクチャンネル
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�メモリ�の使��た

編集の��た
q	 �[V/�]を数�押して、��リー�ードにします。
w��[�AND]を数�押して、チャンネル表示、またはバンク表示

にします。
e	 [D�AL]を�して、バンクで編集するM-CHを選択します。M-CHを選択します。を選択します。
r	�[S��W](V/�)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、セレ(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、セレ�ッ、�ーと鳴るまで�押して、セレ�押して、セレ押して、セレ

クト��リーライト状態にします｡｡
� 	M-CH表示部が��して、��リー��を表示します。表示部が��して、��リー��を表示します。
t	�[�ODE]を押して、「�ANK｣�ANK｣項目を選択します。
� ※��選択したM-CHをすでに編集している場合は、編集して選択したM-CHをすでに編集している場合は、編集してM-CHをすでに編集している場合は、編集してをすでに編集している場合は、編集して

いるバンクとチャンネルを表示します。
y	�[�AND]を数�押して、バンクを選択します。
� ※[�AND]を押しながら[D�AL]を�しても選択できます。
u	�[D�AL]を�して、チャンネルを選択します。
� ※��すでに編集しているバンクのチャンネルを選択することすでに編集しているバンクのチャンネルを選択すること

はできませ�。
i	�[S��W](V/�)を長く(�ッ、��と鳴るまで�押して、指(�ッ、��と鳴るまで�押して、指�ッ、��と鳴るまで�押して、指�押して、指押して、指指

�したバンクチャンネルを確�し、��リー�ードに��
ます。

D

[DIAL]

[DIAL]

M-CHを10CHステップ
で切り替える

メモリーモード表示
点灯

M-CH番号表示

VFOモードで
145.520MHzに設定

VFOモードに戻る

[DIAL]を回して、
M-CH「012｣を選択

　　　を長く押して、
メモリーに書き込み

　　　を長く押して、
セレクトメモリーライト
の状態にする

チャンネル 12

　　　を長く押してメモリーに書き込み

VFOモードに戻る

書き込み後も　　　 を押しつづける
(ピッ、ピピ、ピーが鳴るまで)ピピ、

ピッ、

ピー

ピッ、ピー、

ピピ、

転送したいM-CHを選択

VFOモードに戻る

　　　を長く押す [DIAL]を回して
コピーするM-CHを選択

コピーしたいM-CHを選択

M-CHに書き込む

　　　を長く押す

　　　を長く押す

《例》M-CH023をバンクAの
　　チャンネル01に書き込む

　　　を長く押す

　　　を押して「BANK｣を選択

[DIAL]で「01｣を選択する

　　　を長く押して入力完了
メモリーモードに戻る

バンクの編集

　　　で「A｣を選択する

※キーをはなさずに押しつづ
けると、表 示して いる
M-CHに書き込みますので
ご注意ください。

※キーをはなさずに押しつづ
けると、M-CHが1CHだけ
自動的に繰り上がり、VFO
モードになります。

�

【ご���
メモリ��ンクは、�����整理するために使用��す。�����整理するために使用��す。�整理するために使用��す。
編集も�の�����変更、�たは更新する�、メモリ��ン�����変更、�たは更新する�、メモリ��ン�変更、�たは更新する�、メモリ��ン
クの内容も変更され�す。



メモリ�/�ンク/スキャンネ��の使��た/�ンク/スキャンネ��の使��た�ンク/スキャンネ��の使��た/スキャンネ��の使��たスキャンネ��の使��た
��リーに記憶しているすべてのチャンネル、または編集した
各バンクや、プ��ラムスキャンに、�前(ネーム�を入力できや、プ��ラムスキャンに、�前(ネーム�を入力できに、�前(ネーム�を入力でき
ます。

メモリ�/�ンク/スキャンネ���入�する/�ンク/スキャンネ���入�する�ンク/スキャンネ���入�する/スキャンネ���入�するスキャンネ���入�する
q	�[V/�]を数�押して、��リー�ードにします。
w		[�AND]を数�押して、��リー�ード表示、または入力

したいバンクに��します。
e	�[D�AL]を�して、M-CHを選択します。M-CHを選択します。を選択します。
r		[S��W](V/�)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。�ッ、�ーと鳴るまで�押します。�押します。押します。
� M-CH表示部が��します。表示部が��します。
t		[�ODE]を数�押して、「� NA�E｣� NA�E｣(��リーネーム�、��リーネーム�、�、、「�� 

NA�E｣(バンクネーム�、バンクネーム�、�、、「S NA�E｣S NA�E｣(スキャンネーム�項スキャンネーム�項�項項
目を選択します。

� �	��リーネーム、バンクネーム、スキャンネームの表示画
面とな�、ネームの1�目と1�目と�目と「 ｣表示が��します。

� �すでにネームが登録されているときはネームを表示、未すでにネームが登録されているときはネームを表示、未
登録のときはブランク表示とな�ます。

� �バンクネームの入力画面は、バンクが選択されているとネームの入力画面は、バンクが選択されているとの入力画面は、バンクが選択されているとは、バンクが選択されていると、バンクが選択されていると
きに表示します。表示します。します。ます。

� �スキャンネームの入力画面は、ネームの入力画面は、の入力画面は、は、、プ��ラムスキャン用チャ
ンネル(PROGRAM-CH�(PROGRAM-CH�が選択されているときに表示し表示しし
ます。

�

D

y	��[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、文字を選択します。
	 ※�[D�AL]を時計��に時計��に�すとカーソルを右に、反時計�反時計�

�に�すとカーソルを左に移動します。
u	�前記yを繰�返して、ネームを入力します。
� ※ネームは6文字以�で入力できます。ネームは6文字以�で入力できます。は6文字以�で入力できます。以�で入力できます。入力できます。
i	� [S��W](V/�)を長く(�ッ、��と鳴るまで�押すと書き(�ッ、��と鳴るまで�押すと書き�ッ、��と鳴るまで�押すと書き�押すと書き押すと書き

込みます。
※��ネームを訂正したいときは、ネームを入れなおしてください。
� �後に入れたネームが��とな�ます。�後に入れたネームが��とな�ます。
※��バンクネームは、バンクごとにネームを入力できますが、バンクネームは、バンクごとにネームを入力できますが、

バンクチャンネルごとにはネームを入力できませ�。
※��スキャンネームを入力すると、プ��ラムスキャン選択時スキャンネームを入力すると、プ��ラムスキャン選択時

に表示します。

	使用可能文字一覧

�0

� メモリ�の使��た

[A] [B] [C] [D] [E] [F] [G] [H] [ I ] [J] [K] [L] [M]

[N] [O] [P] [Q] [R] [S] [T ] [U] [V] [W]

[9][0] [1] [2] [3] [4] [5] [6] [7] [8]

[X] [Y] [Z]

[ : ][ ( ] [ ) ] [ ] [+] [−] [.] [ / ] [=] [スペース ]



�1

�メモリ�の使��た

メモリ�ネ�����する��は
��リー�ードで、周波数表示からネーム表示、またはチャン、またはチャン
ネル表示に切�替えます。に切�替えます。
q	�[V/�]を数�押して、��リー�ードにします。
w	�[FUN�]を押しながら[��N](�AND)を押すごとに、｢� 

NA�E｣、｢� NA�E｣、｢������｣（�ャンネル��）、
「14�����｣(周波���)を切�替えます。
	 	� NA�E � バンクを選択しているとき、バンクネーム

を表示します。
	 	� NA�E ����リーネームを表示します。
	 	������ � M-CH番号を周波数表示部に表示します。
	 	周波��� � ��リーに書き込�でいる周波数を表示し

ます。
※��｢� NA�E｣、｢� NA�E｣を選択すると、約1�後にネー1�後にネー�後にネー

ムを表示します。
� �ネームを書き込�でいないときは表示されず、周波数表示ネームを書き込�でいないときは表示されず、周波数表示

にな�ます。

D

�

[DIAL]

メモリーネーム表示選択

バンクネーム表示選択

メモリーネーム表示選択

メモリーチャンネル表示選択

チャンネル表示 バンク表示

オートメモリーライト用
チャンネル表示 バンク表示

押すごとに
切り替わる

周波数表示選択

《例》M-CH023をバンクAの
　　チャンネル01に書き込む

　　　を長く押す

　　　を押して「BANK｣を選択

[DIAL]で「01｣を選択する

　　　を長く押して入力完了
メモリーモードに戻る

バンクの編集

　　　で「A｣を選択する

《例》M-CH045に
　　　「NHK-FM｣を入力する

　　　を長く押して入力完了

上記の操作を繰り返して
｢NHK-FM｣を入力

メモリーネームの入力

　　　を長く押す

　　　を数回押して
「M NAME｣を選択

　　　　を押しながら
[DIAL]を回して「N｣を選択し、
[DIAL]だけを回して
カーソルを右へ移動

《例》M-CH23を消去する
　　　を数回押して
「CLEAR｣を選択

[DIAL]を回して
M-CH23を選択する

　　　を長く押して消去

メモリーの消し方

　　　を長く押す

VFOモード

　　　を押して
VFOモードに戻る

[DIAL]

メモリーネーム表示選択

バンクネーム表示選択

メモリーネーム表示選択

メモリーチャンネル表示選択

チャンネル表示 バンク表示

オートメモリーライト用
チャンネル表示 バンク表示

押すごとに
切り替わる

周波数表示選択

《例》M-CH023をバンクAの
　　チャンネル01に書き込む

　　　を長く押す

　　　を押して「BANK｣を選択

[DIAL]で「01｣を選択する

　　　を長く押して入力完了
メモリーモードに戻る

バンクの編集

　　　で「A｣を選択する

《例》M-CH045に
　　　「NHK-FM｣を入力する

　　　を長く押して入力完了

上記の操作を繰り返して
｢NHK-FM｣を入力

メモリーネームの入力

　　　を長く押す

　　　を数回押して
「M NAME｣を選択

　　　　を押しながら
[DIAL]を回して「N｣を選択し、
[DIAL]だけを回して
カーソルを右へ移動

《例》M-CH23を消去する
　　　を数回押して
「CLEAR｣を選択

[DIAL]を回して
M-CH23を選択する

　　　を長く押して消去

メモリーの消し方

　　　を長く押す

VFOモード

　　　を押して
VFOモードに戻る



�2

� メモリ�の使��た

�ャンネル���切り替えるには
チャンネル表示は、記憶したM-CH、編集したバンクとチャM-CH、編集したバンクとチャ、編集したバンクとチャ
ンネル、�ート��リーライト用チャンネルの周波数表示を
チャンネル番号で表示します。
書き込�だすべてのM-CHを表示し、スキップチャンネルもM-CHを表示し、スキップチャンネルもを表示し、スキップチャンネルも
表示します。
q	�[V/�]を数�押して、��リー�ードにします。
w	� [FUN�]を押しながら[�AND]を数�押して、｢������｣ 

(チャンネル表示�にします。チャンネル表示�にします。
e	� チャンネル表示状態で、[�AND]を押すごとに、チャンネ

ル表示を切�替えます。
� ※��各チャンネル表示選択時に、各チャンネル表示選択時に、[D�AL]を�すとそれぞれ

に選択しているチャンネルを選択できます。

D

[DIAL]

メモリーネーム表示選択

バンクネーム表示選択

メモリーネーム表示選択

メモリーチャンネル表示選択

チャンネル表示 バンク表示

オートメモリーライト用
チャンネル表示 バンク表示

押すごとに
切り替わる

周波数表示選択

《例》M-CH023をバンクAの
　　チャンネル01に書き込む

　　　を長く押す

　　　を押して「BANK｣を選択

[DIAL]で「01｣を選択する

　　　を長く押して入力完了
メモリーモードに戻る

バンクの編集

　　　で「A｣を選択する

《例》M-CH045に
　　　「NHK-FM｣を入力する

　　　を長く押して入力完了

上記の操作を繰り返して
｢NHK-FM｣を入力

メモリーネームの入力

　　　を長く押す

　　　を数回押して
「M NAME｣を選択

　　　　を押しながら
[DIAL]を回して「N｣を選択し、
[DIAL]だけを回して
カーソルを右へ移動

《例》M-CH23を消去する
　　　を数回押して
「CLEAR｣を選択

[DIAL]を回して
M-CH23を選択する

　　　を長く押して消去

メモリーの消し方

　　　を長く押す

VFOモード

　　　を押して
VFOモードに戻る



��

�メモリ�の使��た

メモリ�クリア(��)の��た(��)の��た��)の��た)の��たの��た
不要になったM-CHとPROGRAM-CHを消去します。M-CHとPROGRAM-CHを消去します。とPROGRAM-CHを消去します。PROGRAM-CHを消去します。を消去します。
いった�消去したM-CHとPROGRAM-CHの��は、��M-CHとPROGRAM-CHの��は、��とPROGRAM-CHの��は、��PROGRAM-CHの��は、��の��は、��
できないのでご注意ください。なお、すべてのPROGRAM-PROGRAM-
CHを消去するとプ��ラムスキャンができませ�。を消去するとプ��ラムスキャンができませ�。

メモリ�内容���する
q		[V/�]を数�押して、数�押して、押して、��リー�ード、またはVFO�ード、またはVFO�ードVFO�ード
を選択し、し、、[S��W](V/�)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押(�ッ、�ーと鳴るまで�押�ッ、�ーと鳴るまで�押�押押
して、セレクト��リーライト状態にします。

		��リー表示部が��します。
w	�[D�AL]を�して、消去したいM-CHを選択します。M-CHを選択します。を選択します。
e	[�ODE]を数�押して、「�LEA�｣�LEA�｣項目を選択します。
r		[S��W](V/�)を長く(�ッ ��と鳴るまで�押すと、��(�ッ ��と鳴るまで�押すと、���ッ ��と鳴るまで�押すと、�����と鳴るまで�押すと、����と鳴るまで�押すと、���押すと、��押すと、��

リー��を消去します。
t	�消去後、[V/�]を押すと、qで選択したときの表示に��ます。
� �なお、なお、qで選択したM-CHを消去したときは、ブランク表示M-CHを消去したときは、ブランク表示を消去したときは、ブランク表示

にな�ます。
※���ート��リーライト用チャンネルのクリア操作は41�ート��リーライト用チャンネルのクリア操作は4141

ページを参照してください。

�
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�

[DIAL]

メモリーネーム表示選択

バンクネーム表示選択

メモリーネーム表示選択

メモリーチャンネル表示選択

チャンネル表示 バンク表示

オートメモリーライト用
チャンネル表示 バンク表示

押すごとに
切り替わる

周波数表示選択

《例》M-CH023をバンクAの
　　チャンネル01に書き込む

　　　を長く押す

　　　を押して「BANK｣を選択

[DIAL]で「01｣を選択する

　　　を長く押して入力完了
メモリーモードに戻る

バンクの編集

　　　で「A｣を選択する

《例》M-CH045に
　　　「NHK-FM｣を入力する

　　　を長く押して入力完了

上記の操作を繰り返して
｢NHK-FM｣を入力

メモリーネームの入力

　　　を長く押す

　　　を数回押して
「M NAME｣を選択

　　　　を押しながら
[DIAL]を回して「N｣を選択し、
[DIAL]だけを回して
カーソルを右へ移動

《例》M-CH23を消去する
　　　を数回押して
「CLEAR｣を選択

[DIAL]を回して
M-CH23を選択する

　　　を長く押して消去

メモリーの消し方

　　　を長く押す

VFOモード

　　　を押して
VFOモードに戻る

【メモリ�内容�ほ�の ���� に転���使うには�
M-CHの��をほかのM-CHに転�できます。
上記の��リークリア操作で手順で手順手順rまで進みます。
[D�AL]を�して、転�したいM-CHを選択し、M-CHを選択し、を選択し、[S��W](V/�)
を長く(�ッ ��と鳴るまで�押すと、��リー��を転�し(�ッ ��と鳴るまで�押すと、��リー��を転�し�ッ ��と鳴るまで�押すと、��リー��を転�し���と鳴るまで�押すと、��リー��を転�し��と鳴るまで�押すと、��リー��を転�し�押すと、��リー��を転�し押すと、��リー��を転�し
ます。

【ご参考�
手順wの�と、[FUN�]を押しながら[V/�]を長く押しても、
M-CHを消去できます。



スキャンのしかた6
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スキャンについて
スキャンとは、周波数やメモリーチャンネル(M-CH)を自動
で切り替えて、信号の出ているところを探し出す機能です。

各モードのスキャンについて
	VFOモードのとき
	 	スキップする周波数は、「������������を指定します。(+P39)
	 	プログラムスキャン用チャンネルは、��周波数���周��周波数���周
波数の���を���������。(���を���������。(+P�6)

	 ※	���������、プログラムスキャンは��しま��。����、プログラムスキャンは��しま��。
	メモリーモードのとき
	 	「������������または「����������を指定し��る����はスキップ指定し��る����はスキップし��る����はスキップ����はスキップ
します。(+P41)

	 ����は���以����������。(+P�6)
	 ※	設定し�����、メモリースキャンは��しま��。

�

D

VFOスキャンスキャン(+�38、�3�)、�3�)�3�)

	ALL(フルスキャン)
	 すべ�の受信周波数範囲をスキャンします。

	BAND(バンドスキャン)
	 表示し��る運用バンドの周波数範囲をスキャンします。

	�ROG 0〜24(プログラムスキャン)
	 	プログラムスキャン用チャンネル(PROGRA����)に
�����周波数範囲をスキャンします。

	�-L�N�0〜�(プログラムリンクスキャン)
	 	EXPAND	SETモードのの｢�-L�N��(�����スキャン�����スキャン

のリンク設定)(+P59)�指定したプログラムスキャン
を連続し�スキャンします。

D
受信周波数
下限

受信周波数
上限

スキャン

ジャンプ

PSKIPPSKIP

バンド下限
周波数

バンド上限
周波数

スキャン

ジャンプ
スタート

下限(00A~24A) 上限(00B~24B)

スキャン

ジャンプ

ジャンプ

スキャン

ジャンプ

ジャンプ

信号を受信するとオート
メモリーライト用チャン
ネルに書き込む チャンネル 周波数

AW000

AW199

ーーー
ーーー
ーーー
ーーー
ーーー

下限周波数 上限周波数

受信周波数
下限

受信周波数
上限

スキャン

ジャンプ

PSKIPPSKIP

バンド下限
周波数

バンド上限
周波数

スキャン

ジャンプ
スタート

下限(00A~24A) 上限(00B~24B)

スキャン

ジャンプ

ジャンプ

スキャン

ジャンプ

ジャンプ

信号を受信するとオート
メモリーライト用チャン
ネルに書き込む チャンネル 周波数

AW000

AW199

ーーー
ーーー
ーーー
ーーー
ーーー

下限周波数 上限周波数

受信周波数
下限

受信周波数
上限

スキャン

ジャンプ

PSKIPPSKIP

バンド下限
周波数

バンド上限
周波数

スキャン

ジャンプ
スタート

下限(00A~24A) 上限(00B~24B)

スキャン

ジャンプ

ジャンプ

スキャン

ジャンプ

ジャンプ

信号を受信するとオート
メモリーライト用チャン
ネルに書き込む チャンネル 周波数

AW000

AW199

ーーー
ーーー
ーーー
ーーー
ーーー

下限周波数 上限周波数

�����スキャン/�����リンクスキャン
について

プログラムスキャン/プログラムリンクスキャン時は、
PROGRA����に�����内容�スキャンします。
また、�����内容は、��換え��ます。
[�.MW](V/M)を長�押したあ�、[BAND]を数回押し�
項目を選択し、[D�AL]を回し�内容を選択、再度[�.MW](V/
M)を長�押す���換え��ます。
編 集 ��る内 容 は、「T��(チ ュ ー ニ ン グ ス テ ッ プ)/

「MODE�(受信モード)/「ATT�(アッテネーター)�す。
※	ブランクを選択する�、VFOモードの設定条件にしたがっ
���します。

D
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�スキャンの��た

�

VFOスキャンスキャン
オ�トメモリ�ライトスキャン((+P4�)

スキャン中に信号を受信すると、その周波数を�ート��リー
ライト用チャンネル((A������A�199�へ自動的に順次書き込へ自動的に順次書き込
みます。

D

受信周波数
下限

受信周波数
上限

スキャン

ジャンプ

PSKIPPSKIP

バンド下限
周波数

バンド上限
周波数

スキャン

ジャンプ
スタート

下限(0A~24A) 上限(0B~24B)

スキャン

ジャンプ

ジャンプ

スキャン

ジャンプ

ジャンプ

信号を受信するとオート
メモリーライト用チャン
ネルに書き込む チャンネル 周波数

AW000

AW199

ーーー
ーーー
ーーー
ーーー
ーーー

下限周波数 上限周波数

メモリ�スキャン(+P42))

	��ALL(フル��リースキャン�
� すべてのM-CHをスキャンします。
	��ALL(フルバンクスキャン�
� すべてのバンクをスキャンします。
	�ANK�A��、T、U、W、Y、T、U、W、Y(バンクスキャン�
� 指�したバンクのM-CHをスキャンします。
	��L�NK(バンクリンクスキャン�
� �EXPAND�SET�ードのSET�ードの｢��L�NK｣(�ンクのリンク設のリンク設リンク設

定)(+P58�で指�したバンクを連続してスキャンします。

D

スケル�の調整
通常スケルチレベルは｢AUTO｣にしていますが、受信信号の
強さに�じて、スキャンが一時停止する�うに調整できます。
		スキャン動作中に[SQL]を押しながら[D�AL]を�すと、ス
ケルチレベルの調整ができます。(+P15�

� スケルチ調整が�わるとスキャンが再スタートします。

スキャン�の[D�AL]操�につ��[D�AL]操�につ��操�につ��
		スキャンをスタートするとアップスキャンを開始しますが、
スキャン中に[D�AL]を�すと、�した方向にアップスキャにアップスキャアップスキャ
ンと��ンスキャンを切�替えます。

		信号を受信してスキャンを一時停止しているときに、
[D�AL]を�すと即時再スタートします。

スキャン�のス�ップにつ��
フルスキャン/バンドスキャン中に周波数を切�替えるステッスキャン/バンドスキャン中に周波数を切�替えるステッバンドスキャン中に周波数を切�替えるステッ中に周波数を切�替えるステッ
プ幅は、バンドごとに��しているチューニン�ステップ
(+P�1�で動作します。
※�プ��ラムスキャンは、PROGRAM-CHに��したステップ��ラムスキャンは、PROGRAM-CHに��したステッ
プでスキャンします。

スキップ機能につ��
�すべてのスキャンでスキップ(必要のないM-CHをスキャンか
ら除�する�指�ができます。(+P39、P41�

D

D

D

D
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� スキャンの��た

受信モ�ド(電波型�)につ��(電波型�)につ��電波型�)につ��)につ��につ��
		フルスキャン/バンドスキャン時は、VFO�−ドで��してスキャン/バンドスキャン時は、VFO�−ドで��してバンドスキャン時は、VFO�−ドで��して時は、VFO�−ドで��して
いる電波�式で動作します。

		プ��ラムスキャン/��リースキャン時は、��リーされ��リースキャン時は、��リーされ
ている電波�式で動作します。

信号�受信する�
		信号を受信して、約1��(初期�����過すると、自動的約1��(初期�����過すると、自動的�����過すると、自動的��過すると、自動的
に再スタートします。

� �また、途中で信号がなくなると、約��後(初期����に��に�に
再スタートします。

		上記のタイマーは、EXPAND�SET�ードSET�ードの｢PAUSE｣(ス
キャン一時停止�イ��の設定)(+P54�、｢�ESU�E｣(ス
キャン再ス��ト�イ��の設定)(+P54�で変�できます。

スキャンストップ時の��プ音設定
信号を受信してスキャンが一時停止すると、ビープ音が鳴る
�うに、EXPAND�SET�ードのの｢STOP �｣(スキャン停止時停止時
��プ音の設定)音の設定)の設定)(+P54�で��できます。

スキャンネ��につ��
	PROGRAM-CH(＊＊A/＊＊B�ごとに、スキャンネームを登
録できます。(+P3�、P31、P31P31�
	登録すると、スキャン範囲を選択するときにスキャンネームにスキャンネームスキャンネーム
を表示します。(+P39�

D

D

D

D

T�A�N(空線キャンセラ�)機能につ��空線キャンセラ�)機能につ��)機能につ��機能につ��
通話していない鉄道無線で聞こえる空線信号を検出できます。
TRAIN1またはTRAIN�を��したときに空線信号を受信す
ると、受信音をミュートします。
	T�A�N1
� �一周波数の空線信号(+P37、P57�を検出します。、P57�を検出します。P57�を検出します。
	T�A�N2
� �15��H�のシン�ルトーンとMS�制御信号が交互に切�
替わる信号を検出します。

� �TRAIN�を��したときに検出する空線信号の周波数は、
固�です。

� ※�TRAIN(空線キャンセラー�機�の��に�いては、57
ページをご参照ください。

� ※�スキャン中に信号を検出すると、｢PAUSE｣(スキャン一
時停止�イ��の設定)(+P54�の��に関わらず、ス
キャンを再スタートします。

�SKキャンセラ�機能につ��キャンセラ�機能につ��
MCA無線で聞こえるMS�制御信号を検出できます。
※�MS�キャンセラー機�の��に�いては、37ページをごページをごをご
覧ください。

		MS�を��したときにMS�制御信号を受信すると、受信
音をミュートします。

		スキャン中にMS�制御信号を検出すると、｢PAUSE｣(ス
キャン一時停止�イ��の設定)(+P54�の��に関わら
ず、スキャンを再スタートします。

D

D



T�A�N1空線キャンセラ�機能�設定する
q��[SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�押して、SET押して、SETSET

�ードにし、[D�AL]を�して、｢EXPAND｣(機能��の設機能��の設
定))を選択します。

w��[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、｢ON｣を選択します。
e��[D�AL]を�して、｢�AN�EL｣(空線キャンセラ�機能の設空線キャンセラ�機能の設

定))を選択します。
r��[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、｢T�A�N1｣を選

択します。
t��[D�AL]を�して、｢TF�Q｣(空線信号周波�の設定)空線信号周波�の設定))を選択

します。
� 		空線信号の周波数(��8�H��を表示します。(��8�H��を表示します。を表示します。
y�[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、空線信号の周波
数を��します。

� 	��範囲：3��H��3���H�(1�H�ステップ�3��H��3���H�(1�H�ステップ��3���H�(1�H�ステップ�3���H�(1�H�ステップ�1�H�ステップ��
� ※�TRAIN1空線信号の周波数は、M-CHごとに指�できます。
u��[SET](TS)を押すと、SET�ードを解除して空線キャンセSET�ードを解除して空線キャンセ�ードを解除して空線キャンセ

ラー機�に�る受信状態にな�ます。

D
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�

T�A�N2/�SKキャンセラ�機能�設定するキャンセラ�機能�設定する
q��[SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�押して、SET押して、SETSET

�ードにし、[D�AL]を�して、｢EXPAND｣(機能��の設機能��の設
定))を選択します。

w��[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、｢ON｣を選択します。
e��[D�AL]を�して、｢�AN�EL｣(空線キャンセラ�機能の設空線キャンセラ�機能の設

定))を選択します。
r��[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、｢T�A�N2｣、また

は｢�SK｣を選択します。
t��[SET](TS)を押すと、SET�ードを解除して空線キャンセSET�ードを解除して空線キャンセ�ードを解除して空線キャンセ

ラー/MS�キャンセラー機�に�る受信状態にな�ます。MS�キャンセラー機�に�る受信状態にな�ます。キャンセラー機�に�る受信状態にな�ます。

D

2280Hzに設定空線信号周波数の設定

VFOスキャン中の表示

プログラムスキャン選択中の表示

プログラムリンクスキャン選択中の表示

PSKIP表示

MSKに設定

MSK機能による受信状態
SQLを表示

空線キャンセラー機能の設定

フルスキャンの選択 バンドスキャンの選択

プログラムリンクスキャンの選択 プログラムスキャンの選択

点滅

スキャン中の表示スキャンネーム表示

スキャン中の表示リンクネーム表示

【ご��】
		�空線キャンセラー/MS�キャンセラー機�は受信信号が�
いときや、ノイズが多いときなどは正しく動作しないこと
が��ます。

		空線キャンセラー機�、MS�キャンセラー機�はすべての
空線信号またはMS�信号を検出するものでは��ませ�。
MS�信号は1���bpsのMS�信号を検出することができます。

� �周波数がズレた場合などは検出できないことも��ます。

【ご参考】
	�空線信号の周波数(��8�H��を±5�H�ほど可変することに�
�、空線キャンセラー機�の�果が向上することが��ます。

2280Hzに設定空線信号周波数の設定

VFOスキャン中の表示

プログラムスキャン選択中の表示

プログラムリンクスキャン選択中の表示

PSKIP表示

MSKに設定

MSK機能による受信状態
SQLを表示

空線キャンセラー機能の設定

フルスキャンの選択 バンドスキャンの選択

プログラムリンクスキャンの選択 プログラムスキャンの選択

点滅

スキャン中の表示スキャンネーム表示

スキャン中の表示リンクネーム表示

※ T�A�N1/T�A�N2で
もSQLを表示します。
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� スキャンの��た

VFOモ�ドのスキャンモ�ドのスキャン
VFO�ードのスキャンには、フルスキャン、バンドスキャン、
プ��ラムリンクスキャン、プ��ラムスキャンが��ます。
(+P34�
※	M-CHで｢PSK�P｣を指�している周波数は、スキップして
スキャンします。

オ�ルリセット時のP�OG�A����につ��P�OG�A����につ��につ��
プ��ラムスキャンは、PROGRAM-CHの｢��A/���｣�
｢24A/24�｣に書き込�だ周波数範囲をスキャンします。
�ールリセット時、��されているPROGRAM-CHの��時、��されているPROGRAM-CHの��
は、次のとお�です。

� ｢��A｣��.1��MH�� /｢���｣�13��.���MH�
� ｢�1A｣�144.���MH��/｢�1�｣�146.���MH�
� ｢�2A｣�43�.���MH��/｢�2�｣�44�.���MH�
※�｢��A/����24A/24�｣は�ールリセット時、�も記憶�ールリセット時、�も記憶時、�も記憶
されていませ�。

� �PROGRAM-CHへの書き込みに�いては�6ページを参照
してください。

�

D

VFOスキャンの操�スキャンの操�
q��[V/�]を数�押して、VFO�ードにします。VFO�ードにします。�ードにします。
w��[S�AN](�ODE)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。�ッ、�ーと鳴るまで�押します。�押します。押します。
e��[D�AL]を�して、VFOスキャンの種�を選択します。VFOスキャンの種�を選択します。を選択します。
	ALL �フルスキャン
	�AND �バンドスキャン
	P�L�NK��� � プ��ラムリンクスキャン
	P�OG ��24 �プ��ラムスキャン

r�[S�AN](�ODE)を押すと、スキャンを開始します。
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2280Hzに設定空線信号周波数の設定

VFOスキャン中の表示

プログラムスキャン選択中の表示

プログラムリンクスキャン選択中の表示

PSKIP表示

MSKに設定

MSK機能による受信状態
SQLを表示

空線キャンセラー機能の設定

フルスキャンの選択 バンドスキャンの選択

プログラムリンクスキャンの選択 プログラムスキャンの選択

点滅

スキャン中の表示スキャンネーム表示

スキャン中の表示リンクネーム表示

2280Hzに設定空線信号周波数の設定

VFOスキャン中の表示

プログラムスキャン選択中の表示

プログラムリンクスキャン選択中の表示

PSKIP表示

MSKに設定

MSK機能による受信状態
SQLを表示

空線キャンセラー機能の設定

フルスキャンの選択 バンドスキャンの選択

プログラムリンクスキャンの選択 プログラムスキャンの選択

点滅

スキャン中の表示スキャンネーム表示

スキャン中の表示リンクネーム表示
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�スキャンの��た

�

� ※��スキャン中にスキャン中に[�AND]を押すと、バンドまたはプ��ラ
ムスキャン範囲を切�替えます。

� � �プ��ラムリンクスキャンの場合は、リンクしているプ
��ラムスキャン範囲を切�替えます。

� ※�スキャン中に[D�AL]を�すとアップスキャン/��ンス
キャンを切�替えます。

t��[S�AN](�ODE)を押すと、スキャン動作を解除します。

VFOモ�ドのPSK�P設定
VFOスキャン時に、登録したスキップ周波数をスキップする
かしないかを��します。
VFO�ードで、[FUN�]を押しながら[[ ](V/�)を押すご
とに、「PSK�P｣PSK�P｣表示が消灯/�灯します。
	PSK�Pが�灯� ：�VFOスキャン時に、登録したスキップ周、登録したスキップ周登録したスキップ周

波数をスキップします。。
	PSK�Pが消灯� ：�VFOスキャン時に、登録したスキップ周、登録したスキップ周登録したスキップ周

波数をスキップしませ�。。
� � 　すべての周波数をスキャンします。

D

2280Hzに設定空線信号周波数の設定

VFOスキャン中の表示

プログラムスキャン選択中の表示

プログラムリンクスキャン選択中の表示

PSKIP表示

MSKに設定

MSK機能による受信状態
SQLを表示

空線キャンセラー機能の設定

フルスキャンの選択 バンドスキャンの選択

プログラムリンクスキャンの選択 プログラムスキャンの選択

点滅

スキャン中の表示スキャンネーム表示

スキャン中の表示リンクネーム表示

【スキャンネ���書��ん����
スキャンネームを書き込む (+P3�� と、プ��ラムスキャ
ンの選択時にスキャンネームを表示します。
※プ��ラムスキャン中、スキャンネームは表示しませ�。
※�プ��ラムリンクスキャンにネームを書き込む
(+P59� と、プ��ラムリンクスキャンの選択時にス
キャンネームを表示します。

2280Hzに設定空線信号周波数の設定

VFOスキャン中の表示

プログラムスキャン選択中の表示

プログラムリンクスキャン選択中の表示

PSKIP表示

MSKに設定

MSK機能による受信状態
SQLを表示

空線キャンセラー機能の設定

フルスキャンの選択 バンドスキャンの選択

プログラムリンクスキャンの選択 プログラムスキャンの選択

点滅

スキャン中の表示スキャンネーム表示

スキャン中の表示リンクネーム表示

【VFO スキャン�の PSK�P 登録につ���
VFOスキャン中で、受信した不要な周波数をM-CHの�中で、受信した不要な周波数をM-CHの�、受信した不要な周波数をM-CHの�受信した不要な周波数をM-CHの�
後尾から順番に登録できます。す。
VFOスキャンで、スキャンで、で、[FUN�]を押しながら[[ ](V/�)を長く長く
(�ッ、��と鳴るまで�押すと、M-CHの�後尾(1�99CH��ッ、��と鳴るまで�押すと、M-CHの�後尾(1�99CH��押すと、M-CHの�後尾(1�99CH�押すと、M-CHの�後尾(1�99CH�、M-CHの�後尾(1�99CH�M-CHの�後尾(1�99CH�
から順番に書き込みます。す。

M-CH
番号表示

チャンネル   周波数
メモリーチャンネル

1297
1298
1299 145.260

ーーー
ーーー

+ 長く押す
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� スキャンの��た

オ�トメモリ�ライトスキャンの��た
�ート��リーライトスキャンは、スキャン中に受信した周波
数を、自動的に�ート��リーライト用チャンネル((A������
A�199�へ書き込みます。へ書き込みます。
q��[V/�]を数�押して、VFO�ードにします。VFO�ードにします。�ードにします。
w��[S�AN](�ODE)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。�ッ、�ーと鳴るまで�押します。�押します。押します。
e��[D�AL]を�して、VFOスキャンの種�を選択します。
r��[S�AN](�ODE)を押して、スキャンを開始します。
t��スキャン中にスキャン中に[V/�]を押すと、�ート��リーライトス

キャンを開始します。
� 		「 ｣表示が��します。

� ※�A������A�199までのすべての�ート��リーライまでのすべての�ート��リーライ
ト用チャンネルが書き込まれているときは、�ート��
リーライトスキャンに切�替えできませ�。

�
� ��信号�受信する�】
� �信号を受信すると、約5��一時停止して、受信した周波信号を受信すると、約5��一時停止して、受信した周波5��一時停止して、受信した周波��一時停止して、受信した周波

数を�ート��リーライト用チャンネルの�下位((A�����
へ自動的に書き込みます。

� 書き込みが�わると自動的に再スタートします。書き込みが�わると自動的に再スタートします。
� ※書き込むときに、「��ッ｣とビープ音が鳴�ます。｣とビープ音が鳴�ます。とビープ音が鳴�ます。
� ※�それ以前に書き込�だ�ート��リーライト用チャンネそれ以前に書き込�だ�ート��リーライト用チャンネ

ルが�れば、順次上位チャンネルにシフトします。
� ※�すべての�ート��リーライト用チャンネル(���CH�すべての�ート��リーライト用チャンネル(���CH�(���CH�

を書き込�だときは、スキャンを解除します。
y	�[V/�]を押すと、�ート��リーライトスキャンを解除し

ます。

u	[S�AN](�ODE)を押すと、スキャンを解除します。

[DIAL] オートメモリーライト
スキャン表示

点滅

点滅

表示

オートメモリーライト用
チャンネル表示

数回押す

メモリーモード表示

信号を受信してスキャンが
一時停止する

チャンネル   周波数
オートメモリーライト用チャンネル

AW000
AW001
AW002
AW00３

AW199

145.260
144.740
144.100

ーーー
ーーー
ーーー

ーーー

クリア後の表示
オートメモリーライト用
チャンネル表示

[DIAL] オートメモリーライト
スキャン表示

点滅

点滅

表示

オートメモリーライト用
チャンネル表示

数回押す

メモリーモード表示

信号を受信してスキャンが
一時停止する

チャンネル   周波数
オートメモリーライト用チャンネル

AW000
AW001
AW002
AW00３

AW199

145.260
144.740
144.100

ーーー
ーーー
ーーー

ーーー

クリア後の表示
オートメモリーライト用
チャンネル表示

一時停止が約5���づくと、｢��ッ｣
とビープ音がな�、�ート��リーラ
イト用チャンネルに書き込みます。
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�スキャンの��た

�

オ�トメモリ�ライト用�ャンネルの�び��
q��[V/�]を数�押して、��リー�ードにします。
w��[�AND]を数�押して、�ート��リーライト用チャンネ

ル表示を選択します。((「AW｣AW｣｣が表示します��
e��[D�AL]を�して、�ート��リーライト用チャンネルを選

択します。

オ�トメモリ�ライト用�ャンネルのクリア操�
q��[V/�]を数�押して、��リー�ードにします。
w��[�AND]を数�押して、�ート��リーライト用チャンネ

ル表示を選択します。((「AW｣AW｣｣が表示します��
e��[FUN�]を押しながら[S��W](V/�)を長く(�ッ、�ーと(�ッ、�ーと�ッ、�ーと

鳴るまで�押すと、すべての�ート��リーライト用チャン�押すと、すべての�ート��リーライト用チャン押すと、すべての�ート��リーライト用チャン
ネルをクリアします。

� ※1CHごとにクリアできませ�。1CHごとにクリアできませ�。ごとにクリアできませ�。
� 　��ート��リーライト用のCHは、「��リー��をほか

のチャンネルへコ�ーするには｣(+P�8)の手順rから
の操作をして、M-CHにコ�ーすることをおすすめしますることをおすすめしまことをおすすめしま
す。

D

D

[DIAL] オートメモリーライト
スキャン表示

点滅

点滅

表示

オートメモリーライト用
チャンネル表示

数回押す

メモリーモード表示

信号を受信してスキャンが
一時停止する

チャンネル   周波数
オートメモリーライト用チャンネル

AW000
AW001
AW002
AW00３

AW199

145.260
144.740
144.100

ーーー
ーーー
ーーー

ーーー

クリア後の表示
オートメモリーライト用
チャンネル表示

スキップ�ャンネルの指定��除の��た
スキャン時に、スキャンの�象からはずしたいチャンネル/周
波数を飛び越す(スキップ��うに指�します。(スキップ��うに指�します。スキップ��うに指�します。��うに指�します。�うに指�します。
q	�[V/�]を数�押して、��リー�ードにします。
w��[�AND]を数�押して、��リー�ード表示を選択します。
e	��[D�AL]を�して、スキップするCH、またはスキップを解CH、またはスキップを解、またはスキップを解

除するCHを選択します。CHを選択します。を選択します。
r	�[FUN�]を押しながら[ ](V/�)を押すごとに、「SK�P｣SK�P｣｣

�「P SK�P｣�｢OFF(��)｣P SK�P｣�｢OFF(��)｣｣�｢OFF(��)｣｢OFF(��)｣と表示が切�替わ�ます。
� SK�P � 指�したM-CHをスキップします。
	PSK�P � 指�したM-CHをスキップします。
� �� � 　※�VFOスキャン時は、指�したM-CHの周波

数をスキップします。
	OFF � 指�したM-CHは、スキップを解除してスキャ

ンの�象にな�ます。
� ※����リースキャン時、信号を受信してスキャンが一時停

止したときに、そのM-CHを��リースキャンの�象かM-CHを��リースキャンの�象かを��リースキャンの�象か
らはずしたい場合は、[FUN�]を押しながら[ ](V/�)
を押して、スキップを指�することもできます。

�
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� スキャンの��た

メモリ�モ�ドのスキャン
��リー�ードのスキャンは�きく��て、��リースキャ
ンと��リーバンクスキャンが��ます。
※���リーバンクスキャンは、��リーバンクに記憶してい��リーバンクスキャンは、��リーバンクに記憶してい
るM-CHを順次切�替えて、信号を探し出す機�です。

※		｢S�IP｣または｢PS�IP｣を指�しているM-CHは、スキッ
プしてスキャンします。

※	M-CHは�CH以上書き込�でください。

メモリ�スキャンの操�
q��[V/�]を数�押して、��リー�ードにします。
w��[�AND]を数�押して、��リー�ード表示を選択します。
e��[S�AN](�ODE)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押すと、(�ッ、�ーと鳴るまで�押すと、�ッ、�ーと鳴るまで�押すと、�押すと、押すと、

��リースキャン項目を表示します。
r��[D�AL]を�して、��リースキャンの種�を選択します。
	��ALL �フル��リースキャン��リースキャンスキャン
	��ALL �フルバンクスキャンスキャン
	��L�NK � バンクリンクスキャンリンクスキャン
	�ANK�A* �バンクスキャンスキャン
� ���しているバンクを表示します。��しているバンクを表示します。
� ※��バンクスキャン中にバンクスキャン中に[�AND]を押して、バンクを切�替

えることができます。
� ※�バンクにバンクネームが指�されている場合、バンク

ネームが表示されます。
t��[S�AN](�ODE)を押して、スキャンを開始します。
y��[S�AN](�ODE)を押すと、スキャンを解除します。

�

D

スキャン中は点滅する

スキャン中は点滅する

PSKIP表示SKIP表示

フルメモリースキャン中の表示

押す

フルメモリースキャン選択

フルバンクスキャン中の表示

押す

フルバンクスキャン選択

プログラムスキップ設定スキップ設定

スキャン中は点滅する

スキャン中は点滅する

PSKIP表示SKIP表示

フルメモリースキャン中の表示

押す

フルメモリースキャン選択

フルバンクスキャン中の表示

押す

フルバンクスキャン選択

プログラムスキップ設定スキップ設定



プライオリ�ィ�スキャンの��た �

��

プライオリ�ィ�スキャンにつ��
プライ�リティースキャンは、通常の受信をしながら特�の
周波数/M-CH(プライ�リティーCH�信号の�無を確認でき
る機�です。

�

�

�

プライオリ�ィ�スキャン機能の使��た
q��[SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ー長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ー(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ー�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ー�押して、SET�ーSET�ー
ドに入�ます。に入�ます。

w��[D�AL]を�して、｢P��O｣(プライオリ�ィ�スキャンの設
定)を選択します。

e��[FUN�]を押 しながら [D�AL]を� して、、｢ON｣または
｢�ELL｣を選択します。

	OFF � 動作をしませ�。(初期���
	ON � 信号を受信すると、スキャンが一時停止する、プ

ライ�リティースキャン動作にな�ます。
	�ELL � 信号を受信すると、“ピロピロピ”とベル音を鳴

らして「S｣(ベルマーク表示�が��する、プラ
イ�リティースキャン動作にな�ます。

r��[SET](TS)を押して、SET�ードを解除します。て、SET�ードを解除します。を解除します。します。。
		｢P��O｣表示が�灯して、プライ�リティースキャンを開

始します。
� ※�一時停止の時�お�び再ス

タートの条件は、ほかのス
キャンと同じです。(+P54�

t		[SET](TS)を押すと、プライ�リティースキャンを解除し
ます。

D

プライオリティースキャンの設定 ON選択時

[PRIO]点灯

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFO周波数受信

VFOモード時の画面

VFOスキャン時の画面

約5秒VFO周波数受信

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFOスキャン

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOモード時の画面

約5秒VFOスキャン

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOスキャン時の画面

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

プライオリティースキャンの設定 ON選択時

[PRIO]点灯

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFO周波数受信

VFOモード時の画面

VFOスキャン時の画面

約5秒VFO周波数受信

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFOスキャン

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOモード時の画面

約5秒VFOスキャン

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOスキャン時の画面

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

VFO周波������周波����������(+P44�
VFO周波数を受信しながら、指�
M-CH/バンクCH/�ート��リー
ライト用CHを受信(監視�します。

VFOスキャン�����スキャン���������(+P45�
�VFOスキャンをしながら、指�
M-CH/バンクCH/�ート��リー
ライト用CHを受信(監視�します。

VFO周波��メモリ�スキャン周波��メモリ�スキャン(+P46�
VFO周波数を受信しながら、ス
キャン中のM-CHまたはバンクCH
を順番に受信(監視�します。

VFOスキャン�メモリ�スキャンスキャン�メモリ�スキャン(+P47�
VFOスキャンをしながら、スキャ
ン中のM-CHまたはバンクCHを順
番に受信(監視�します。

約5秒受信

VFO
モード

指定
M-CH

約5秒受信

TV
モード

指定
M-CH

約5秒スキャン

指定
M-CH

VFO
モード

SKIP

0
1

2

1299
M-CH約5秒受信

VFO
モード

SKIP

0
1

2

1299
M-CH約5秒スキャン

VFO
モード

約5秒受信

VFO
モード

指定
M-CH

約5秒受信

TV
モード

指定
M-CH

約5秒スキャン

指定
M-CH

VFO
モード

SKIP

0
1

2

1299
M-CH約5秒受信

VFO
モード

SKIP

0
1

2

1299
M-CH約5秒スキャン

VFO
モード

約5秒受信

VFO
モード

指定
M-CH

約5秒受信

TV
モード

指定
M-CH

約5秒スキャン

指定
M-CH

VFO
モード

SKIP

0
1

2

1299
M-CH約5秒受信

VFO
モード

SKIP

0
1

2

1299
M-CH約5秒スキャン

VFO
モード

約5秒受信

VFO
モード

指定
M-CH

約5秒受信

TV
モード

指定
M-CH

約5秒スキャン

指定
M-CH

VFO
モード

SKIP

0
1

2

1299
M-CH約5秒受信

VFO
モード

SKIP

0
1

2

1299
M-CH約5秒スキャン

VFO
モード
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� プライオリ�ィ�スキャンの��た

VFO周波������周波����������
VFO周波数を受信しながら、特�のM-CH、またはバンク
CH、�ート��リーライト用CHを約5�に1�受信します。を約5�に1�受信します。

q	VFO�ードで受信する周波数を��します。(+P16�
w		[V/�]を数�押して、��リー�ード数�押して、��リー�ード押して、��リー�ードにします。します。ます。
� ※��[�AND]を数�押して、��リー�ード表示またはバン

ク表示、�ート��リーライト用CH表示を選択します。
e��[D�AL]で、受信したいM-CHを指�します。
r	�[SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�押して、SET押して、SETSET

�ードにします。
t		[D�AL]を�して、｢P��O｣(プライオリ�ィ�スキャンの設プライオリ�ィ�スキャンの設

定))を選択します。
y		[FUN�]を押しながら [D�AL]を�して、｢ON｣または

｢�ELL｣を選択します。
u	�[SET](TS)を押します。
		｢P��O｣表示が�灯して、プライ�リティースキャンを開

始します。
i	�[SET](TS)を押すと、プライ�リティースキャンを解除し

ます。

�
〈プライオリ�ィ�スキャン動�〉

ON��時
� �M-CH/バンクCH/�ート��リーライト用CHの信号を受�ート��リーライト用CHの信号を受の信号を受

信すると、その画面で一時停止します。

�ELL��時
� �M-CH/バンクCH/�ート��リーライト用CHの信号を受�ート��リーライト用CHの信号を受の信号を受

信すると、ベル音を鳴らしてVFO画面で「S｣(ベルマー
ク表示�が��します。





プライオリティースキャンの設定 ON選択時

[PRIO]点灯

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFO周波数受信

VFOモード時の画面

VFOスキャン時の画面

約5秒VFO周波数受信

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFOスキャン

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOモード時の画面

約5秒VFOスキャン

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOスキャン時の画面

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

プライオリティースキャンの設定 ON選択時

[PRIO]点灯

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFO周波数受信

VFOモード時の画面

VFOスキャン時の画面

約5秒VFO周波数受信

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFOスキャン

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOモード時の画面

約5秒VFOスキャン

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOスキャン時の画面

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

【ご参考�
M-CH、バンクCHまたは�ート��リーライト用CHを指��ート��リーライト用CHを指�を指�
してから、VFO周波数を��しても同様に動作します。



��

�プライオリ�ィ�スキャンの��た

�

VFOスキャン�����スキャン���������
VFOスキャンをしながら、特�のM-CH、またはバンクCH、またはバンクCH、
�ート��リーライト用CHを約5�に1�受信します。を約5�に1�受信します。

q	[V/�]を数�押して、��リー�ード数�押して、��リー�ード押して、��リー�ードにします。します。ます。
� ※��[�AND]を数�押して、��リー�ード表示またはバン

ク表示、�ート��リーライト用CH表示を選択します。
w��[D�AL]で、受信したいM-CHを指�します。
e		[SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して(�ッ、�ーと鳴るまで�押して�ッ、�ーと鳴るまで�押して�押して押して、SET�ーSET�ー
ドに入�、[D�AL]を�して、｢P��O｣(プライオリ�ィ�スプライオリ�ィ�ス
キャンの設定))を選択します。

r	�[FUN�]を押しながら [D�AL]を�して、｢ON｣または
｢�ELL｣を選択し、[SET](TS)(TS)を押します。

		｢P��O｣表示が�灯して、プライ�リティースキャンを開
始します。

t��[S�AN](�ODE)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。ます。
y��[D�AL]を�して、VFOスキャンの種�を選択します。スキャンの種�を選択します。を選択します。
(+P38�38��

u		[S�AN](�ODE)を押します。押します。
		VFOスキャンとM-CHに�る、プライ�リティースキャスキャンとM-CHに�る、プライ�リティースキャ、プライ�リティースキャ

ンを開始します。
i	�[SET](TS)を押すと、プライ�リティースキャンとVFOス
キャンを解除します。

�
〈プライオリ�ィ�スキャン動�〉

ON��時
� �M-CH/バンクCH/�ート��リーライト用CHの信号を受�ート��リーライト用CHの信号を受の信号を受

信すると、その画面で一時停止します。

�ELL��時
� �M-CH/バンクCH/�ート��リーライト用CHの信号を受�ート��リーライト用CHの信号を受の信号を受

信すると、ベル音を鳴らしてVFO画面で「S｣(ベルマー
ク表示�が��します。





プライオリティースキャンの設定 ON選択時

[PRIO]点灯

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFO周波数受信

VFOモード時の画面

VFOスキャン時の画面

約5秒VFO周波数受信

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFOスキャン

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOモード時の画面

約5秒VFOスキャン

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOスキャン時の画面

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

プライオリティースキャンの設定 ON選択時

[PRIO]点灯

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFO周波数受信

VFOモード時の画面

VFOスキャン時の画面

約5秒VFO周波数受信

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFOスキャン

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOモード時の画面

約5秒VFOスキャン

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOスキャン時の画面

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅
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� プライオリ�ィ�スキャンの��た

VFO周波��メモリ�スキャン周波��メモリ�スキャン
VFO周波数を受信しながら、特�のM-CHまたはバンクCH
を約5�に1�順番に受信します。

q	VFO�ードで受信する周波数を��します。(+P16�
w		[V/�]を数�押して、��リー�ードにします。数�押して、��リー�ードにします。押して、��リー�ードにします。
� ※�[�AND]を数�押して、��リー�ード表示またはバン

ク表示を選択します。
e��[S�AN](�ODE)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。ます。
r��[D�AL]を�して、��リースキャンのスキャン範囲を選択
します。(+P4��

t		[S�AN](�ODE)を押すと、��リースキャンまたは��押すと、��リースキャンまたは��すと、��リースキャンまたは��
リーバンクスキャンを開始します。

y		[SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して(�ッ、�ーと鳴るまで�押して�ッ、�ーと鳴るまで�押して�押して押して、SET�ーSET�ー
ドに入�、[D�AL]を�して、｢P��O｣(プライオリ�ィ�スプライオリ�ィ�ス
キャンの設定))を選択します。

u	�[FUN�]を押しながら [D�AL]を�して、｢ON｣または
｢�ELL｣を選択します。

i	�[SET](TS)を押します。
		｢P��O｣表示が�灯して、プライ�リティースキャンを開

始します。
o	�[SET](TS)を押すと、プライ�リティースキャンと����
リースキャンを解除します。スキャンを解除します。

�
〈プライオリ�ィ�スキャン動�〉

ON��時
� �M-CH/バンクCHの信号を受信すると、その画面で一時停

止します。

�ELL��時
� �M-CH/バンクCHの信号を受信すると、ベル音を鳴らして

VFO画面で「S｣(ベルマーク表示�が��します。





プライオリティースキャンの設定 ON選択時

[PRIO]点灯

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFO周波数受信

VFOモード時の画面

VFOスキャン時の画面

約5秒VFO周波数受信

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFOスキャン

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOモード時の画面

約5秒VFOスキャン

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOスキャン時の画面

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

プライオリティースキャンの設定 ON選択時

[PRIO]点灯

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFO周波数受信

VFOモード時の画面

VFOスキャン時の画面

約5秒VFO周波数受信

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFOスキャン

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOモード時の画面

約5秒VFOスキャン

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOスキャン時の画面

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅



��

�プライオリ�ィ�スキャンの��た

�

VFOスキャン�メモリ�スキャンスキャン�メモリ�スキャン
VFOスキャンをしながら、特�のM-CHまたはバンクチャン
ネルを約5�に1�順番に受信します。

q	[V/�]を数�押して、��リー�ードにします。数�押して、��リー�ードにします。押して、��リー�ードにします。
� ※�[�AND]を数�押して、��リー�ード表示またはバン

ク表示を選択します。
w��[S�AN](�ODE)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。ます。
e��[D�AL]を�して、��リースキャンの種�を選択します。種�を選択します。を選択します。
(+P4��

r		[S�AN](�ODE)を押すと、��リースキャンまたは��押すと、��リースキャンまたは��すと、��リースキャンまたは��
リーバンクスキャンを開始します。

t		[SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して(�ッ、�ーと鳴るまで�押して�ッ、�ーと鳴るまで�押して�押して押して、SET�ーSET�ー
ドに入�、[D�AL]を�して、｢P��O｣(プライオリ�ィ�スプライオリ�ィ�ス
キャンの設定))を選択します。

y		[FUN�]を押 しながら [D�AL]を� して、｢ON｣または
｢�ELL｣を選択し、[SET](TS)を押します。

		｢P��O｣表示が�灯して、プライ�リティースキャンを開
始します。

u��[S�AN](�ODE)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押し、長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押し、(�ッ、�ーと鳴るまで�押し、、
[D�AL]を�して、VFOスキャンの種�を選択します。スキャンの種�を選択します。の種�を選択します。種�を選択します。を選択します。
(+P38�

i	[S�AN](�ODE)を押します。押します。します。
		VFOスキャンと��リースキャンに�る、プライ�リ

ティースキャンを開始します。
o	�[SET](TS)を押すと、VFOスキャンと��リースキャンにVFOスキャンと��リースキャンに
�る、プライ�リティースキャンを解除します。

�
〈プライオリ�ィ�スキャン動�〉

ON��時
� �M-CH/バンクCHの信号を受信すると、その画面で一時停

止します。

�ELL��時
� �M-CH/バンクCHの信号を受信すると、ベル音を鳴らして

VFO画面で「S｣(ベルマーク表示�が��します。





プライオリティースキャンの設定 ON選択時

[PRIO]点灯

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFO周波数受信

VFOモード時の画面

VFOスキャン時の画面

約5秒VFO周波数受信

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFOスキャン

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOモード時の画面

約5秒VFOスキャン

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOスキャン時の画面

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

プライオリティースキャンの設定 ON選択時

[PRIO]点灯

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFO周波数受信

VFOモード時の画面

VFOスキャン時の画面

約5秒VFO周波数受信

 M-CHを受信すると｢PRIO｣が点滅

5秒に1回 M-CHを受信約5秒VFOスキャン

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOモード時の画面

約5秒VFOスキャン

5秒に1回M-CH
を順番に受信

VFOスキャン時の画面

 M-CHを受信すると
｢PRIO｣が点滅

【ご���
�初に��リースキャン(バンクスキャ
ン�を開始してください。
※�VFOスキャンを�初に開始する
と、両スキャンは動作できませ�。



SETモ�ドの設定�

��

初期設定され��る受信条件�、受信す
る状況��好みの使��たに応じ�、変
更するモ�ドです。

なお、EXPAND(拡張機��のSET�ーEXPAND(拡張機��のSET�ー拡張機��のSET�ー�のSET�ーのSET�ーSET�ー�ー
ドに��、さらに多様な受信条件を��
することができます。

各項目で変�できる受信条件を次のペー
ジから記�してお�ますので、このペー
ジと併せてご覧ください。

SETモ�ドにするモ�ドにする
q��[SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るま(�ッ、�ーと鳴るま�ッ、�ーと鳴るま
で�押します。(��項目を表示します��押します。(��項目を表示します�押します。(��項目を表示します�(��項目を表示します���項目を表示します��

w��[D�AL]を�して、��項目を選択し
ます。(以下は(以下は以下は｢D SEL｣の場合��

e������が表示されます。����が表示されます。

r��[FUN�]を押しながら[D�AL]を�し
て、����を選択します。

� ※��づ�て��するときは、w�rを
繰�返し操作してください。

t��[SET](TS)を押してSET�ードを解
除します。

D EXPAND(��機能)の����機能)の��)の��の��
q��[SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴る(�ッ、�ーと鳴る�ッ、�ーと鳴る
まで�押します。�押します。押します。

� (��項目を表示します。���項目を表示します。��
w��[D�AL]を�し、｢EXPAND｣の��項
目を選択します。

e��[FUN�]を押しながら[D�AL]を�し
て、�｢ON｣を選択します。

� ※�｢OFF｣を選択するとEXPAND(拡EXPAND(拡拡
張機��SET�ードの項目は表示さ�SET�ードの項目は表示さ�ードの項目は表示さ
れませ�。

r��[D�AL]を�して、拡張��項目を選
択します。

t��[FUN�]を押しながら[D�AL]を�し
て、����を選択します。

y��[SET](TS)を押してSET�ードを解
除します。

D

SETモ�ドの設定方法モ�ドの設定方法�

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL]

[DIAL][DIAL]

[DIAL]
[DIAL]



��

�SET モ−ドの設定

�

設定項目の一覧�
�初期��されている受信条件を、受信する状況やお好みの使
いかたに�じて、変�するための�ードです。

SETモ�ド項目モ�ド項目
SETガイドガイド 項目名称 ペ��
D SEL �イヤルセレクトの�� P5�5�
P��O プライ�リティースキャンの�� P5�5�
�EEP ビープ音(操作音�の�� P5�5�
�EEPLV ビープ(操作音�レベルの�� P5151
L�G�T �ィスプレイのバックライトの�� P5151
P SAVE パワーセーブ機�の�� P5151
ANT アンテナ切�替えの�� P5�5�
EXPAND 拡張機�のON/OFFの�� P5�5�

�1�｢AF�ィル��の設定｣AF�ィル��の設定｣｣は、｢*｣マークの条件に加えて、受信
�ード（AM/FM/�FM）ごとにも��できます。

★� �｢空線信号周波�の設定｣空線信号周波�の設定｣｣は、｢空線キャンセラ�機能の設定｣空線キャンセラ�機能の設定｣｣
で｢T�A�N1｣が選択されているときに��できます。

�

D

EXPAND SETモ�ド項目
SETガイドガイド 項目名称 ペ��
LO�K キー�ック機�の�� P5�5�
SPEED �イヤルス�ード機�の�� P5353
�ON� �ニター(SQL�ホールド機�の�� P5353
AP OFF �ートパワー�フ機�の�� P5353
PAUSE スキャン一時停止タイマー�� P5454
�ESU�E スキャン再スタートタイマーの�� P5454
STOP � スキャン停止時ビープ音の�� P5454
OFFSET �フセット周波数の��� P5555
DUP �ュプレックス�ード��� P5555
TSQL トーンスケルチ受信�ードの��� P5656
TONE CTCSSトーン周波数の��� P5656
�ODE DTCSコードの��� P5757
DT�S P DTCS位相反転機�の��� P5757
�AN�EL 空線キャンセラー機�の��� P5757
TF�Q★ 空線信号周波数の��� P5858
VS� ボイススケルチコント�ール機�の��� P5858
��L�NK バンクリンク機�の�� P5858
P�L�NK プ��ラムスキャンのリンクの�� P5959
�ONT �ィスプレイのコントラストの�� P6�6�
AF F�L AFフィルターの���1 P6�6�
��A�GE 通常充電後の充電方法の�� P6�6�
��VAD� CI-Vのアドレスの�� P6161
��V�AU CI-Vのボーレートの�� P6161
��VT�N CI-Vのトランシーブの�� P6161

D

【項目一覧�の｢*｣��クにつ���につ����
※VFO�ード時は、バンドごとに��できます。�ード時は、バンドごとに��できます。バンドごとに��できます。ごとに��できます。に��できます。
※���リー�ード時は、すべてのM-CHに��して��を記��リー�ード時は、すべてのM-CHに��して��を記すべてのM-CHに��して��を記
憶できます。



周波数を�きく変える操作で、[FUN�]を押しながら[D�AL]
を�したときの、周波数ステップを��します。

	1�����︰1���H�ステップにします。ステップにします。
	1�� ︰ 1MH�ステップにします。ステップにします。
� � 　(初期���　(初期���(初期���初期����
	1����︰1�MH�ステップにします。ステップにします。

設定項目の詳細につ���
�イヤルセ�クトの設定

キーが正しく操作されたかどうかを知らせるビープ音を��し
ます。

	ON� ︰ビープ音を鳴らします。
� � 　(初期���(初期���初期����
	OFF� ︰鳴�ませ�。

��プ音(操�音)の設定

プライ�リティースキャンの“ON/OFF”お�びプライ�リ
ティーベルを��します。

	OFF� ︰動作しませ�。(初期���(初期���初期����
	ON� ︰�プライ�リティースキャンプライ�リティースキャン

をします。
	�ELL�︰�プライ�リティーチャンネプライ�リティーチャンネ

ルで信号を受信すると、ベ
ル音を鳴らし、ベルマーク

「S｣表示の��で受信を
知らせます。

プライオリ�ィ�スキャンの設定

�0

� SET モ−ドの設定



�1

�SET モ−ドの設定

キーが正しく操作されたかどうかを知らせるビープ音の音量を
��します。
前項目｢��プ音(操�音)の設定｣��プ音(操�音)の設定｣(操�音)の設定｣操�音)の設定｣)の設定｣の設定｣｣が「ON｣ON｣のとき��です。

	VOLU�E�︰�音量に��したビープ音量に��したビープ
音を鳴らします。

� � 　(初期���　(初期���(初期���初期����
	� � � � � �  ︰�音量に関係なく、個別音量に関係なく、個別

にビープ音の音量を調
整します。

　oooooo� 　　�[D�AL]を�して音量を
調整します。

��プ音(操�音)�ベルの設定

～

�
キー操作時に�ィスプレイのバックライトを�灯するか、しな
いかを��します。

	AUTO2 ︰�キーや[D�AL]を操作した
ときに、自動で�灯します。
なお、約5�操作しない状
態が�づくと、消灯します。

� ※��部電源使用時は常時�灯します。
	AUTO1 ︰�A�TO�と同様に動作します。(初期���(初期���初期����
� ※��部電源使用時でも常時�灯しませ�。
	ON ︰常時�灯します。
	OFF ︰��灯しませ�。�灯しませ�。

�ィスプ�イの�ックライトの設定

電池の電流消�を抑え、電池を長持ちさせるためのパワーセー
ブ機�を��します。

�AUTO ︰ 無信号状態が約5��づく5��づく��づく
と約5�ms�c:5��ms�c5�ms�c:5��ms�c
の�率でパワーセーブ機
�を開始し、さらに無信号
の状態が6���づくと約6���づくと約��づくと約
5�ms�c:1s�cの�率で動の�率で動
作します。

� � 　(初期���(初期���初期����
�OFF ︰ パワーセーブが動作しませ�。

パワ�セ�ブ機能の設定



セット�ードの拡張項目を表示するか、しないかを��します。

 OFF ︰�初期項目だ�を表示する。初期項目だ�を表示する。
� � 　(初期���(初期���初期����
 ON ︰ 初期項目と拡張項目を表示

する。

※��拡張機�(EXPAND�を拡張機�(EXPAND�を(EXPAND�をを「ON｣ON｣にする
と、下記以降の項目が表示され、�
�できます。

��機能の ON/OFF の設定

[D�AL]お�びキ�の操作を無�にするキー�ック機�を��
します。

 NO��AL ︰ 音量��の [Y]/[Z]、
[SQL]を除 くキ ー を
�ックします。

� � 　(初期���(初期���初期����
 NO SQL ︰ [SQL]を除くキーを�ッ

クします。
 NO VOL ︰ 音量��の[Y]/[Z]を除くキーを�ックしま

す。
 ALL ︰ �すべてのすべてのキ�を�ックします。

キ�ロック機能の設定

�2

� SET モ−ドの設定

受信用のアンテナを付属の�部アンテナから、��の��アン
�ナ、または接続されたイヤホンをアンテナとして使用するイ
ヤホンアン�ナに切�替えできます。
※�イヤホンアンテナに切�替えた場合でも、�部アンテナで受イヤホンアンテナに切�替えた場合でも、�部アンテナで受
信できます。

 EXT ︰ 付属の�部アンテナで受信し
ます。(初期���初期����

 �A� ︰ ��のバーアンテナで受信し
ます。

� � 　※�AM�ードに��時、BC�
(1M�バンドでAMラジ�バンドでAMラジ�AMラジ�ラジ�
��の周波数帯(�.495�(�.495��
1.6��MH��を選択していを選択してい
るときだ�表示します。

 EA� ︰�イヤホンアンテナで受信しまイヤホンアンテナで受信しま
す。

� � 　※�AMラジ���の周波数帯ラジ���の周波数帯
以�の周波数を選択してい
るときに表示します。

アン�ナ切り替えの設定



��

�SET モ−ドの設定

[D�AL]を速く�したとき、周波数の変化をス�ードアップす
るか、しないかを��します。

�ON ︰ ス�ードアップします。
� � � (初期���初期����
�OFF ︰ [D�AL]を�す速�に合わせま

す。

�イヤルスピ�ドの設定

[SQL]の機�(スケルチを開いて受信をする�を、キーを押して(スケルチを開いて受信をする�を、キーを押してスケルチを開いて受信をする�を、キーを押して�を、キーを押してを、キーを押して
いる�いだ動作させるか、１�押すごとに“ON/OFF”させるか
を��します。

 PUS� ︰ 押している�いだだ�ス
ケルチを開きます。

� � 　(初期���　(初期���(初期���初期����
 �OLD ︰ １�押すと�ニターを

“ON”にし、もう一�押す
と、“OFF”にします。

モニ�� (SQL) ホ�ルド機能の設定

�

自動的に電源を“OFF”する�ートパワー�フ機�を��しま
す。キー操作のない状態が一�時�(下記の��時���づくと、(下記の��時���づくと、下記の��時���づくと、��づくと、�づくと、
自動的に電源を切�ます。

 OFF ︰ �ートパワー�フ機�が
動作しませ�。(初期���(初期���初期����

 ���12��12� ︰︰ 3��/6��/9��/1���/6��/9��/1��6��/9��/1���/9��/1��9��/1���/1��1��
�後に電源を切�ます。

 �USY ︰ 信号を受信しない状態が
3���づくと電源を切
�ます。

※���ートパワー�フで電源が切れても、機�は�ートパワー�フで電源が切れても、機�は「ON｣の状態で
す。この機�を解除するには、「OFF｣に��してください。

オ�トパワ�オ�機能の設定



��

� SET モ−ドの設定

スキャン中に信号を受信すると、一�時�スキャンを一時停止
するタイマーを��します。
��時�だ�受信を�づ�、��時�になると再スタートします。
 2�2� ︰�2� ︰2� ︰ ������のタイマーが�

�ごとに��できます。
� � 　�なお、一時停止中に信号

がなくなると、「スキャン
再ス��ト�イ��｣の条
件で再スタートします。

� � 　(初期��　(初期��(初期��初期���︰1������
 �OLD ︰ 信号を受信中は一時停止を�づ�、信号がなくな

ると再スタートします。

スキャン一時停止�イ��の設定

スキャンの一時停止後、受信信号が途切れてからの再スタート
の条件(時��を��します。(時��を��します。時��を��します。�を��します。を��します。

 �SE� ︰ 信号がなくなると、同
時に再スタートします。

 1��SE�︰��SE�︰�SE� ︰ 信号がなくなると、11
��5�の各��時�5�の各��時��の各��時�
後、再スタートします。

� � 　(初期���︰���　(初期���︰���(初期���︰���初期���︰���︰������
 �OLD ︰ 信号がなくなっても一時停止状態を保持しま

す。(再スタートは(再スタートは再スタートは[D�AL]操作��

スキャン再ス��ト�イ��の設定

各種スキャンが停止したときに、ビープ音を鳴らすか、鳴らさ
ないかを��します。

 OFF ︰ スキャンが停止しても、ビー
プ音は鳴�ませ�。�
(初期���初期����

 ON ︰ スキャンが停止するとビー
プ音を鳴らします。

スキャン停止時��プ音の設定
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�SET モ−ドの設定

�ュプレックス�ードで受信する、�フセット周波数を��し
ます。
�ュプレックス�ードで�用している局が使用している�信周
波数と受信周波数の周波数差を��します。

� ������1����������1���������1���������の範囲で�
�できます。

初期���
� 43�MH�/1���MH�帯以��帯以�
� � ：�.���MH��.���MH�
� 43�MH�帯 ：5.���MH�帯� ：5.���MH�5.���MH�
� 1���MH�帯 ：��.���MH�帯� ：��.���MH���.���MH�
※����しているチューニン�ステップ((+P�1�にしたがってにしたがって
シフト幅が切�替わ�ます。

オ�セット周波�の設定

�信と受信で異なった周波数を使用する�ュプレックス�ード
で、交信中の通信を受信するために��します。

 OFF ︰ �ュプレックスを使用しな
い。(初期���(初期���初期����

 −DUP ︰���周波数と�フセット�
低い周波数が受信できます。

 ＋DUP ︰ ��周波数と�フセット�
高い周波数が受信できます。

��プ�ックスモ�ドの設定

�



��

� SET モ−ドの設定

トーンスケルチ通信を受信するための、トーン周波数を��し
ます。

  �7�����2�4�1���2�4�1��2�4�1��の5�波の中か5�波の中か波の中か
ら選択します。(初期��︰88.5H��(初期��︰88.5H��初期��︰88.5H��︰88.5H��

 ト�ン周波�一覧�(�����)ト�ン周波�一覧�(�����)(�����)�����)��)

�T�SS ト�ン周波�の設定

　67.�
　69.3
　71.9
　74.4
　77.�
　79.7
　8�.5
　85.4

　88.5
　91.5
　94.8
　97.4
1��.�
1�3.5
1�7.�
11�.9

114.8
118.8
1�3.�
1�7.3
131.8
136.5
141.3
146.�

151.4
156.7
159.8
16�.�
165.5
167.9
171.3
173.8

177.3
179.9
183.5
186.�
189.9
19�.8
196.6
199.5

��3.5
��6.5
�1�.7
�18.1
��5.7
��9.1
�33.6
�41.8

�5�.3
�54.1

トーンスケルチ、DTCSコードスケルチ、CTCSS/DTCSポDTCSコードスケルチ、CTCSS/DTCSポコードスケルチ、CTCSS/DTCSポCTCSS/DTCSポポ
ケットビープの受信�ードを��します。

 OFF ︰ トーンを使用しませ�。
� � 　(初期���　(初期���(初期���初期����
 TSQL S ︰ CTCSSポケットビーポケットビー

プ受信�ードにします。
 TSQL ︰�トーンスケルチ受信トーンスケルチ受信

�ードにします。
 DT�S S ︰�DTCSポケットビープポケットビープ

受信�ードにします。
 DT�S ︰ DTCSコードスケルチ受信�ードにします。コードスケルチ受信�ードにします。
 TSQL�� ︰�逆トーンスケルチ受信�ードにします。逆トーンスケルチ受信�ードにします。
 DT�S�� ︰ 逆DTCSコードスケルチ受信�ードにします。DTCSコードスケルチ受信�ードにします。コードスケルチ受信�ードにします。

ト�ンスケル�受信モ�ドの設定



��

�SET モ−ドの設定

DTCSコードスケルチ通信を受信するための、DTCSコードをコードスケルチ通信を受信するための、DTCSコードをDTCSコードをコードを
��します。

� �2��7�4�7�47�4の1�4波の中から選択1�4波の中から選択波の中から選択
します。

� (初期���︰��3�初期���︰��3�︰��3�

� DT�S��ド一覧���ド一覧�

DT�S��ドの設定

��3
��5
��6
�31
�3�
�36
�43
�47
�51
�53
�54
�65
�71

�7�
�73
�74
114
115
116
1��
1�5
131
13�
134
143
145

15�
155
156
16�
165
17�
174
��5
�1�
��3
��5
��6
�43

�44
�45
�46
�51
�5�
�55
�61
�63
�65
�66
�71
�74
3�6

311
315
3�5
331
33�
343
346
351
356
364
365
371
411

41�
413
4�3
431
43�
445
446
45�
454
455
46�
464
465

466
5�3
5�6
516
5�3
5�6
53�
546
565
6�6
61�
6�4
6�7

631
63�
654
66�
664
7�3
71�
7�3
731
73�
734
743
754

DTCSコード検出の位相を��します。コード検出の位相を��します。

�NO��AL ︰ 位相を反転しませ�。
� � 　(初期��︰NORMAL�　(初期��︰NORMAL�(初期��︰NORMAL�初期��︰NORMAL�︰NORMAL�
��EV ︰ 位相を反転します。

DT�S �相反転機能の設定

�

空線信号、MS�制御音をキャンセルする機�を��します。MS�制御音をキャンセルする機�を��します。制御音をキャンセルする機�を��します。

 OFF ︰ キャンセラー機�を使用
しませ�。(初期���(初期���初期����

 T�A�N1 ︰ 空線信号をキャンセルす
る場合に選択します。

� � 　※　※※�検出する空線信号の周
波数は、空線信号周波
数の��で��します。

 T�A�N2 ︰ 15��H�のシン�ルトーンとMS�制御信号がのシン�ルトーンとMS�制御信号がMS�制御信号が制御信号が
交互に切�替わる信号を検出します。

� � 　※検出する空線信号の周波数は固�です。　※検出する空線信号の周波数は固�です。※�検出する空線信号の周波数は固�です。検出する空線信号の周波数は固�です。
 �SK ︰ MCAの制御音をキャンセルする場合に使用するの制御音をキャンセルする場合に使用する

MS�機�を選択します。

空線キャンセラ�機能の設定



� SET モ−ドの設定

バンクリンクスキャンで、リンクするバンクを選択します。

� ��L�NK
�  �ANK�A��ANK�Yの��ら�����ANK�Yの��ら����ANK�Yの��ら���の��ら���

�す。
� ※�[�ODE]を押し、押し、、[D�AL]を�して

バンクを選択します。ます。
� 　�[FUN�]を押しながら押しながらながら[D�AL]を�

すと、リンク機�をリンク機�を｢ON/OFF｣します。
� 　　�[�ODE]を押すと、押すと、すと、｢��L�NK｣画面に��ます。。

〈リンクの��〉
� ON ︰ 選択したバンクをリンクし

ます。(初期���(初期���初期����
� OFF ︰ 選択したバンクをリンクし

ませ�。

�ンクのリンク設定

��

空線信号の周波数の��をします。

��������� ︰����� ︰���� ︰ 1�H�ステップで�ステップで�
�できます。

� (初期���︰��8�H��初期���︰��8�H��︰��8�H��

※��前項目前項目｢空線キャンセラ�機能の設定｣空線キャンセラ�機能の設定｣｣で｢T�A�N1｣が選択
されているときに��できます。

空線信号の設定

ボイススケルチコント�ール機�を��します。
受信している信号に音�信号が含まれていれば、スケルチを開
き、含まれていな�ればスケルチを開きませ�。

�ON ︰ ボイススケルチコント�ー
ル機�を��します。

�OFF ︰ 動作しませ�。(初期���(初期���初期����

ボイススケル��ントロ�ル機能の設定
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8SETモ－ドの設定

8

プログラムリンクスキャンで、複数のプログラムスキャン
(PROG 0�PROG����リンク�������PROG����リンク������PROG����リンク�������リンク������
オ ー ル リ セ ッ ト 時 の状 態 で、 �べてのリ ン ク チ ャ ン ネ ル
(LINK0�LINK���、�PROG 0���のプログラムスキャン�LINK���、�PROG 0���のプログラムスキャンLINK���、�PROG 0���のプログラムスキャン�、�PROG 0���のプログラムスキャンPROG 0���のプログラムスキャン��のプログラムスキャン
(PROG 1�PROG���������リンク���て�����PROG���������リンク���て����PROG���������リンク���て����������リンク���て����

 �P-LINK
 �LINK0�LINK�の����������LINK�の���������LINK�の���������の���������

〈リンク設定の��た〉
q  [MODE]���、��、、[DIAL]�回�てリ

ンクチャンネル(LINK0�LINK���LINK��LINK���
選択�������

w リ ン ク チ ャ ン ネ ル �選 択 後、[MODE]�� �、� �、、[DIAL]
�回�て項目�切り替え、再度[MODE]������������

 LINK� ： リンクされて�るプログラムスキャン�表示����
  ���� [DIAL]�回�と、プログラムスキャン���でプログラムスキャン���で��で

き、[TS]���とLINK����り�����とLINK����り���

 NAME� ： リンクチャンネルのネーム�入力����
  ���� [FUNC]��������������[DIAL]�回�と、文字�

選択でき、[DIAL]���回�と�ー�ル�����回�と�ー�ル���
移動�、左�回�と�ー�ル�左�移動����

  �� [MODE]���と、ネーム�登録�てNAME�
���り���

  ��※ 編集中�[TS]���と、NAME����り���
 � 　※ ネームは6文字�で入力でき���
  ����（使用可能文字一覧：+P�0��0��

 ADD� ： プログラムスキャン�追加����
  �����[DIAL]�回�てプログラムスキャン�選択����プログラムスキャン�選択����選択����
  �� [MODE]����と、選択�たプログラムスキャン

�追加�、ADD����り���
  ��※ 選択中�[TS]���と、ADD����り���

 CLEAR�： プログラムスキャン�リンク��解除����
  ���� [DIAL]�回�てプログラムスキャン�選択����プログラムスキャン�選択����選択����
  �� [MODE]����と選択�たプログラムスキャン��

リンク��解除�、CLEAR����り���
  ��※ 選択中�[TS]���と、CLEAR����り���
 e[SET](TS)��回��と、�E��ー��解除�����E��ー��解除�����ー��解除����

プログラムスキャンのリンク設定
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� SET モ−ドの設定

�ィスプレイのコントラストを��します。

�1�� ︰�� ︰� ︰ 1(���5(��の範囲で�����5(��の範囲で����5(��の範囲で���5(��の範囲で��5(��の範囲で����の範囲で���の範囲で��の範囲で��
できます。

� � 　(初期���︰��　(初期���︰��(初期���︰��初期���︰��︰��

�ィスプ�イの�ントラストの設定

高音域のノイズを抑える、AFフィルター機�を��します。AFフィルター機�を��します。フィルター機�を��します。
※�受信�ード（FM、�FM、AM）ごとに��できます。受信�ード（FM、�FM、AM）ごとに��できます。�FM、AM）ごとに��できます。、AM）ごとに��できます。AM）ごとに��できます。）ごとに��できます。

�ON ︰ AFフィルター機�をフィルター機�を��しま
す。

�OFF ︰ AFフィルター機�を��しまフィルター機�を��しま
せ�。(初期���初期���

AF �ィル��の設定

15時�の充電�了後から、�量の電気が消�されていくのを
�ぐため、少しず�充電して常に満充電の状態にする機�を�
�します。

���G1 ︰ 充電�了後は充電しませ
�。

���G2 ︰ 充電�了後も常に満充電に
なる�うに充電し�づ�ま
す。(初期���(初期���初期���

通常�電後の�電方法の設定
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�SET モ−ドの設定

�

CI-Vシステムで、本製品を�部からコント�ールするときの本システムで、本製品を�部からコント�ールするときの本
製品のアドレスを��します。

��1�DF�DFDFの中から選択します。
� (初期���︰7E�初期���︰7E�︰7E�

���V のアド�スの設定

CI-Vシステムで、本製品を�部からコント�ールするときの通システムで、本製品を�部からコント�ールするときの通
信速�を��します。

� AUTO/1�2��bps/����bps/
48��bps/12��bps/���bps の
中から選択します。

� (初期��：A�TO�(初期��：A�TO�初期��：A�TO�A�TO�
※�「AUTO｣AUTO｣に��した場合、接続した
機器からの�ータ通信速�に�じて
自動��します。

���V のボ���トの設定

CI-Vシステムを利用した、トランシーブ機�のシステムを利用した、トランシーブ機�の「ON/OFF｣ON/OFF｣を�
�します。

�ON ︰ �受信機の周波数や受信�ード
などの��を変�したとき、
接続しているCI-V無線機/受信
機の��も自動的に変�する、
トランシーブ動作をします。

� � 　�逆に、接続しているCI-V無線
機/受信機の����が変�さ
れたときは、自動的に受信機
の����も変�されます。

	 � 　(初期���　(初期���(初期���初期����
�OFF ︰ トランシーブ動作をしませ�。

���V のトランシ�ブの設定



各種の交信�受信するために�

�2

��プ�ックス通信�受信するックス通信�受信するクス通信�受信する
��プ�ックス通信�はックス通信�はクス通信�は通信�は�は

�ュプレックス通信とは、通常の交信(シンプレックス：�受通信とは、通常の交信(シンプレックス：�受とは、通常の交信(シンプレックス：�受(シンプレックス：�受シンプレックス：�受
信同一周波数�とは異な�、同一バンド�で�信と受信の周波�とは異な�、同一バンド�で�信と受信の周波とは異な�、同一バンド�で�信と受信の周波
数をずらして交信することです。
◎��｢D�P(プラス�｣を��すると、�ニター機�を操作したと�ニター機�を操作したと

きに、��周波数から�フセット周波数�高い周波数が受��周波数から�フセット周波数�高い周波数が受から�フセット周波数�高い周波数が受�フセット周波数�高い周波数が受周波数�高い周波数が受�高い周波数が受高い周波数が受い周波数が受
信できます。

◎��｢D�P−(マイナス�｣を��すると、�ニター機�を操作し�ニター機�を操作し
たときに、��周波数から�フセット周波数�低い周波数��周波数から�フセット周波数�低い周波数から�フセット周波数�低い周波数�フセット周波数�低い周波数
が受信できます。

�ュプレックス通信は、43�MH�/1���MH�帯のアマチュ通信は、43�MH�/1���MH�帯のアマチュは、43�MH�/1���MH�帯のアマチュ43�MH�/1���MH�帯のアマチュ
ア無線用FMレ�ータシステムや各通信�野で広く利用され
ています。
本製品に�ュプレックス�ードを��すると、ワンタッチのに�ュプレックス�ードを��すると、ワンタッチの�ュプレックス�ードを��すると、ワンタッチの�ードを��すると、ワンタッチの
切�替え操作で、�信/受信両方の周波数が受信できます。
�ュプレックス通信を受信するときは、�フセット周波数の通信を受信するときは、�フセット周波数の
��も必要です。

オ�セット周波��は
�ュプレックス通信で、�信周波数と受信周波数の差を�フ
セット周波数といいます。
�ュプレックス�ード、お�び�フセット周波数は、、お�び�フセット周波数は、お�び�フセット周波数は、SET�ー�ー
ドで��します。(+P55�

�
D

D

〔例〕4������の�ピ��交信�受信するには4������の�ピ��交信�受信するには�の�ピ��交信�受信するには
レ�ータとは、山や建物などの障害物で直接交信できない局
と交信できた�、通信範囲(通信���を拡�した�するため交信できた�、通信範囲(通信���を拡�した�するためできた�、通信範囲(通信���を拡�した�するためた�、通信範囲(通信���を拡�した�するためした�するためるため
の、自動無線中�装置のことです。
�ピ��交信の概��周波�例

	�通常、アマチュア無線で�用される43�MH�帯のレ�ータ
交信は、�フセット周波数を5.���MH�に��しています。

� �上図の場合、レ�ータは434.6��MH�を受信すると、自、レ�ータは434.6��MH�を受信すると、自レ�ータは434.6��MH�を受信すると、自
動的に439.6��MH�の周波数に変換して�信します。

	�本製品で上図の�うな交信を受信するには、�ュプレックスで上図の�うな交信を受信するには、�ュプレックス図の�うな交信を受信するには、�ュプレックスを受信するには、�ュプレックス�ュプレックス
�ードと�フセット周波数5.���MH�の��が必要です。

� �4����ンド ��レ�ータ受信用に5.���MH�を初期��
� 12����ンド ��レ�ータ受信用に��.���MH�を初期��
	��ュプレックス�ードは、次の�うに��します。�ュプレックス�ードは、次の�うに��します。は、次の�うに��します。、次の�うに��します。次の�うに��します。
� �本 製品の受信周波数を439.6��MH�(レ �ータの本製品の受信周波数を439.6��MH�(レ �ータのの受信周波数を439.6��MH�(レ �ータの

� 信 周 波 数�に� � したときは “ −DUP モ � ド”に、
434.6��MH�(レ�ータの受信周波数�に��したときは
“＋DUPモ�ド”に��してください。

｢+ＤＵＰ｣モード設定時｢－ＤＵＰ｣モード設定時

A局 B局

レピータ

※レピータの周波数帯
　送信：439.000MHz～440.000MHz
　受信：434.000MHz～435.000MHz

434.600MHz

439.600MHz 439.600MHz

434.600MHz

DUP－表示 DUP表示

｢+ＤＵＰ｣モード設定時｢－ＤＵＰ｣モード設定時

20MHzシフトする5MHzシフトする



��

�各種の交信�受信するために

�ピ��の周波��設定する
レ�ータの周波数帯は、下記の通�です。
� �信：439.����44�.���MH��信�：439.����44�.���MH�439.����44�.���MH��44�.���MH�44�.���MH�
� � � ：1�9�.����1�93����MH�：1�9�.����1�93����MH�1�9�.����1�93����MH��1�93����MH�1�93����MH�
� 受信：434.����435.���MH�受信�：434.����435.���MH�434.����435.���MH��435.���MH�435.���MH�
� � � ：1�7�.����1�73����MH�：1�7�.����1�73����MH�1�7�.����1�73����MH��1�73����MH�1�73����MH�
q	�[V/�]を数�押して、VFO�ードにします。VFO�ードにします。�ードにします。
w	�[�AND]を数�押して、43�Mバンド(1���Mバンド�を43�Mバンド(1���Mバンド�をバンド(1���Mバンド�を(1���Mバンド�をバンド�を�をを
選択します。

e	�[D�AL]を�して、439.6��MH�(1�7�.34�MH��を�439.6��MH�(1�7�.34�MH��を�を�
�します。

 ��プ�ックスモ�ド�オ�セット周波��設定��プ�ックスモ�ド�オ�セット周波��設定
する

q	 [SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ー(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ー�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ー�押して、SET�ー押して、SET�ーSET�ー�ー
ドにします。

w	�[D�AL]を�して、｢EXPAND｣(機能��の設定)機能��の設定))を選択し、
[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、｢ON｣を選択します。

e	�[D�AL]を�して、｢DUP｣(��プ�ックスの設定)��プ�ックスの設定))を選択し
ます。

D

D

r	�[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、｢−DUP｣−DUP｣DUP｣、または
｢＋DUP｣＋DUP｣DUP｣を選択します。

t	�[D�AL]を�して、｢OFFSET｣(オ�セット周波�の設定)オ�セット周波�の設定))を
選択します。

� ※�43�MH�帯：5.���MH�/1���MH�帯：��.���MH�、
その他のバンドは�.���MH�を初期��しています。

� ※��フセット周波数を変�するときは、�フセット周波数を変�するときは、[FUN�]を押しな
がら[D�AL]を�して、周波数を��します。

� ※�VFO�ードで��しているチューニン�ステップ(�ードで��しているチューニン�ステップ((+P�1�
で動作します。

y	 [SET](TS)を押すと、SET�ードを解除して�ュプレックSET�ードを解除して�ュプレック�ードを解除して�ュプレック
ス�ードにな�ます。

｢+ＤＵＰ｣モード設定時｢－ＤＵＰ｣モード設定時

A局 B局

レピータ

※レピータの周波数帯
　送信：439.000MHz～440.000MHz
　受信：434.000MHz～435.000MHz

434.600MHz

439.600MHz 439.600MHz

434.600MHz

DUP－表示 DUP表示

｢+ＤＵＰ｣モード設定時｢－ＤＵＰ｣モード設定時

20MHzシフトする5MHzシフトする

｢+ＤＵＰ｣モード設定時｢－ＤＵＰ｣モード設定時

A局 B局

レピータ

※レピータの周波数帯
　送信：439.000MHz～440.000MHz
　受信：434.000MHz～435.000MHz

434.600MHz

439.600MHz 439.600MHz

434.600MHz

DUP－表示 DUP表示

｢+ＤＵＰ｣モード設定時｢－ＤＵＰ｣モード設定時

20MHzシフトする5MHzシフトする

｢+ＤＵＰ｣モード設定時｢－ＤＵＰ｣モード設定時

A局 B局

レピータ

※レピータの周波数帯
　送信：439.000MHz～440.000MHz
　受信：434.000MHz～435.000MHz

434.600MHz

439.600MHz 439.600MHz

434.600MHz

DUP－表示 DUP表示

｢+ＤＵＰ｣モード設定時｢－ＤＵＰ｣モード設定時

20MHzシフトする5MHzシフトする

�

��

｢+ＤＵＰ｣モード設定時｢－ＤＵＰ｣モード設定時

A局 B局

レピータ

※レピータの周波数帯
　送信：439.000MHz～440.000MHz
　受信：434.000MHz～435.000MHz

434.600MHz

439.600MHz 439.600MHz

434.600MHz

DUP－表示 DUP表示

｢+ＤＵＰ｣モード設定時｢－ＤＵＰ｣モード設定時

20MHzシフトする5MHzシフトする



��

� 各種の交信�受信するために

��プ�ックス通信の両周波��受信する
[SQL]を押します。
	 4��Mバンドの場合は押している�いだ、5.���MH�(初バンドの場合は押している�いだ、5.���MH�(初5.���MH�(初初

期����低い434.6��MH�を受信します。�低い434.6��MH�を受信します。低い434.6��MH�を受信します。434.6��MH�を受信します。を受信します。
	 1���Mバンドの場合は押している�いだ、��.���MH�バンドの場合は押している�いだ、��.���MH���.���MH��

(初期����高い1�9�.34�MH�を受信します。初期����高い1�9�.34�MH�を受信します。�高い1�9�.34�MH�を受信します。高い1�9�.34�MH�を受信します。1�9�.34�MH�を受信します。を受信します。
※��[SQL]を押すと｢−DUP｣−DUP｣DUP｣�ードのとき、�フセット周波

数�低い周波数を受信します。
�  ｢＋DUP｣＋DUP｣DUP｣�ードのときは、�フセット周波数�高い周波数

を受信します。

※���ュプレックス�ードを解除するときは、SET�ードに�ュプレックス�ードを解除するときは、SET�ードにSET�ードに�ードに
して、｢DUP｣(��プ�ックスの設定)を｢OFF｣にします。
(+P55�

D

■ト�ン/DT�S�使った通信�受信する
ïト�ンスケル�/DT�S��ドスケル�機能�は
トーンスケルチは、受信した周波数に重畳したトーン周波数
が一致したときだ�スケルチが開いて音�が聞こえます。
アマチュア無線、簡易業務用無線、特�小電力無線などの通
信に利用されています。
本製品に��している周波数お�びトーン周波数が同じ信号
だ�を受信できます。
逆に、自局が��したトーン周波数やDTCSコード(FM�ー
ド�を受信したときだ�、スケルチが開かない逆トーンスケル
チ/逆DTCSスケルチ(TSQL−R/DTCS−R�も用途に�わせ
てご利用ください。

ïポケット��プ機能�は
トーンスケルチ/DTCSコードスケルチ機�で受信したとき、
ビープ音で知らせる便利な機�です。
呼び出しを受�ると、ビープ音“ピロピロピロ”が約3���鳴
��づ�るとともに、表示部の「S｣(ベルマーク表示�を�
�して知らせるので、聞き逃すことが��ませ�。

｢+ＤＵＰ｣モード設定時｢－ＤＵＰ｣モード設定時

A局 B局

レピータ

※レピータの周波数帯
　送信：439.000MHz～440.000MHz
　受信：434.000MHz～435.000MHz

434.600MHz

439.600MHz 439.600MHz

434.600MHz

DUP－表示 DUP表示

｢+ＤＵＰ｣モード設定時｢－ＤＵＰ｣モード設定時

20MHzシフトする5MHzシフトする
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�各種の交信�受信するために

受信モ�ド�設定する
q	�[SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�押して、SET押して、SETSET

�ードにします。
w	�[D�AL]を�して、｢EXPAND｣(機能��の設定)機能��の設定))を選択し、

[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、｢ON｣を選択します。
e	�[D�AL]を�して、｢TSQL｣(ト�ンスケル�受信モ�ドの設ト�ンスケル�受信モ�ドの設

定))を選択します。
r	�[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、受信�ードを選

択します。
 	OFF ︰ トーンを使用しませ�。(初期���(初期���初期����
 	TSQLS ︰ CTCSSポケットビープ受信�ードにしポケットビープ受信�ードにし

ます。
 	TSQL ︰�トーンスケルチ受信�ードにします。トーンスケルチ受信�ードにします。
 	DT�SS ︰�DTCSポケットビープ受信�ードにします。ポケットビープ受信�ードにします。
 	DT�S ︰ DTCSコードスケルチ受信�ードにします。コードスケルチ受信�ードにします。
 	TSQL�� ︰�逆トーンスケルチ受信�ードにします。逆トーンスケルチ受信�ードにします。
 	DT�S�� ︰ 逆DTCSコードスケルチ受信�ードにしDTCSコードスケルチ受信�ードにしコードスケルチ受信�ードにし

ます。
t	�[SET](TS)を押すと、SET�ードを解除し、周波数表示画SET�ードを解除し、周波数表示画�ードを解除し、周波数表示画

面に受信�ードを表示します。

Dト−ン周波��設定する
q	�[SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�押して、SET押して、SETSET

�ードにします。
w	�[D�AL]を�して、｢EXPAND｣(機能��の設定)機能��の設定))を選択し、

[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、｢ON｣を選択します。
e	�[D�AL]を�して、｢TONE｣(�T�SSト�ン周波�の設定)ト�ン周波�の設定))

を選択し、[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、トーン
周波数を選択します。

r	�[SET](TS)を押すと、SET�ードを解除します。SET�ードを解除します。�ードを解除します。

DT�S��ド�設定する��ド�設定する
q	�[SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�押して、SET押して、SETSET

�ードにします。
w	�[D�AL]を�して、｢EXPAND｣(機能��の設定)機能��の設定))を選択し、

[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、｢ON｣を選択します。
e	�[D�AL]を�して、｢�ODE｣(DT�S��ドの設定)��ドの設定))を選択

し、[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、コードを選択
します。

r	�[SET](TS)を押すと、SET�ードを解除します。SET�ードを解除します。�ードを解除します。

D

D

トーンスケルチ設定時の
トーンスキャン中の表示

DTCSコード設定時の
コードスキャン中の表示

CTCSSトーン周波数の設定 88.5選択時

DTCSコードの設定 023選択時

トーンスケルチ受信モードの設定 CTCSSポケットビープ選択時

DTCSコードスケルチトーンスケルチ

逆DTCSコードスケルチ逆トーンスケルチ

DTCSポケットビープCTCSSポケットビープ

NORMAL選択時

DTCS位相反転機能の設定

REV選択時

[DIAL]

スキャン中は点滅する
トーンスケルチ設定時の
トーンスキャン中の表示

DTCSコード設定時の
コードスキャン中の表示

CTCSSトーン周波数の設定 88.5選択時

DTCSコードの設定 023選択時

トーンスケルチ受信モードの設定 CTCSSポケットビープ選択時

DTCSコードスケルチトーンスケルチ

逆DTCSコードスケルチ逆トーンスケルチ

DTCSポケットビープCTCSSポケットビープ

NORMAL選択時

DTCS位相反転機能の設定

REV選択時

[DIAL]

スキャン中は点滅する

�

トーンスケルチ設定時の
トーンスキャン中の表示

DTCSコード設定時の
コードスキャン中の表示

CTCSSトーン周波数の設定 88.5選択時

DTCSコードの設定 023選択時

トーンスケルチ受信モードの設定 CTCSSポケットビープ選択時

DTCSコードスケルチトーンスケルチ

逆DTCSコードスケルチ逆トーンスケルチ

DTCSポケットビープCTCSSポケットビープ

NORMAL選択時

DTCS位相反転機能の設定

REV選択時

[DIAL]

スキャン中は点滅する
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� 各種の交信�受信するために

DT�S�相反転機能につ���相反転機能につ��
受信する局(�出側�に�わせて、DTCSコードの検出の位相を(�出側�に�わせて、DTCSコードの検出の位相を�出側�に�わせて、DTCSコードの検出の位相を�に�わせて、DTCSコードの検出の位相をに�わせて、DTCSコードの検出の位相をDTCSコードの検出の位相をコードの検出の位相を
��できます。
DTCS位相反転機�は、SET�ードで変�できます。位相反転機�は、SET�ードで変�できます。SET�ードで変�できます。�ードで変�できます。
q	 [SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�押して、SET押して、SETSET

�ードにします。
w	�[D�AL]を�して、｢EXPAND｣(機能��の設定)機能��の設定))を選択し、

[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、｢ON｣を選択します。
e	�[D�AL]を�して、｢DT�S P｣(DT�S�相反転機能の設定)�相反転機能の設定))

を選択します。
r	�[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、｢NO��AL｣また

は｢�EV｣を選択します。
	 	NO��AL �� 位相を反転しませ�(初期���
	 	�EV �� 位相を反転します
t	�[SET](TS)を押すと、SET�ードを解除します。SET�ードを解除します。�ードを解除します。

�
ト�ン通信/DT�S��ド通信�受信する�/DT�S��ド通信�受信する���ド通信�受信する�

	 ト�ンスケル�機能�たはDT�S��ドスケル�機能�設ト�ンスケル�機能�たはDT�S��ドスケル�機能�設DT�S��ドスケル�機能�設��ドスケル�機能�設
定���る��は

� ���しているトーン周波数、またはDTCSコードが同じ電��しているトーン周波数、またはDTCSコードが同じ電DTCSコードが同じ電コードが同じ電
波を受信するとスケルチが開き、通信している局の音�が
聞こえます。

� ※�逆トーンスケルチ機�または逆DTCSコードスケルチ機逆トーンスケルチ機�または逆DTCSコードスケルチ機DTCSコードスケルチ機コードスケルチ機
�を��しているときは、トーン周波数、またはDTCSDTCS
コードが同じ電波を受信するとスケルチが閉じ、それ以
�の電波を受信するとスケルチが開きます。

	 ポケット��プ機能�設定���る��はポケット��プ機能�設定���る��は
� �受信するとベルが約3���鳴��づ�、受信するとベルが約3���鳴��づ�、3���鳴��づ�、��鳴��づ�、｢S｣表示が�

�します。

D

トーンスケルチ設定時の
トーンスキャン中の表示

DTCSコード設定時の
コードスキャン中の表示

CTCSSトーン周波数の設定 88.5選択時

DTCSコードの設定 023選択時

トーンスケルチ受信モードの設定 CTCSSポケットビープ選択時

DTCSコードスケルチトーンスケルチ

逆DTCSコードスケルチ逆トーンスケルチ

DTCSポケットビープCTCSSポケットビープ

NORMAL選択時

DTCS位相反転機能の設定

REV選択時

[DIAL]

スキャン中は点滅する

トーンスケルチ設定時の
トーンスキャン中の表示

DTCSコード設定時の
コードスキャン中の表示

CTCSSトーン周波数の設定 88.5選択時

DTCSコードの設定 023選択時

トーンスケルチ受信モードの設定 CTCSSポケットビープ選択時

DTCSコードスケルチトーンスケルチ

逆DTCSコードスケルチ逆トーンスケルチ

DTCSポケットビープCTCSSポケットビープ

NORMAL選択時

DTCS位相反転機能の設定

REV選択時

[DIAL]

スキャン中は点滅する

トーンスケルチ設定時の
トーンスキャン中の表示

DTCSコード設定時の
コードスキャン中の表示

CTCSSトーン周波数の設定 88.5選択時

DTCSコードの設定 023選択時

トーンスケルチ受信モードの設定 CTCSSポケットビープ選択時

DTCSコードスケルチトーンスケルチ

逆DTCSコードスケルチ逆トーンスケルチ

DTCSポケットビープCTCSSポケットビープ

NORMAL選択時

DTCS位相反転機能の設定

REV選択時

[DIAL]

スキャン中は点滅する



��

�各種の交信�受信するために

ト�ン/��ドスキャンの��た/��ドスキャンの��た��ドスキャンの��た
トーンスケルチ機�を使用して交信している局が、どのトーン
周波数またはDTCSコード(+P56、P57�を使用しているか
を検知するスキャンです。
	�VFO/��リー�ードに関係なく動作します。
	�スキャン中に[D�AL]を時計��に�すと、アップスキャン
に、反時計��に�すと��ンスキャンに切�替えます｡

ス��ト操�
q	�受信�ードを��します。65ページの｢�受信�ードを�受信�ードを��します。65ページの｢�受信�ードを��ードを��します。65ページの｢�受信�ードを�ページの｢�受信�ードを�の｢�受信�ードを�｢�受信�ードを�受信�ードを��ードを�

�する｣を参照してください。｣を参照してください。を参照してください。
w	 �[FUN�]を押しながら[T�S�AN](�ODE)を押すと、トー

ンスキャンまたはDTCSコードスキャンを開始します。DTCSコードスキャンを開始します。コードスキャンを開始します。
� ※��トーンスケルチ、コードスケルチを��していない場合トーンスケルチ、コードスケルチを��していない場合

は、トーンスキャンにな�ます。
e  [T�S�AN](�ODE)を押すと、トーンスキャン動作を解除トーンスキャン動作を解除

します。

�

D

			�スキャン中に信号を受信して、スケルチが開くとゆっく信号を受信して、スケルチが開くとゆっくスケルチが開くとゆっくくとゆっくゆっく
�スキャンし、信号がなくな�スケルチが閉じているとスキャンし、信号がなくな�スケルチが閉じていると、信号がなくな�スケルチが閉じていると信号がなくな�スケルチが閉じているとスケルチが閉じていると
きは速くスキャンします。

			一致したトーン周波数またはDTCSコードを検知する
と、スキャンが約1���(スキャン一時停止タイマーで
��した時��一時停止し、トーン周波数またはDTCSまたはDTCSDTCS
コードを自動的に書き換えた�と、トーン/コードスキャ書き換えた�と、トーン/コードスキャた�と、トーン/コードスキャトーン/コードスキャスキャ
ンを再スタートします。

� �� �ただし、M-CHでトーンスキャンしたときは、一時的にM-CHでトーンスキャンしたときは、一時的にトーンスキャンしたときは、一時的に
記憶しますが、書き換えはしませ�。書き換えはしませ�。はしませ�。

	 	�ポケットビープ状態から、トーンスキャンをすると、ポすると、ポと、ポ
ケットビープを解除して、トーン周波数(DTCSコード�
スキャンにな�ます。

	 	�隣接したトーン周波数/DTCSコードを使用している局
がいると、トーンスケルチを開くことが��ます。を開くことが��ます。開くことが��ます。

�トーンスケルチ設定時の
トーンスキャン中の表示

DTCSコード設定時の
コードスキャン中の表示

CTCSSトーン周波数の設定 88.5選択時

DTCSコードの設定 023選択時

トーンスケルチ受信モードの設定 CTCSSポケットビープ選択時

DTCSコードスケルチトーンスケルチ

逆DTCSコードスケルチ逆トーンスケルチ

DTCSポケットビープCTCSSポケットビープ

NORMAL選択時

DTCS位相反転機能の設定

REV選択時

[DIAL]

スキャン中は点滅する
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ボイススケル��ントロ�ル機能につ��
ボイススケルチコント�ール機�は、受信した信号に音�信号
が含まれているかを識別し、スケルチを制御します。
音�信号が含まれていればスケルチを開き、含まれていな�
ればスケルチを閉じます。
q	 [SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�ッ、�ーと鳴るまで�押して、SET�押して、SET押して、SETSET

�ードにします。
w	�[D�AL]を�して、｢EXPAND｣(機能��の設定)機能��の設定))を選択し、

[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、｢ON｣を選択します。
e	�[D�AL]を�して、｢VS�｣(ボイススケル��ントロ�ル機ボイススケル��ントロ�ル機

能の設定))を選択します。
r	�[FUN�]を押しながら [D�AL]を�して、｢ON｣または

｢OFF｣を選択します。
t	�[SET](TS)を押すと、SET�ードを解除します。SET�ードを解除します。�ードを解除します。
� ※｢ON｣に��すると、VSC機�に�る受信状態にな�ます。

� ��プ音につ��
キー操作をしたとき、その操作が��か無�かを、下記の�う
にビープ音で知らせる機�です。
���プ音の種類
� “ピッ”� ：�く押すキー操作が正しいとき：�く押すキー操作が正しいとき
� “ピッ、ピ�”� ：長く押すキー操作が正しいとき：長く押すキー操作が正しいとき
� “プッ”� ：キー操作が無�のとき：キー操作が無�のとき
� “ピッ ピピ ピピピピ”� ：��リー書き込み操作が正しいとき：��リー書き込み操作が正しいとき
※��SET�ードの�ードの｢�EEPLV｣(��プ音(操�音)�ベルの設定)��プ音(操�音)�ベルの設定)(操�音)�ベルの設定)操�音)�ベルの設定))�ベルの設定)�ベルの設定))
項目((+P51�でビープレベルの��、でビープレベルの��、｢�EEP｣(��プ音(操��プ音(操(操操
�音)の設定))の設定)の設定))項目((+P5��で、ビープ音ので、ビープ音の｢ON/OFF｣が�
�できます。

�

ボイススケルチコントロール機能の設定 ON選択時

表示
[DIAL]

OPC-474

[SP]ジャッククローン表示

送出時の表示

親機 子機

クローン完了表示

入力時の表示

送出状態をSメー
ターで表示する

パソコン

USB
ポートへ

RS-232C
ポートへ

[SP]ジャックへ
OPC-478UC
(USBタイプ)

OPC-478
(RS-232Cタイプ)

CT-17

電源ケーブル
9V～15VDC

RS-232C用
ケーブル

IC-R6

SP
端子へ

パソコン

3.5(φ) mm 
ステレオプラグ

3.5(φ) mm 
モノラルプラグ

3.5(φ) mm

GND

I/O

SP

SP

GND
SP
I/O

�接続図(IC-R6側)

※CT-17側にはSPは不要

q プリアンブル w 受信
アドレス

e 送信
アドレス

r コマンド t サブ
コマンド

y デ ー タ エ リ ア u EOM

F E7EFE E ××××O × ××××× × DF×

q プリアンブル w 受信
アドレス

e 送信
アドレス

r コマンド t サブ
コマンド

y デ ー タ エ リ ア u EOM

F 0EEFE 7 ××××E × ××××× × DF×

(1)  コントローラー(パソコン) レシーバー(IC-R6)

(2) レシーバー コントローラー
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クロ�ニングにつ��
�ク�ーニン�とは、1台の �����に��した��リーの��
やSET�ードの����を、ほかの�ードの����を、ほかのの����を、ほかのほかのの �����に�出して、同じ
����にする機�です。

クロ�ニングの��た
q	下図の�うにOPC-474(別売品�で接続します。OPC-474(別売品�で接続します。別売品�で接続します。�で接続します。で接続します。
w	子機(ク�ーン受信側�の電源を(ク�ーン受信側�の電源をク�ーン受信側�の電源を�の電源をの電源を“ON”にします。

e	親機(�出側�の操作(�出側�の操作�出側�の操作�の操作の操作
� �[V/�]を押しながら[ ]を押して、電源を入れます。
� 「�LONE�LONE	�｣｣を表示します。
r�[SQL]を押すと、親機(ク�ーニン��信側�では「�L OUT｣
を表示し、����を�出します。子機(ク�ーニン�受信
側�では「�L �N｣を表示します。

� ※�子機(ク�ーニン�受信側�に受信側�に信側�に「�L END｣を表示して、ク
�ーニン�が�了します。(親機はは「�LONE�LONE	�｣｣を表示�

�

D

ボイススケルチコントロール機能の設定 ON選択時

表示
[DIAL]

OPC-474

[SP]ジャッククローン表示

送出時の表示

親機 子機

クローン完了表示

入力時の表示

送出状態をSメー
ターで表示する

パソコン

USB
ポートへ

RS-232C
ポートへ

[SP]ジャックへ
OPC-478UC
(USBタイプ)

OPC-478
(RS-232Cタイプ)

CT-17

電源ケーブル
9V～15VDC

RS-232C用
ケーブル

IC-R6

SP
端子へ

パソコン

3.5(φ) mm 
ステレオプラグ

3.5(φ) mm 
モノラルプラグ

3.5(φ) mm

GND

I/O

SP

SP

GND
SP
I/O

�接続図(IC-R6側)

※CT-17側にはSPは不要

q プリアンブル w 受信
アドレス

e 送信
アドレス

r コマンド t サブ
コマンド

y デ ー タ エ リ ア u EOM

F E7EFE E ××××O × ××××× × DF×

q プリアンブル w 受信
アドレス

e 送信
アドレス

r コマンド t サブ
コマンド

y デ ー タ エ リ ア u EOM

F 0EEFE 7 ××××E × ××××× × DF×

(1)  コントローラー(パソコン) レシーバー(IC-R6)

(2) レシーバー コントローラー

◎�ク�ーニン�には左記の本体同�でのク�ー同�でのク�ーク�ーニン�の
ほかに、パソコン(PC�でク�ーニン�する方法が��
ます。

　�PC用ク�ーニン�ソフト��アとして、CS-R6をご用用ク�ーニン�ソフト��アとして、CS-R6をご用ク�ーニン�ソフト��アとして、CS-R6をご用をご用
意しています。

　詳しくは、販売店におたずねください。販売店におたずねください。

ボイススケルチコントロール機能の設定 ON選択時

表示
[DIAL]

OPC-474

[SP]ジャッククローン表示

送出時の表示

親機 子機

クローン完了表示

入力時の表示

送出状態をSメー
ターで表示する

パソコン

USB
ポートへ

RS-232C
ポートへ

[SP]ジャックへ
OPC-478UC
(USBタイプ)

OPC-478
(RS-232Cタイプ)

CT-17

電源ケーブル
9V～15VDC

RS-232C用
ケーブル

IC-R6

SP
端子へ

パソコン

3.5(φ) mm 
ステレオプラグ

3.5(φ) mm 
モノラルプラグ

3.5(φ) mm

GND

I/O

SP

SP

GND
SP
I/O

�接続図(IC-R6側)

※CT-17側にはSPは不要

q プリアンブル w 受信
アドレス

e 送信
アドレス

r コマンド t サブ
コマンド

y デ ー タ エ リ ア u EOM

F E7EFE E ××××O × ××××× × DF×

q プリアンブル w 受信
アドレス

e 送信
アドレス

r コマンド t サブ
コマンド

y デ ー タ エ リ ア u EOM

F 0EEFE 7 ××××E × ××××× × DF×

(1)  コントローラー(パソコン) レシーバー(IC-R6)

(2) レシーバー コントローラー

【ご���
CI-Vボーレートの��ボーレートの��(+P61�で通信速�を「�����������と

「AUTO�以�に��した場合は、[�ODE]を押しながら
電源を入れてください。
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CI-V(���������������������������
CI-Vのデ�タ設定����

CI-Vシステムを利用して外部コントロールするとき、������
のアドレス、ボーレート、トランシーブ“ON/OFF”のデータが
必要になります。
これらの項目は、����ード���します。����ード���します。���します。(+P61)

パソコンの接続
IC-R6�パソコン�接続�����������������パソコン�接続����������������
��ド�外部制御できま�。
コントロールは、ICOM Communication Interface V(CI-V: 
シーアイファイブ)によるシリアル方式�す。
別売�のC�-17(CI-Vレベルコン�ータ)を�用することによコン�ータ)を�用することによ)を�用することによ
り、R�-232Cタイプのシリアルポートを持つパソコンが接続
�き、外部コントロールが�きます。が�きます。ます。
パソコン�アイコムの受信機、�よ���機を��する方�、�よ���機を��する方��よ���機を��する方�
は、C�-17に添付の取扱説明書を������。������。��。 
※	右図�示�ケ�ブルで接続し�くださ�。
	 	CT-17�付属のケ�ブルで接続������音は聞�えま
せんので�ご注意くださ�。	

�
D

D

ボイススケルチコントロール機能の設定 ON選択時

表示
[DIAL]

OPC-474

[SP]ジャッククローン表示

送出時の表示

親機 子機

クローン完了表示

入力時の表示

送出状態をSメー
ターで表示する

パソコン

USB
ポートへ

RS-232C
ポートへ

[SP]ジャックへ
OPC-478UC
(USBタイプ)

OPC-478
(RS-232Cタイプ)

CT-17

電源ケーブル
9V～15VDC

RS-232C用
ケーブル

IC-R6

SP
端子へ

パソコン

3.5(φ) mm 
ステレオプラグ

3.5(φ) mm 
モノラルプラグ

3.5(φ) mm

GND

I/O

SP

SP

GND
SP
I/O

�接続図(IC-R6側)

※CT-17側にはSPは不要

q プリアンブル w 受信
アドレス

e 送信
アドレス

r コマンド t サブ
コマンド

y デ ー タ エ リ ア u EOM

F E7EFE E ××××O × ××××× × DF×

q プリアンブル w 受信
アドレス

e 送信
アドレス

r コマンド t サブ
コマンド

y デ ー タ エ リ ア u EOM

F 0EEFE 7 ××××E × ××××× × DF×

(1)  コントローラー(パソコン) レシーバー(IC-R6)

(2) レシーバー コントローラー
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���Vの基本����ットにつ��の基本����ットにつ��

q	プリアンブル�：��ータのはじめに挿入する同期用のコード
で、16進の “FE”を���出します。

w	受信アドレス/e�信アドレス
� � ：�IC-R6の初期アドレスは “7E(16進�”とし、

コント�ーラーは “E�”としたときの�を
示しています。

r	コマンド� ：�コント�ールできる機�を16進��でコ�でコでコ
マンドとしています。(+P7��

�

t	サブコマンド�：�コマンド補足命令として16進��を用い�を用いを用い
ます。(+P7��

y	�ータエリア�：�周波数�ータなどをセットするエリアで、
�ータに��可変長とします。

u	EOM� ：��ッセージの�わ�を示すコードで、16
進の“FD”とします。

ボイススケルチコントロール機能の設定 ON選択時

表示
[DIAL]

OPC-474

[SP]ジャッククローン表示

送出時の表示

親機 子機

クローン完了表示

入力時の表示

送出状態をSメー
ターで表示する

パソコン

USB
ポートへ

RS-232C
ポートへ

[SP]ジャックへ
OPC-478UC
(USBタイプ)

OPC-478
(RS-232Cタイプ)

CT-17

電源ケーブル
9V～15VDC

RS-232C用
ケーブル

IC-R6

SP
端子へ

パソコン

3.5(φ) mm 
ステレオプラグ

3.5(φ) mm 
モノラルプラグ

3.5(φ) mm

GND

I/O

SP

SP

GND
SP
I/O

�接続図(IC-R6側)

※CT-17側にはSPは不要

q プリアンブル w 受信
アドレス

e 送信
アドレス

r コマンド t サブ
コマンド

y デ ー タ エ リ ア u EOM

F E7EFE E ××××O × ××××× × DF×

q プリアンブル w 受信
アドレス

e 送信
アドレス

r コマンド t サブ
コマンド

y デ ー タ エ リ ア u EOM

F 0EEFE 7 ××××E × ××××× × DF×

(1)  コントローラー(パソコン) レシーバー(IC-R6)

(2) レシーバー コントローラー
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※「�｣マークの項目は読み込み/��ができます。

受信周波�の���設定
� コマンド：��、�3、�5、�3、�5�3、�5、�5�5
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�2

��ンド サブ ��� 動�
�� 右図参照 周波数�ータの転�(トランシーブ�

�1 ��ンド
��参照 受信�ードの転�(トランシーブ�

�� 右図参照 表示周波数の読み込み

�4 ��ンド
��参照 表示�ードの読み込み

�� 右図参照 周波数�ータの��

��
�2 AM�ードの��
�� FM�ードの��
�� �FM�ードの��

11 � ��/1� アッテネーター(ATT�の読み込み/��
※��＝OFF、1�＝ON(約1�dB�

12 * ��/�1

アンテナの読み込み/��
�.495MH��1.6��MH�帯
※��＝EXT、�1＝BAR★

★バーアンテナの��はAM�ード時のみ

そのほかの周波数帯
※��＝EXT、�1＝EAR

14
�1* P7�参照 AFゲイン（音量�の読み込み/��
��* P7�参照 スケルチレベルの読み込み/��

1�
�1 ��/�1 スケルチの状態(開/閉�の読み込み

※��＝閉じる、�1＝開く
�2 P7�参照 S�ーターレベルの読み込み

1�

4�*
�� トーンスケルチ�OFF
�1 トーンスケルチ�ON
�2 逆トーンスケルチ�ON

4�*
�� DTCSコードスケルチ�OFF
�1 DTCSコードスケルチ�ON
�2 逆DTCSコードスケルチ�ON

��ンド サブ ��� 動�

1�

4�*
�� ボイススケルチコント�ール機��OFF
�1 ボイススケルチコント�ール機��ON

�4*

�� 空線キャンセラー機��OFF
�1 空線キャンセラー機�(TRAIN1��ON
�2 空線キャンセラー機�(TRAIN���ON
�� MS�キャンセラー機��ON

1� �� 本製品のIDコードを読み込み

1A ��* ��/�1 AFフィルターの読み込み/��
※��＝OFF、�1＝ON

1�
�1* P7�参照 トーン周波数の読み込み/��
�2* P7�参照 DTCSコード・極性の読み込み/��
��* P7�参照 空線信号周波数の読み込み/��
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10その他の便利な機能

10

��

音量の���設定
� コマンド：14�1コマンド：14�1

スケル��ベルの���設定
� コマンド：14�3コマンド：14�3

Sメ����ベルの���値
� コマンド：15��コマンド：15��

ト�ン周波�の���設定
� コマンド：1B�1コマンド：1B�1

DT�S��ド・極性の���設定
� コマンド：1B��コマンド：1B��

空線信号周波�の���設定
� コマンド：1B�6コマンド：1B�6

q

0X X X X

w e

X

r t

XX XX

1
0
H
z桁
：0
,5

(1
0
0
H
zに
依
存
)

1
H
z桁
：0

(固
定
)

1
kH
z桁
：0
～
9

1
0
0
H
z桁
：0
,2
,5
,7

1
0
0
kH
z桁
：0
～
9

1
0
kH
z桁
：0
～
9

1
0
M
H
z桁
：0
～
9

1
M
H
z桁
：0
～
9

1
0
0
0
M
H
z桁
：0
,1
 

1
0
0
M
H
z桁
：0
～
9

0 0 X X X X

q※ w e

固
定
:0

固
定
:0

1
0
0
H
z桁

1
0
H
z桁

1
H
z桁

0
.1
H
z桁

X X X 0

q w

1
kH
z桁
:0
～
3

1
0
0
H
z桁
：0
～
9

1
0
H
z桁
：0
～
9

1
H
z桁
:0

(固
定
)

0 X 0 X X X

q※ w e

固
定
:0

位
相
反
転：
0
,1

固
定
:0

1
0
0
桁
:0
～
7

1
0
桁：
0
～
7

1
桁：
1
～
7

VOL� VOL1 VOL2 VOL� VOL4
��������5����5���55 ���6���1����1� ��13���18���18 ��19����5����5 ���6���31���31
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VOL2� VOL21 VOL22 VOL2� VOL24
�1�8��133��133 �134��14���14� �141��146��146 �147��153��153 �154��159��159

VOL2� VOL2� VOL27 VOL28 VOL2�
�16���165��165 �166��17���17� �173��178��178 �179��185��185 �186��191��191

VOL�� VOL�1 VOL�2 VOL�� VOL�4
�19���197��197 �198����4����4 ���5���1����1� ��11���17���17 ��18����3����3
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�※�周波数を��するときは、入力不要です。周波数を��するときは、入力不要です。

トーン周波数一覧表に�いては56ページをご56ページをごページをご
参照ください。

※��位相を反転しないときは��、反転するとき位相を反転しないときは��、反転するとき��、反転するとき、反転するとき
は�1を��してください。�1を��してください。を��してください。

　反転しないとき(���は入力を省�ます。

�DTCSコード一覧表に�いては57ページをご
参照ください。

�空線信号周波数は、3��H� �3���H�の範空線信号周波数は、3��H� �3���H�の範
囲（1�H�ステップ�で��します。
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��

静電気などに�る�部要因で、CP�が誤
動作して動作がおかしくなったときは、
�ールリセット、またはパーシャルリセッ
ト操作をしてください｡

◎���ールリセット操作をすると、記憶され
ている�ータはすべて消去され、変�し
た��はすべて初期��に��ます。

◎��パーシャルリセット操作をすると、下
記の�ータはそのまま残�ます。

		��リーチャンネル�ータ
	スキャンエッジ

オ�ルリセットの��た
q		[ ]を長く押し、電源を“OFF”にします。
w		[FUN�]と [V/�]を同時に押しなが
ら、[ ]を長く押して電源を“ON”にし
ます。

		｢�LEA�｣を表示した�と、初期表示
にな�ます。

D パ�シャルリセットの��た
q		[ ]を長く押し、電源を“OFF”にします。
w		[FUN�]と[TS]を同時に押しながら、
[ ]を長く押して電源を“ON”にしま
す。

		初期表示にな�ます。
� ※�パーシャルリセットの場合、｢�LEA�｣

表示は��ませ�。

D

リセットするには�

CT-17

電源ケーブル
9～15VDC

RS-232C用
ケーブル

IC-R6

SP
端子へ

パソコン

3.5( ) mm 
ステレオプラグ

3.5( ) mm 
モノラルプラグ

3.5( ) mm

GND

I/O

GND

I/O

�接続図

q プリアンブル w 受信
アドレス

e 送信
アドレス

r コマンド t サブ
コマンド

y デ ー タ エ リ ア u EOM

F E7EFE E ××××O × ××××× × DF×

q プリアンブル w 受信
アドレス

e 送信
アドレス

r コマンド t サブ
コマンド

y デ ー タ エ リ ア u EOM

F 0EEFE 7 ××××E × ××××× × DF×

(1)  コントローラー(パソコン) レシーバー(IC-R6)

(2) レシーバー コントローラー

CT-17

電源ケーブル
9～15VDC

RS-232C用
ケーブル

IC-R6

SP
端子へ

パソコン

3.5( ) mm 
ステレオプラグ

3.5( ) mm 
モノラルプラグ

3.5( ) mm

GND

I/O

GND

I/O

�接続図

q プリアンブル w 受信
アドレス

e 送信
アドレス

r コマンド t サブ
コマンド

y デ ー タ エ リ ア u EOM

F E7EFE E ××××O × ××××× × DF×

q プリアンブル w 受信
アドレス

e 送信
アドレス

r コマンド t サブ
コマンド

y デ ー タ エ リ ア u EOM

F 0EEFE 7 ××××E × ××××× × DF×

(1)  コントローラー(パソコン) レシーバー(IC-R6)

(2) レシーバー コントローラー

【ご���ご����
出荷時��プリセットされたM-CHリプリセットされたM-CHリ
ストも、�ールリセットするとすべても、�ールリセットするとすべて、�ールリセットするとすべて
消去されますので、ご注意ください。
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下記の�象は故障では��ませ�ので、修理に出す前にもう一��検してください。
それでも異常が�るときは、弊社サポートセンターまで、お問い合わせください。

故障�な？�思ったら�

現　　　　象 原　　　　因 処　　　　　　置 参照
電源が入らない ◎�電池の接触不良

◎電池の極性�違い
◎�ニッケル水素電池またはアルカリ電池の
消�

'電池の端子を清掃する
'極性を確認して、電池を入れなおす
'	ニッケル水素電池は充電し、アルカリ電池は入れ替
える

P3
P�
P�、
P4� P7

ス�ーカーから音が出ない ◎音量が小さくなっている
◎�[SP]ジャックに�部ス�ーカーを接続
している

'[Y]を押して、音量を��しなおす
'	�部ス�ーカープラ�が正常に接続されているか、ま
たはケーブルが断線していないかを�検する

P14
−

	感�が悪く、強い局しか聞こえない ◎同軸ケーブルの断線またはショート
　(�部アンテナ使用時�
◎アッテネーターが “ON” になっている

'同軸ケーブルを�検し、正常にする

'アッテネーターを “OFF” にする

−

P�1

BCバンドの感�が悪い ◎バーアンテナが選択されていない 'アンテナをSET�ードでバーアンテナに切�替える P17、P5�

[D�AL] を�すと、音量が変化する ◎反転機�が動作している ' [FUN�]を押しながら [VOL ⇔ D](TS)を押して、反転
機�を解除する

P�3

¡�[Y]または[Z]を押すと、周波数が
変化する

◎反転機�が動作している ' [FUN�]を押しながら [VOL ⇔ D](TS)を押して、反転
機�を解除する

P�3

周波数の��ができない ◎�ック機�が動作している
◎���リー�ードになっている

'�ック機�を解除する
'[V/�]を押して、VFO�ードにする

P�3
P19

周波数が異常な表示になっている ◎CP�が誤動作している
◎静電気などに�る�部要因

'リセットする
'�電池を装着しなおす

P74
P�

プ��ラムスキャンが動作しない ◎VFO�ードになっていない
◎�PROGRAM-CHの「＊＊A｣と「＊＊B｣に
同じ周波数が書き込まれている

'[V/�]を数�押して、VFO�ードにする
'	「＊＊A｣と「＊＊B｣に違う周波数を書き込む

P19
P�6

	��リースキャンが動作しない ◎��リー�ードになっていない
◎�M-CHに�CH以上書き込まれていない

'[V/�]を数�押して、��リー�ードにする
'	�CH以上をM-CHに書き込む

P19
P�6

¡ セット�ード中に、��したい項目
を表示しない

◎EXPANDを「OFF｣にしている '[EXPAND]を「ON｣にする P5�



故障の��は�
¡ 保証書につ��
　�保証書は販売店で所�事項(お買い上げ�、販売店��を記
入のうえお渡しいたしますので、記���をご確認いただ
き、�切に保管してください。

¡ 修理�依頼される��
　�｢故障かな?と思ったら｣(+P75�にしたがって、もう一�、
本製品の��などを調べていただき、それでも異常が�る
ときは、次の処置をしてください。

　 保証期間�は
　�����の販売店にご連絡く�さ�。
　�保証規�にしたがって修理させていただきますので、保証
書を添えてご依頼ください。

　 保証期間後は
　�����の販売店にご連絡く�さ�。
　�修理することに��機�を維持できる製品に�いては、ご
希望に���料で修理させていただきます。

��製品の�問�合わせ先につ��
¡ �お買い上げいただきました弊社製品の技術サポートなどご
不明な�がございましたら、下記のサポートセンターにお
問い合わせください。

　�問�合わせ先�
　アイ��株�会�　サポ�トセン��
 �12��1����1�(フリー�イヤル�
 ◆携�電話・P�S・公衆電話�らのご利用は、
 　����7�2�4�4�(通話料がかか�ます�
 受付(平日 �:���17:��)
 電子メ�ル�support_center@icom�co�jp/
 アイ��ホ��ペ���http://www�icom�co�jp/
¡ 弊社製品の故障診断、持ち込み修理などの修理受付窓口は、
別紙の｢サービス受付窓口一覧｣をご覧ください。

D

��
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一般仕様
	受 信 周 波 � 範 囲�
 �.1����� �5�.895MH� /� /�55.1����� �61.895MH�
� �66.1����� �7�.895MH�� //�75.1����� 379.895MH�
� 38�.1����� 411.895MH�� //415.1����� 8�9.895MH�
� 834.1����� 859.895MH�� //889.1����� 914.895MH�
� 96�.1�����13�9.995MH�
	電 波 型 �� FM、�FM、AM、�FM、AM�FM、AM、AMAM
	使 用 温 度 範 囲� −1��＋6��
	基 準 周 波 � 安 定 度� ±1.�PPM以�(�以�(��5� ��
	周 波 � � � 能�  5/6.�5/8.33*/9*/1�/1�.5/15/��/�5/

3�/5�/1��/1�5/����H�
� ��用バンド、�用�ードに�っては選択できませ�。
	メモリ��ャンネル� 13��ch
	P � O G � A � � � �� 5�ch(��A��4B�ch(��A��4B��A��4B���4B��4B��
	オ�トメモリ�ライト用�������ch���chch
	電 　 源 　 電 　 �� �部端子�：4.5�6.3V
� � � � 電池端子：電池端子�：�.4V(ニッケル水素電池���ニッケル水素電池������
� 　� � � � � �　�3.�V(アルカリ電池�アルカリ電池����
	接 地 方 �� マイナス接地
	アン�ナインピ��ンス� 5�Ω�不��� (SMA��不��� (SMA���(SMA�����
	重　　　　　　　　量� 約���g(アンテナ、電池を含む�アンテナ、電池を含む��
	外 � 寸 法� 58(���86(H���9.8(D�mm
� � � � (��物を除く���物を除く��

受信部
	受 信 方 �� トリプルスーパーヘテ��イン
	� 間 周 波 �� 1st�：：�66.7��MH�
� � � � �nd�：19.65MH�(FM/AM�、、
� � � � � 　19.95MH�(�FM�
� � � � 3rd� ：：45��H�(FM/AM�、、
� � � � � 　75��H�(�FM�

�

�

	低 周 波 � �� ��SPSP(16Ω1���率時�15���以上��率時�15���以上�15���以上�15���以上
� （3.�V時） �部SP（3.�V時） �部SP� � �部SP�部SPSP(8Ω1���率時�8���(t�p.���率時�8���(t�p.��8���(t�p.��8���(t�p.�
	低周波負�インピ��ンス� ��SP 16Ω /�部SP 8ΩSP 16Ω /�部SP 8Ω�16Ω /�部SP 8Ω16Ω�/�部SP 8Ω�部SP 8ΩSP 8Ω�8Ω8Ω
	� � 度� AM、FM、FMFM� 1��H�以上/ −以上/ −/� −−9dB
� � � � � � 3��H�以下/−以下/−/�−−6�dB
� � � � �FM� 15��H�以上/−以上/−/�−−6dB
	� 費 電 流� 受信時� �� � 13�mA�t�p.
� （3.�V時） �ち受�時（3.�V時） �ち受�時� � �ち受�時�ち受�時� 65mA�t�p.
� � � � パワーセーブ時パワーセーブ時� 3�mA�t�p.
	受 信 感 度� (スプリアスポイントは除く)
� F� 12d� S�NAD(1k�� ±���k�� DEV)
� 1.6�5� �� 4.995MH�� −−1�dBμ�(t�p.�(t�p.�
� 5.���� �� �9.995MH�� −−1�dBμ�(t�p.�(t�p.�
� 3�.���� �� 117.995MH�� −−15dBμ�(t�p.�(t�p.�
� 118.���� �� �46.995MH�� −1−15dBμ�(t�p.�(t�p.�
� �47.���� �� 469.995MH�� −1−15dBμ�(t�p.�(t�p.�
� 47�.���� �� 83�.995MH�� −−1�dBμ�(t�p.�(t�p.�
� 833.���� �� 1��9.995MH�� −−11dBμ�(t�p.�(t�p.�
� 1�3�.���� �� 13�9.995MH�� −−9dBμ�(t�p.�(t�p.�
� WF� 12d� S�NAD(1k�� ±�2��k�� DEV)
� 76.���� �� 1�8.���MH�� 　1dBμ (t�p.�　1dBμ (t�p.�dBμ�(t�p.�(t�p.�
� 175.���� �� ��1.995MH�� 　1dBμ (t�p.�　1dBμ (t�p.�dBμ�(t�p.�(t�p.�
� 47�.���� �� 77�.���MH�� 　　5dBμ�(t�p.�(t�p.�
 A� 1�d� S/N(1k�� ��％� �OD) �OD)
 �.495� �� 4.995MH�� 　　�dBμ�(t�p.�(t�p.�
� 5.���� �� �9.995MH�� 　−1dBμ (t�p.�　−1dBμ (t�p.�dBμ�(t�p.�(t�p.�
� 118.���� �� 136.���MH�� 　−　−4dBμ�(t�p.�(t�p.�
� ���.���� �� �46.995MH�� 　−　−4dBμ�(t�p.�(t�p.�
� �47.���� �� 3�9.995MH�� 　−�dBμ (t�p.�　−�dBμ (t�p.�dBμ�(t�p.�(t�p.�
※�測��は、JAIA(�本アマチュア無線機器工業会�で�めた測�法
に��ます。

※��格、�観、仕様などは、�良のため予告なしに変�することが
��ます。
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別売品につ��1�

��

別売品につ��のご��
弊社製別売品は、本製品の性�を��に発揮できる�うに�計
されていますので、必ず弊社指�の別売品をお使いください。
弊社指�以�の別売品とのご使用が原因で生じる本製品の破本製品の破の破
損、故障�るいは動作や性�に�いては、保証�象�とさせ
ていただきますので、�らかじめご了承ください。

� 別売品一覧�

CS-R6� ：�ク�ーニン�ソフト��ア
� 　※�OPC-478/478�Cのどちらか別途必要
OPC-474� ：�ク�ーニン�ケーブル(本体�用�
OPC-478�C�：�ク�ーニン�ケーブル
� 　(パソコン�用：�SBタイプ�　(パソコン�用：�SBタイプ�(パソコン�用：�SBタイプ�：�SBタイプ��
OPC-478� ：�ク�ーニン�ケーブル
� 　(パソコン�用：RS-�3�Cタイプ�　(パソコン�用：RS-�3�Cタイプ�(パソコン�用：RS-�3�Cタイプ�：RS-�3�Cタイプ��
CP-18� ：�シ�レットライターケーブル
CT-17� ：�CI-Vレベルコンバーターレベルコンバーター

ケ�ブル/�ントロ�ルソ�ト�ェア関係

�AD-9�SMA� ：�SMA-BNC変換ア�プター
�LC-146A� ：キャリン�ケース

その他

BC-196� ：バッテリーチャージャー（補修用）バッテリーチャージャー（補修用）
BC-194� ：�バッテリーチャージャースタンドバッテリーチャージャースタンド
� 　※BC-196が必要※BC-196が必要が必要

�電関係

SP-13� ：�イヤホン
�イクロホン/スピ���関係
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さくいん
記号

[DIAL]と[∫]/[√]に割り当てている機能を入れ替える�� 23

A
ATT機能について� ���������������� 21

C
CI-V(リモート)について��������������� 70
CI-Vの基本フォーマットについて� ��������� 71
CP-18のヒューズ交換のしかた� ���������� 　8

D
DTCS位相反転機能について� ����������� 66

F
FM(ラジオ)放送を受信する� ������������ 16
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■ 周波�の設定
q	[V/�]を数�押して、VFO�ードにします。
w��[D�AL]を�して、��します。
■ ���ニングス�ップ�変える
q	[TS]を押すと、チューニン�ステップを表示します。
w��[D�AL]を�して、チューニン�ステップを選択します。
■ 受信モ�ド(電波型�)の設定
	 [�ODE]を押すごとに、受信�ード(電波�式�が切�替わ�ます。
■ ロック機能の設定
	�[FUN�]を押しながら[ ](�AND)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押すと、�ッ
ク機�を“ON/OFF”します。

■�オ�ルリセットの��た
q		[ ]を長く押して、いった�電源を切�ます。
w		[FUN�]と[V/�]を押しながら[ ]を長く押して、電源を入れます。
�  「�LEA�｣表示した�と、初期表示にな�ます。
■�パ�シャルリセットの��た
q		[ ]を長く押して、いった�電源を切�ます。
w		[FUN�]と[TS]を押しながら[ ]を長く押して、電源を入れます。
� (「�LEA�｣は表示しませ�。�

■ メモリ��ャンネル(����)の�び���た
q	 [V/�]を数�押して、��リー�ードにします。
w��[�AND]を数�押して、��リー�ード表示にします。
e	[D�AL]を�します。
■ ����への書��み�た
q	�[V/�]を数�押して、VFO�ードにします。
w	�[�AND]を数�押して、受信するバンドを選びます。
e	�[D�AL]を�して、周波数を��します。
r	�[S��W](V/�)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押して、セレクト��リーライト
状態にします。(M-CH表示部が��します。�

t	�[D�AL]を�して、M-CHを選択します。
� ※ 「VF｣を選ぶとVFO、「��A/����24A/24�｣を選ぶとPROGRAM-CHに書

き込みます。
y���[S��W](V/�)を長く(�ッ��と鳴るまで�押すと、��リー��を表示して
VFO�ードに��ます。

■�メモリ�モ�ド時の��切り替えにつ��
		[�AND]を押すごとに、｢メモリ�モ�ド｣�｢�ンク A｣�｢�ンク �｣�｢�ン

ク Y｣�｢オ�トメモリ�ライト用�ャンネル｣�｢メモリ�モ�ド｣と表示と切
�替えます。

メモリ�モ�ドの��切り替え

■ メモリ�内容���する
q		��リー�ードまたはVFO�ードを選択して、[S��W](V/�)を長く(��ッ、�ー
と鳴るまで�押して、セレクト��リーライト状態にします。

w	�[D�AL]を�して、消去したいM-CHを選びます。
e	[�ODE]を数�押して、“�LEA�”項目を選択します。
r		[S��W](V/�)を長く(�ッ���と鳴るまで�押すと、��リー��を消去します。
t	�消去後、[S��W](V/�)を押します。

�

■ 電源のON/OFF
	[ ]を長く(1�以上�押して、電源をを長く(1�以上�押して、電源を(1�以上�押して、電源を�以上�押して、電源を�押して、電源を押して、電源を“�N”にします。
� ※電源を※�電源を電源を“�FF”にするときは、再�[ ]を長く(1�以上�押します。(1�以上�押します。�以上�押します。�押します。押します。
■ 音量の調整
	 [Y]/ [Z]を押して調整します。(押し�づ�ると連続動作�
■ スケル�の調整
	[SQL]を押しながら[D�AL]を�して調整します。
■ VFOモ�ド�メモリ�モ�ドの切り替え
	 [V/�]を押すごとに、VFO�ードと��リー�ードを切�替えます。
■ 受信�ンドの切り替え
	VFO�ードにし、�[�AND]を押して、受信バンドを選択します。
� ※�押すごとに｢��(1�)｣�｢��｣�｢���｣�｢F���(7��)｣�｢A��｣�｢144�｣

�｢����｣�｢4���｣�｢8���｣�｢12���｣�｢��(1�)｣と受信バンドが切�
替わ�ます。

VFOモード表示バンク(A)表示メモリーモード表示

バンク(B)表示

バンク(Y)表示
オートメモリーライト
用チャンネル表示

を押すごとに
切り替える

を押すごとに
切り替える

※メモリーモード時、未編集の
バンクとチャンネルは表示さ
れません。

iR6
操�ガイド

切
り
取
り
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■ SETモ�ドの設定
q		[SET](TS)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。
w		[D�AL]を�して、��したい項目を選択します。
� 表示は約1�後、����表示に変わ�ます。
e		����が表示されます。
r		[FUN�]を押しながら[D�AL]を�して、����を選択します。
t		[SET](TS)を押すと、SET�ードを解除します。

■ VFOスキャン
q	�[V/�]を押して、VFO�ードにします。
� ※�スキップスキャンを選択するときは、[FUN�]を押しながら[ ](V/�)を押

して、「P SK�P｣表示を�灯させます。
� 　再�、同じ操作をすると「P SK�P｣表示が消灯します。
w	�[S�AN](�ODE)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。
e		[D�AL]を�して、VFOスキャンの種�「ALL｣(フルスキャン)/「�AND｣(バン

ドスキャン)/「P�L�NK���｣(プ��ラムリンクスキャン)/「P�OG ��24｣(
プ��ラムスキャン)を選択します。

r	�選択後、[S�AN](�ODE)を押すと、スキャンを開始します。
� ※�スキャン中に[�AND]を押して、バンドまたはプ��ラムスキャン範囲を切

�替えることができます。
t	��[S�AN](�ODE)を押すと、スキャンを解除します。

■ オ�トメモリ�ライトスキャン
q	�[V/�]を数�押して、VFO�ードにします。
w	�[S�AN](�ODE)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。
e	�[D�AL]を�して、ス キ ャ ン の 種 �「ALL｣(フルスキャン)/「�AND｣(バ

ンドスキャン)/「P�L�NK���｣(プ��ラムリンクスキャン)/「P�OG ��
24｣(プ��ラムスキャン)を選択します。

r	��選択後、[S�AN](�ODE)を押すと、スキャンを開始します。
t	��[V/�]を押すと、「 ｣表示が��して、�ート��リーライトスキャン動作

とな�ます。
� ※�すべての�ート��リーライト用チャンネルが書き込まれている状態では、

�ート��リーライトスキャンへの切�替えはできませ�。
� ※再�、[V/�]を押すと�ート��リーライトスキャンを解除します。
y	��信号を受信すると、5��一時停止して、受信した周波数を�ート��リーライ

ト用チャンネルの�下位(A�����に書き込みます。
� ※�書き込み時、ビープ音が「��ッ｣と鳴�、書き込み後は、自動的に再スター

トします。
� ※�それ以前に書き込�だ�ート��リーライト用チャンネルが�れば、順次上

位チャンネルにシフトします。
� ※�すべての�ート��リーライト用チャンネル(���CH�を書き込�だときは、

ビープ音を「�ー｣と鳴らしてスキャンを解除します。
u	�[S�AN](�ODE)を押すと、スキャンを解除します。

■ VFOモ�ド時
	 	[FUN�]を押しながら[D�AL]を�すと、��している周波数ステップで周波数

をアップまたは��ンします。(初期���：1MH�ステップ�
	 	[FUN�]を押しながら[ ](TS)を押すと、[D�AL]と[Y]/[Z]に割�当ててい

る機�を反転します。(反転機�動作時は「VOL｣表示が�灯します。�
	 	[FUN�]を押しながら[SQL]を押すと、アッテネーター(ATT�機�を「ON/OFF｣

します。

■ メモリ�モ�ド時
	 	[FUN�]を押しながら[D�AL]を�すと、M-CHを1�CHステップでアップまたは

��ンします。
	 	[FUN�]を押しながら [ ](�AND)を押すごとに、｢周 波 � � �｣�｢� 

NA�E｣(バンクネーム��｢� NA�E｣(��リーネーム��｢������｣(チャンネル
表示�と表示を切�替えます。

■ メモリ�スキャン/メモリ��ンクスキャンの操�
q	�[V/�]を数�押して/��リー�ードにします。
w��[�AND]を数�押して、��リー�ード表示/バンク表示を選択します。
e	�[S�AN](�ODE)を長く(�ッ、�ーと鳴るまで�押します。
r		[D�AL]を�して、スキャン範囲「��ALL｣(フルスキャン)/「��ALL｣(フルバンク

スキャン)/「��L�NK｣(バンクリンクスキャン)/「�ANK�A｣(バンクスキャン)を
選択します。

� ※�なお、バンクスキャン中に[�AND]を押して、バンクを切�替えることができ
ます。

t		[S�AN](�ODE)を押すと、スキャンを開始します。
y		[S�AN](�ODE)を押すと、スキャンを解除します。

■ スキップ機能の設定
	�[FUN�]を押しながら[ ](V/�)を押すごとに、「SK�P｣�「P SK�P｣�「��｣ 

(解除�と表示が切�替わ�ます。
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